

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【ＨＥＲＥ　ＣＯＭＥＳ　Ａ　ＮＥＷ　ＣＨＡＬＬＥＮＧＥＲ!!】




　真しん紅くの炎ほのおをまとうその文字列を、ハルユキは冷静に一いち瞥べつした。

　対戦前の昂たかぶりを感じないわけではないが、頭の芯しんは氷柱つららのように冷えている。フラットな感情と思考を保ちながら、対戦ステージへの転送を待つ。

　文字列が燃もえ尽つきると、落下感が訪おとずれる。無限の暗くら闇やみの中を落ちていくハルユキの両足が、硬かたい平面に触ふれる。直後、暗転していた視界が明度と彩さい度どを取とり戻もどす。

《乱入》された時、ハルユキは梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうに登校するために青梅おうめ街かい道どうを歩いていた。だから、眼前に出現した風景も、おおまかな地形はそのままだ。しかし道路の舗ほ装そうは無残にひび割れ、左右に立ち並ぶ雑居ビルやマンションも、猛もう火かに晒さらされたかのように焼やけ焦こげている。そして現実世界では真っ青に晴れていたはずの空を覆おおうのは、渦うず巻まきながら流れる黄色い砂さ塵じん。

　これは自然系火属性下位の《焦しよう土ど》ステージだ。

　瞬しゆん時じにそこまで把は握あくしたハルユキは、視界中央にオーバーレイ表示されたガイドカーソルに視線を合わせた。薄うすい水色の三角形は、南西を指したまま小刻みに振しん動どうしている。対戦相手は一直線に距きよ離りを詰つめてきているようだが、カーソルの色合いからするとコンタクトまではもう少し時間がかかるだろう。

　最後に、視界右上を見やる。体力ゲージのすぐ下に表示されている敵のアバターネームは、【Ｚｅｌｋｏｖａ　Ｖｅｒｇｅｒ】。どちらも中学校で学習する単語ではないが、ハルユキは意味を理解できた。ゼルコバが樹木の欅けやき、バージャーが番人。すなわち《欅けやきの番人》……だが、欅けやきの木を守る者という意味ではなく、当人の属性が欅けやきなのだ。

　ゼルコバ・バージャーとは初対戦なのにハルユキがそこまで知っているのは、たまたまではない。ここ数日、東京近きん郊こうで活動するバーストリンカーの情報を暗記するべく、日夜奮ふん闘とうしてきた成果だ。

　もちろんいままでも同様の努力をしなかったわけではないが、その対象は主に七大──いやネガ・ネビュラスを除いた六大レギオンの所属メンバーに限られていた。しかし今回は、中小レギオンやフリーのバーストリンカーも暗記対象に含ふくめている。総数は約千人にも及およぶので、数学の公式や歴史の年号と並行して憶おぼえるのは簡単ではないが、いまは弱音を吐はける立場でも状じよう況きようでもない。

　とりあえず、今日までにどうにか名前と所属、特とく徴ちようを暗記した五百人弱の中に、ゼルコバ・バージャーが含ふくまれていたのは幸さい先さきがいい。ゼルコバは杉すぎ並なみ区くの西側に隣りん接せつする三み鷹たか市しを拠きよ点てんとする小規模レギオン《ギャラントホークス》のメンバーで、南西から現れたということは、たぶん京けい王おう井いの頭かしら線せんに乗って杉並第三エリアまで遠えん征せい──というほど遠くないが──してきたのだろう。

　お隣となりさんなのにいままで対戦する機会がなかったのは、単純にハルユキが対戦目的で三鷹に行かなかったのと、ネガ・ネビュラスの領土である杉並エリア内では乱入拒きよ否ひ特権に守られていたからだ。

　しかし、三日前の七月二十四日に、その権利は剝はく奪だつされた。

　一いつ瞬しゆん、過去に遡さかのぼりかけた思考を引ひき戻もどす。いまは目の前の戦いに集中しなくては。

　ゼルコバ・バージャーは男性Ｍ型で、レベルは６。ハルユキのシルバー・クロウも６なので、《同レベル同ポテンシャルの原則》に照らせばデュエルアバターの能力に大きな違ちがいはない。勝敗は、バーストリンカー自身の知識と経験、洞どう察さつ力りよくと判断力、そしてインスピレーションによって決まる。

　敵は相変わらず一直線に接近し続けている。ビルや住宅が密集する杉並第三エリアでそれができるのは、焦しよう土どステージの建物の大半が床ゆかと柱だけの骸がい骨こつ状態なのと、焼け残った壁かべも見た目よりずっと脆もろいからだ。重量級アバターなら突とつ進しんするだけでほとんどの壁かべを粉ふん砕さいできるし、同時に必ひつ殺さつ技わざゲージも溜ためられる。

　しかしシルバー・クロウは金メタ属ルカ色ラーでありながら軽量級なので、ただ走るだけでは厚めの壁かべはぶち抜けない。必ひつ殺さつ技わざゲージを溜ためるには、パンチやキックで壊こわせそうな壁かべを壊こわしていくしかないが──。

　そこまで考えたハルユキは、ちらりと視線を上向けた。

　鉄骨剝むき出しのビル群の屋上には、視界に入るだけでも七、八人の観戦者ギヤラリーが陣じん取どっている。彼らの中には、ゼルコバとハルユキの対戦が終わったら乱入してくるつもりの者もいるだろう。シルバー・クロウのスペックはとっくに丸まる裸はだかだが、戦せん闘とう開始前の準備行動ルーテイーンまで見せてやる義理はない。

　再びガイドカーソルに目を戻もどすと、水色がかなり鮮せん明めいになってきている。ゼルコバとの距きよ離りは残り五百メートルと見当をつけ、ハルユキは青梅おうめ街かい道どうを西に走り始めた。

　すぐに、行く手に大きめの交差点が見えてくる。直進すれば梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの校門に辿たどり着つくが、対戦ステージで登校しても意味がない。地形を熟知している場所に敵を誘さそい込むのは効果的な作戦ではあるものの、リアル割れの危険も伴ともなう。

　ハルユキは交差点を左折して五いつ日か市いち街かい道どうに入ると、走るスピードを上げた。

　少し進んでから適当な道路を左折すれば、左手の住宅街を破は壊かいしながら突とつ進しん中ちゆうのゼルコバの背後に回り込める。だが向こうも当然、ハルユキが自分の後ろを取ろうとしていると気付き、ルートを修正してくるはずだ。

　ハルユキの視界に浮うかぶガイドカーソルが、少しだけ回転速度を増す。ゼルコバが進路を左に変えたのだ。同時にハルユキも左にターンし、住宅街の細い路地へと進入した。その動きもカーソルによってゼルコバに伝わったはずだが、そこに罠わなを仕し掛かける余地がある。

　焦しよう土どステージの建物は全て焼やけ跡あとだが、壁かべや塀へいもそれなりに残っているので密な住宅街では視線が通らない。対戦者はガイドカーソルの微び妙みような動きだけを頼たよりに敵の位置と動きを予測し、先手を取ろうとするのだが、集中しすぎると一つの基本的なルールを忘れてしまう。

　ガイドカーソルは平面上を三百六十度回転するだけで、上下の高さには対応していないのだ。

「……よっ！」

　少し路地を進んだところで、ハルユキは小さな掛かけ声ごえとともに地面を蹴けった。

　半はん壊かいした塀へいと黒くろ焦こげになった庭木を足場にして、二階建ての民家の屋根に飛び移る。ここで一いつ瞬しゆんでも止まってしまうとゼルコバに仕し掛かけを気け取どられる可能性があるので、それまでと同じスピードで、立ち並ぶ民家の屋根から屋根へとジャンプしていく。

　他の、建造物がしっかりしているステージなら《屋根渡わたり》は定番の移動テクニックだが、焦しよう土どステージでは難易度が跳はね上がる。鉄筋コンクリートのビルやマンションなら焼やけ焦こげた屋上面も簡単には壊こわれないが、民家の屋根は厚めの段ボールほどの強度しかなく、超軽量級のアバターでも容易に踏ふみ抜いてしまう。

　なのに、ハルユキが落下せずに飛び移っていけるのは、新たな師し匠しよう、ではなく《師し範はん》から与あたえられた超ちようハイレベルな課題のおかげだった。

　水面を右足で踏ふみ、その足が沈しずむ前に左足を出す。それを繰くり返かえすことで、水の上を連続で十歩進む。どう考えても無理でしょ、と言いたくなる課題だが、師し範はんはずっと昔に成なし遂とげ、沈しずむことなく水面を歩ける《サーフェス・ウォーク》アビリティを会え得とくしたらしい。

　ここ数日、ハルユキは寝る前に無制限中立フィールドへダイブして、水系ステージだったらそこかしこにある適当な水面で、そうでない時はお寺の池や小学校のプールで水歩きの修練を続けてきた。内部時間の累るい計けいはもう二ヶ月近くにもなるのに、最高記録はまだたったの五歩。正直、馬鹿な真ま似ねをしているという気がしなくもないが、ここまでやって投げ出すのはもっと馬鹿馬鹿しい。

　課題の十歩を達成するにはあと一年や二年かかりそうだが、現時点でも得たものはあった。いつの間にか、《自分の重さを殺す技術》がかなり向上していたのだ。砂すな粒つぶすら沈しずんでしまう水面に比べれば、焦しよう土どステージの焼やけ焦こげた屋根も分厚い鉄板のようなものだ。

　自分でも奇き妙みように感じるふわん、ふわんとしたアクションで、密集する民家の屋根伝いに疾しつ駆くすること三十秒。前方左側で乾かわいた破は壊かい音おんが轟とどろき、黄色っぽい土つち煙けむりが舞まい上がるのが見えた。ゼルコバが建物の壁かべを粉ふん砕さいしたのだ。

　いまのオブジェクト破は壊かいで彼の必ひつ殺さつ技わざゲージは満タンになった。このままハルユキの背後か側面を衝つき、先制攻こう撃げきで大おお技わざを当てる──まだ三十メートルは離はなれているのに、そんな気き迫はくがビリビリと伝わってくる。

　もちろん、ゼルコバもシルバー・クロウの飛行アビリティについてはしっかり予習してきているはずだ。最高速度や限界高度、そして《必ひつ殺さつ技わざゲージがなければ飛べない》という制限についても。

　対戦が始まってからしばらくの間は空からの急きゆう襲しゆうを常に意識していただろうが、ハルユキが敢あえてゲージを溜ためずに接近してきたことと、平面しか指さないガイドカーソル頼だよりの状じよう況きようが上への警けい戒かいをゼルコバの頭から消したはずだ……と信じ、ハルユキはひときわ脆もろそうな屋根をふわりと蹴けって跳ちよう躍やくした。

　視界からカーソルが消える。近接距きよ離り。

「《キュービック・スケルチャー》!!」

　すぐ左側の民家の壁かべ越ごしにパワフルな叫さけび声ごえが響ひびき、ゼルコバの必ひつ殺さつ技わざゲージが半分消えた。直後、コンクリートの壁かべが粉々に砕くだけ散ちる。

　砂すな埃ぼこりの中から轟ごう然ぜんと撃うち出されたのは、半ば透すき通とおった巨きよ大だいな握にぎり拳こぶしだった。ほぼ立方体に近いフォルムの、縦横五十センチはあろうかという拳こぶしは、ハルユキの真下を凄すさまじいスピードで通過し、小さな庭を横切って隣となりの家の壁かべをも粉ふん砕さいした。

　ガイドカーソルだけを目安に、視線の通らない屋内から放ったにしては見事な照準精度だ。もしハルユキが地面を移動していたら、いまの必ひつ殺さつ技わざをまともに喰くらって体力ゲージを半分は削けずられただろう。《立方体の押し潰すものキユービツク・スケルチヤー》という技わざ名めいは事前情報にあったが、やはり想像と実際に見るとでは迫はく力りよくが違ちがう。

　しかし、対戦は単純な技わざ比べ、力比べ以前に《読み》と《騙だまし》の勝負だ。

　いっそう頭の芯しんが冷えていくのを感じながら、ハルユキは壁かべに開いた大穴の中に飛び込んだ。まだ砂すな埃ぼこりエフェクトは消えていないが、その中に立つ大おお柄がらなシルエットがはっきりと見える。右みぎ拳こぶしを大きく突き出した格好のゼルコバは、技ぎ後ご硬こう直ちよくを課せられてあとコンマ数秒は動けない。敵の目の前に着地するや、無防備に伸ばされた右みぎ腕うでを両手で捕とらえ、一本背負いの要領で思い切り放り投げる。

　先の必ひつ殺さつ技わざで開いた壁かべの穴あなをさらに拡ひろげつつ吹ふき飛とんだゼルコバは、庭の真ん中に背中から落下し、潰つぶれたような声を出した。

「ングッ……」

　ほとんどの地形オブジェクトが脆ぜい弱じやくな焦しよう土どステージだが、地面は数少ない例外だ。原則的に破は壊かい不能なので、ある意味ではどんな武器より重くて硬かたい。それゆえ、ゼルコバ・バージャーのような特とく殊しゆ装そう甲こうタイプのアバターには、生なま半なかな打だ撃げき技わざよりも投なげ技わざのほうが効果的な場合が多い。

　とは言え、さすがに背負い投げ一発では勝負を決めるほどのダメージは与あたえられなかった。すぐさま跳はね起おきたゼルコバは、十五パーセントほど減った体力ゲージを気にする様子もなくビシッと身構え、朗々とした低音で叫さけんだ。

「なかなかやりますね、シルバー・クロウ！　ゲージがないのに上から来るとは予想できませんでしたよ！」

　口調は丁てい寧ねいだが、ハルユキに敬意を示しているわけではなく、黄の王イエロー・レディオと同様のキャラ作りだろう。

　予想できなかったんじゃなくて、させなかったんだけどね……という返しは脳内に止とどめて、ハルユキは壁かべの穴あなから屋外に出ながら応じた。

「そっちも、壁かべ越ごしなのに正確な照準だったね」

「…………」

　想定外の反応だったのか、毒気を抜かれたように黙だまり込むゼルコバ・バージャーの立ち姿を、ハルユキは改めて注視した。

　暗記していた情報どおり、かなりの大型デュエルアバターだが鈍どん重じゆうさは感じない。肩かたや胸、手足の要所は四角い重じゆう装そう甲こうに覆おおわれているものの、内部のアバター素体はシアン・パイルよりいくらか細身に見える。

　装そう甲こうの色は赤みがかった茶色で、光こう沢たく感かんは控ひかえめ。ゼルコバ・バージャー最大の特とく徴ちようであるあの木もく質しつ装そう甲こうは、斬ざん撃げき、打だ撃げき、実じつ体たい弾だんを含ふくむ貫かん通つう攻こう撃げきに高い耐たい性せいを持っているらしい。木だけあって炎ほのおには弱いようだが、ハルユキは火か炎えん属性の武器も技わざも持っていないし、ステージにも火の気はない。

　炎ほのお以外の有効な攻こう撃げきは、投なげ技わざと極きめ技わざ。しかしさっきの一本背負いで、ゼルコバも投げを警けい戒かいしているだろう。極きめ技わざも、まず敵を摑つかまなくてはならないのは投なげ技わざと一いつ緒しよだ。そしていにしえの時代より対戦型格闘ゲームカクゲーの投なげ技わざは、狙ねらっていることを察知されてしまえば容易には決まらない。

　ゆえにハルユキは自分から距きよ離りを詰つめようとせず、構えすら取らずに立ち続けた。

　乱入者の名前を見た時点で、恐おそらくこういう展開になるだろうと予想していたのだ。だから多少強ごう引いんにファーストアタックを取りにいった。ハルユキがゲージ残量で上回っている限り、ゼルコバは摑つかまれるリスクを覚かく悟ごで攻せめてくるしかない。

　膠こう着ちやく状態が十秒ほど続いた時、どこか上のほうから焦じれたような声が降ってきた。

「オーイ、いつまでお見合いしてんだよー」

「やる気ねーなら降リザ参インしろや！」

　周囲の高い建物に自動転送されてきたギャラリーの野次だ。

　声こわ色いろや口調に聞き覚えはない。目の前のゼルコバ・バージャーと同じく、《超速の翼スピードスター》改め《裏切り者ビトレイヤー》シルバー・クロウに勝利して名を上げようと遠えん征せいしてきた、中小レギオン所属のバーストリンカーたちだろう。

　身構えるゼルコバの重心が、わずかに揺ゆらいだ。無ぶ遠えん慮りよな野次に集中力を乱されたようだ。レベルは同じ６だが、バーストポイント稼かせぎはエネミー狩がりがメインで、対戦の経験はさほど豊富ではないのかもしれない。

　と感じた時にはもう、ハルユキは前に出ていた。

　走るでもなく歩くでもない、地面を滑すべるような移動。師し範はんことセントレア・セントリーの、異様なまでにぬるりとした《動》と《静》の狭はざ間まの歩ほ法ほうにはまだまだ遠く及およばないが、水歩きの修練に打ち込んだおかげで無む駄だな動きはかなり削そぎ落おとせた気がする。

「おおっ！」

　ゼルコバがそんな声を上げながら右ストレートパンチを打とうとした時にはもう、ハルユキは距きよ離りを詰つめ終おえていた。

　残り体力で上回っているのだから、ゼルコバが攻せめてくるのをじっくり待つこともできた。しかしいまのハルユキは、機を捉とらえたら体が自動的に反応するモードに入っている。あれこれ考えるのは接敵するまで、そこからは流れに身を任せるのみ。

　ゼルコバの左胸を、右手で無造作にドンと突く。巨きよ体たいがぐらりと傾かたむき、バランスを取ろうとした左ひだり腕うでがハルユキの目の前で空気を搔かく。

　すかさずその腕うでを両手で摑つかみ、内向きに回す。関節の可動域いっぱいまで捻ひねった瞬しゆん間かん、先の一本背負いで溜たまった必ひつ殺さつ技わざゲージを消費して、背中の翼つばさを一秒だけフルパワーで振しん動どうさせる。

　鍛きたえ上げた飛行アビリティの推進力が、ゼルコバの左ひだり肩かた関節にそのまま伝わった。

　ビギィッ！　というおぞましい音が響ひびく。どれほど強きよう靱じんな装そう甲こうも、アバター素体そのものを攻こう撃げきする極きめ技わざは防げない。そして素体の強度は、体格の大小にほとんど影えい響きようされない。

　打だ撃げき技わざである《空中連続攻撃エアリアル・コンボ》を応用したハルユキの立ち関かん節せつ技わざが、ゼルコバ・バージャーの逞たくましい左ひだり腕うでを根元から引きちぎった。

「ぐうっ……！」

　ゼルコバは低く呻うめきながら、よろよろと後ずさった。

　通常対戦ステージの被ひ弾だん痛覚は、無制限中立フィールドの半分──ではあるものの、さすがに部位欠損ダメージの痛みを無視するのは難しい。しかし無視できなければ、相手に追つい撃げきして下さいと言うようなものだ。

　ハルユキはねじり取った左ひだり腕うでを投げ捨てると、再び距きよ離りを詰つめた。

　ゼルコバが、バックジャンプで間合いを取ろうとする。だが重量級アバターゆえ、跳とぶにも一いつ瞬しゆんの溜ため動作が必要になる。

　横に揃そろった両足を、ローキックで思い切り払はらう。蹴けりによるダメージは微び々びたるものだが、片かた腕うでを失ったせいで重心が安定しないゼルコバは、半回転するほどの勢いでひっくり返った。再び背中から地面に叩たたき付つけられ、ゲージがいくらか削けずれる。

　追い打ちはいかようにも可能だったが、ハルユキは敢あえて後ろに下がった。

　シルバー・クロウの体力ゲージはまだフル状態。いっぽうゼルコバ・バージャーは、早くも半分を割り込んでいる。

　ここまでの攻こう防ぼうは、ハルユキが圧あつ倒とうしていると言っていいだろう。その理由が対戦経験の差であることは、ゼルコバももう解わかっているはずだ。

　もちろんハルユキもバーストリンカーになって九ヶ月と少しの、ようやく新米ニユービーを卒業したかどうかというミドルランカーだ。しかし加速研究会、そして白のレギオンとの抗こう争そうが激化してからの、加速世界にその名を轟とどろかす猛も者さ中ちゆうの猛も者さたちとの戦いが、ハルユキに膨ぼう大だいな経験値を加算した。

《略プラ奪ンダ者ラー》ダスク・テイカー。

《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》アルゴン・アレイ。

《拘束者リストリクター》ブラック・バイス。

《くスしニゃーみジ屋ー》グレイシャー・ビヒモス。

《怒りんぼグランピー》ローズ・ミレディー。

《眠り屋スリーピー》スノー・フェアリー。

《はにかみ屋バツシユフル》プラチナム・キャバリアー。

　そして、白の王たる《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》ホワイト・コスモス──。

　彼ら彼女らとの戦い全てが、ポイント全損させられてもまったく不思議はない文字どおりの死し闘とうだった。明確に勝利したと言えるのは対たいダスク・テイカー戦だけで、あとは敗走か良くて引き分け。白の王に至っては直接戦うことさえできずに敗れてしまったが、数々の極限状じよう況きようを潜くぐり抜けてきたおかげで、少なくとも同格相手の通常対戦では緊きん張ちようのあまり浮うき足あしだつということはほぼなくなった。

　自分が冷静だと、ゼルコバ・バージャーが入れ込みすぎているのは一目で解わかる。負けん気が悪いというわけではないが、勝ちたいという気持ちが強すぎるとそれが動きに滲にじみ出て、対戦相手に先読みを許してしまう。

　たぶん、前に僕と戦ったハイランカーの人たちも、こんなふうに感じていたんだろうな……などと思ってしまってから、ハルユキは気持ちを引ひき締しめた。自信と慢まん心しんは紙一重、強者たちの仲間入りをしたつもりになるなど、内部時間で十年早い。

　ハルユキが庭の反対側まで下がると、ゼルコバはようやく追い打ちが来ないと確信したのか、左ひだり肩かたの破損部から赤いダメージ・エフェクトを零こぼしながら立ち上がった。

　無骨なフェイスマスクの奥おくから、怒いかりのこもった視線を放ちながら──。

「……降リザ参インしろ、とでも言いたそうですね」

　押し殺されたその声に、ハルユキは肩かたをすくめつつ答えた。

「そりゃまあ、そうしてくれれば助かるけど……」

「さっきから何なんですか、その態度は！」

　ゼルコバが、残った右みぎ拳こぶしを傍かたわらの石柱に叩たたき付つける。あっけなく粉ふん砕さいされた石柱の破は片へんが、狭せまい庭に飛び散る。飛礫つぶての一割ほどはゼルコバ自身に当たったが、まるで意に介かいさずに新たな怒ど声せいを迸ほとばしらせる。

「いま無制限フィールドがあのテスカトリポカのおかげでどうなってるか、あなたも知らないわけじゃないでしょう！　エネミー狩がりができなくて困ってるレギオンがたくさんあるのに、全ての元げん凶きようのオシラトリ・ユニヴァースに寝返った裏切り者のあなたが、そんなふうに人格者ぶるのは死ぬほどムカつくんですよ！」

　なかなかに痛つう烈れつな罵ば倒とうだったが、言葉の刃やいばがハルユキの心を覆おおう殻からを穿うがつことはなかった。この数日で同じようなことを、十回以上も言われているからだ。

「別に人格者ぶってるつもりはないよ、楽に勝てるならそのほうがいいってだけで」

　フラットな口調でそう答えると、ゼルコバの全身から放射される怒いかりのオーラがさらに濃こくなった。

　何か仕し掛かけてきそうだ、と直感しつつもハルユキは構えも取らずに立ち続けた。ゼルコバの必ひつ殺さつ技わざゲージは、大ダメージを受けたせいで再びフルチャージされている。敗色濃のう厚こうな状じよう況きようを覆くつがえす手段があるなら見てみたい。

　ハルユキのそんな思考を、ゼルコバも察したようだった。

　見たいなら見せてやる、と言わんがばかりに右手を高々と掲かかげる。間合いは約八メートル、必ひつ殺さつ技わざかアビリティを使わなければ届かない距きよ離りだが、暗記した情報には拘こう束そく系けいアビリティは含ふくまれていなかったし、必ひつ殺さつ技わざだとしてもハルユキに性能を把は握あくされている《キュービック・スケルチャー》をもう一度撃うったりはしないだろう。

　そもそもブレイン・バーストの攻こう撃げき型がた必ひつ殺さつ技わざは、遠えん隔かくにせよ近接にせよ単体でぶっ放してもそう簡単にはヒットしない。不意打ちするか、通つう常じよう技わざとのコンボに組み込むか、何らかの手段で相手の回かい避ひ能力を削そいでから出すのが基本だ。

　ゼルコバもレベル６なのだから、そんなことはよく解わかっているはず。つまり、この状じよう況きようから撃うってもヒットさせられる目算があるのだ。それが必ひつ殺さつ技わざの性能なのか、本人の工く夫ふうなのかは見てみないと解わからない。

　工く夫ふうのほうだといいな、と思いながらハルユキは技わざの発動を待った。

　ゼルコバ・バージャーが、掲かかげた右手の五指をまっすぐに伸ばし、そのまま勢いよく地面に突き立てた。

「《コーニック・スマイター》!!」

　暗記した情報にはない技わざ名めい。ずっと隠かくしていた奥おくの手てか、最近身につけたのか。

　ゼルコバの右手が赤く輝かがやいた。だが必ひつ殺さつ技わざゲージは減らない。

　まさか心しん意い技わざ……と緊きん張ちようした、その時。両足の裏にかすかな振しん動どうを感じ、ハルユキは反射的に右へ跳とんだ。

　直後、ようやくゼルコバの必ひつ殺さつ技わざゲージが減少し、同時に地面から鋭するどく尖とがったものが猛もう烈れつなスピードで突き出した。

　長さ一メートル半、根元の直径が十五センチほどの、円えん錐すい形がたの杭くいだ。ゼルコバの装そう甲こうと同じ色をしたそれはいかにも硬かたそうで、直感でジャンプしなかったらいまごろシルバー・クロウは股こ間かんから頭まで串くし刺ざしにされていただろう。

　軌き道どうが見えない遠えん隔かく攻こう撃げき──直前のささやかな振しん動どうに気付けなければ、初見での回かい避ひはほぼ不可能だ。だが避よけてしまったからには、ここで反はん撃げきしないのはさすがに侮ぶ辱じよく行こう為いというものだろう。

　見るべきものは見たし、終わらせよう。そう心を決めて、ハルユキはしゃがみ込んだままのゼルコバ目め掛がけてダッシュしようとした。

　刹せつ那な、気付く。ゼルコバの必ひつ殺さつ技わざゲージが、わずか十パーセントしか減っていない。

　すでに動き始めているので振しん動どうは感じなかったが、今度こそ勘かんだけに従って左へ跳とぶ。

　雷らい鳴めいにも似た音とともに、ハルユキが寸前まで存在していた空間を二本目の杭くいが貫つらぬいた。

　ゼルコバの右手は指の付け根まで地面に刺さったままだし、ゲージはあと八割も残っている。ということは──。

　着地するやいなや、全力で後方宙返り。目の前を三本目の杭くいが掠かすめる。さらに宙返り。再び鼻先を杭くいが通過する。

　次の宙返りで、五本目の杭くいがシルバー・クロウの背中をわずかに掠かすめた。

　照準がどんどん正確になっているし、後ろには民家の壁かべが迫せまっていてもう宙返りするためのスペースがない。《円コ錐ー形ニのツ打クち・負スかマすイもタのー》という名前のこの必ひつ殺さつ技わざは、恐おそらくゼルコバが視線その他で誘ゆう導どうしているのではなく、それ自体に自じ動どう追つい尾び能力があるのだろう。局地防衛にうってつけな、《番人バージヤー》の名にふさわしい高性能な技わざだ。
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　必ひつ殺さつ技わざゲージの減少ペースからして、杭くいの総数は十本。残り五本をこの狭せまい庭で全て避よけるのは不可能。

　瞬しゆん時じにそう判断したハルユキは、続く一いつ瞬しゆんで選せん択たく肢しを三つ捻ひねり出し、それぞれ検討した。

　まず思いつくのは空に逃げる手だが、背中の翼つばさを広げ、振しん動どうさせ、推進力を生み出すまでのわずかな隙すきを狙ねらい撃うたれる危険がある。

　二つ目は、貫ぬき手てで杭くいを迎げい撃げきする方法。鋭えい利りな杭くいの先せん端たん、極小の一点を貫つらぬければ破は壊かいできるという確信があるが、一ミリでも狙ねらいが狂くるえば逆に手を粉ふん砕さいされるだろう。

　そして三つ目は──少しばかり躊躇ためらわれる手段だが、成功の確率は最も高い。対戦を速すみやかに決着させるためにも、これを選ぶべきだろう。

　時間がスローになっていく超加速感覚の中、三回目の宙返りから着地する寸前に、ハルユキは短く念じた。

　────《合ごう》。

　視界全体が波は紋もんのように揺ゆらぐ。意識が拡散し、空に溶とける。

　ズガン!!

　という音を轟とどろかせて、六本目の杭くいが伸び上がった。

　しかしその場所は、ハルユキの着地地点から三メートルも離はなれた、庭の真ん中だった。

「ハアッ!?」

　ゼルコバが驚きよう愕がくの叫さけび声ごえを上げる。無理もない、狂くるうはずのない自動照準が盛せい大だいに狂くるったのだから。

　ハルユキが使った《合ごう》なる技わざは、セントレア・セントリーから伝授されたオメガ流りゆう合がつ切さい剣けんの一つ目の奥おう義ぎだ。自分の意識から出力される信号を完全に遮しや断だんすることで、ＢＢシステム──別名メイン・ビジュアライザーの未来予測機能を誤動作させ、対戦相手のみならずシステムの知覚からも己おのれを消し去る。自じ動どう追つい尾び型がたの必ひつ殺さつ技わざは追つい尾びできなくなるし、ゼルコバ・バージャー自身も目の前にいるハルユキを一いつ瞬しゆん見失ったはずだ。

《合ごう》は心しん意い技わざではないが、「厳密に言えば」という但ただし書がきがつく。師し範はんセントリー曰いわく、高強度のイマジネーションによって事象を上書きオーバーライドする心しん意い技わざと、あらゆるイマジネーションを断たつ《合ごう》はまったく逆のロジックに立りつ脚きやくしているということだが、どちらもＢＢシステムのイメージ制せい御ぎよ系けいを利用する点は同じなので、ハルユキとしては《合ごう》にも多少の心しん意いっぽさを感じざるを得ない。

　しかしよく考えると、全てのバーストリンカーにとってイメージ力は必要不可欠なものだ。自分のアバターをどう動かすかという刹せつ那なの選せん択たくにも、どういうふうに成長したいのかという長期的ビジョンにも、明めい瞭りようなイメージが求められる。ハルユキが取り組んでいる水歩きだって、突つき詰つめれば《自分の重さをゼロにする》というイメージ力の訓練なのだ。

　通つう常じよう技わざと心しん意い技わざの境界は実のところ曖あい昧まいであり、線を引くなら赤の王スカーレット・レインが口にしていた定義に従うしかない。すなわち、《心しん意い技わざは光る》。

　いわゆる心しん意い技わざの過オー剰バー光レイは、使用者のイマジネーションがＢＢシステムのイメージ制せい御ぎよ系けいを通過する際、溢あふれた過か剰じような信号をシステムがエフェクト光として処理した結果だ。イメージの出力をゼロにする《合ごう》は当然ながら光らない。ゆえに心しん意い技わざではない。

　セントリーも主張していたその線引きに従って《コーニック・スマイター》の追つい尾びを外したハルユキは、着地するや全力で地面を蹴けった。

　背中の翼つばさも使ってフルパワーで加速し、啞あ然ぜんとした様子のゼルコバ・バージャーに肉にく薄はくする。

　ゼルコバもすぐに驚おどろきから醒さめたが、地面に突き刺さったままの右手を引き抜く気配はない。いや、恐おそらく杭くいをヒットさせるかゲージを使い切るかするまで抜けないのだ。性能からして、それくらいの制約があっても不思議はない。

　ゼルコバの右みぎ腕うでを左ひだり腕うで同様にもぎ取るつもりだったが、地面に固定されていては不可能だ。ならばいっそ。

　瞬しゆん時じに方針を変へん更こうしたハルユキは、そのまま単に突とつ進しんすると、ゼルコバの目の前でジャンプした。

　ふわりと滞たい空くうするハルユキ目め掛がけて、自じ動どう追つい尾びを再開した《コーニック・スマイター》の杭くいが地面から猛もう然ぜんと撃うち上げられた。だが鋭するどく尖とがった先せん端たんは、ハルユキの足先まであと一センチ届かず──。

　代わりに、真下でうずくまるゼルコバ・バージャーの体を、装そう甲こうの薄うすい下腹からうなじまで無む慈じ悲ひに貫つらぬいた。

　残り五割以下だった体力ゲージが吹ふき飛とび、赤茶色の巨きよ体たいは一いつ瞬しゆん収縮してから無数の破は片へんとなって砕くだけ散ちった。
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　ゼルコバ・バージャーに続いて乱入してきたミドルランカー三人も危なげなく撃げき破はすると、ハルユキは新たな挑ちよう戦せん者しやをしばらく待ってから、今朝は終わりと判断してニューロリンカーのグローバル接続を切った。

　かつての黒クロ雪ユキ姫ヒメのように、二十四時間切断しっぱなしにしておけば賞金稼ぎバウンテイ・ハンター気取りの連中に乱入されることはない。しかしハルユキは、自宅と学校にいる時以外は基本的に接続をオンにしている。むしろ、マッチング・リストに名前がある可能性が高い時間帯を、自分から広めているくらいだ。

　おかげで、毎日の対戦回数は最低十回、多ければ二十回にも達する。夕方、自宅に帰りつく頃ころにはもうへとへとだが、たとえ路上でぶっ倒たおれることになろうとも、乱入を拒きよ否ひするつもりはない。それがいまの自分に課せられた責務だと思うからだ。

　ふう、と軽く息を吐はき、空を仰あおぐ。まだ午前十時なのに日差しは街を焼やき焦こがさんばかりで、今日も暑くなりそうだな……と思った途と端たんに汗あせが噴ふき出す。

　コットンパイルのハンカチで額を拭ぬぐうと、ハルユキは再び歩き始めた。

　通学路の残り三百メートルを、なるべく日ひ陰かげに入ったまま踏とう破はし、歩道の左側に現れた校門をくぐる。すかさず梅うめ郷さと中ちゆうのローカルネットに接続し、ほっとひと息。グローバル・ネットと比べると機能は大おお幅はばに制限されるが、それでも心細さはかなり緩かん和わされる。

　前庭の正面に見える昇しよう降こう口ぐちではなく、右手へと向かう。真夏でも薄うす暗ぐらい通路を歩いていくと、第二校舎とコンクリートの塀へいに挟はさまれたスペースに設置された小屋が見えてくる。

　貴重な天然木をふんだんに使った、しっかりとした造りだが居住者は人間ではない。小屋の前面はステンレスの金かな網あみになっていて、そこから中を覗のぞき込みながら、ハルユキは小声で挨あい拶さつした。

「おっすホウ、今日も暑いな」

　すると、小屋の真ん中に設置された止まり木の上で、灰色の鳥が瞼まぶたを持ち上げた。ハルユキが委員長を務める梅郷中飼育委員会で世話をしている唯ゆい一いつの動物、アフリカオオコノハズクのホウだ。

　まだ飼い始めて一ヶ月と少しだが、最近はハルユキが挨あい拶さつすると猫ねこっぽい声で返事をしたり、機き嫌げんがいい時は止まり木から飛び立って、小屋の中を二、三周してくれる……はずなのに、今日のホウはオレンジ色の目でハルユキを一いち瞥べつしただけで、すぐに瞼まぶたを閉じてしまった。

　フクロウの中では暑さに強い種類のはずだが、さすがに連日の酷こく暑しよでバテ気味なのだろうか。金かな網あみの上にはひさしがあって直射日光は入らないし、水浴び用のバードバスも用意してあるが、今日はほぼ無風なので熱がこもっているのかもしれない。

「ちょっと待ってな、ミストシャワーしてやるから」

　そう声を掛かけると、ハルユキは用具置き場に向かった。多機能ノズルつきのホースを出し、小屋の脇わきにある水すい栓せんにつなぐ。掃そう除じ中ちゆうに偶ぐう然ぜん判明したのだが、ホウはミスト状態の水をかけてもらうのも好きらしく、最近はホースを見ただけで催さい促そくするほどだ。

　ノズル先せん端たんのダイヤルを回してミストのマークに合わせ、試ためしに散水レバーを握にぎり込んで、ちゃんと霧きり状じようの水が出るのを確かく認にんした、その時。

　仮想デスクトップの下側にチャットウインドウが開き、桜色のフォントで瞬しゆん時じに文章が綴つづられた。

【ＵＩ∨　こんにちは、有アリ田タさん】

　反射的に振り向きかけたハルユキは、「おっと」と呟つぶやきながらレバーを離はなした。以前、似たような状じよう況きようで思い切り水を浴びせかけてしまったので、同じ過あやまちを繰くり返かえすわけにはいかない。

　改めて体を反転させ、チャットの送信者に挨あい拶さつする。

「こんにちは、四シ埜ノ宮ミヤさん」

　立っていたのは、梅郷中学校飼育委員会の《超ちよう委員長》こと四埜宮謡ウタイ。プリントＴシャツにショートパンツという夏休みの小学生っぽさ溢あふれる出いで立たちだが、加速世界では《緋色弾頭テスタロツサ》の二つ名で恐おそれられる真のハイランカーである。

　長弓《フレイム・コーラー》を握にぎれば鬼き神じんの如ごとき強さなのに、どんな時も優やさしくハルユキを導いてくれる、かけがえのない先せん輩ぱい──だったのだが、同じレギオンのメンバーであるという最大の繫つながりは三日前に消しよう滅めつしてしまった。

　そう考えた途と端たん、胸の真ん中に鋭するどい痛みが走る。しかし表には出すまいと、ハルユキは笑え顔がおで言葉を続けようとした。

「いま、ホウにミストシャワーしてあげるところだったんだ。四シ埜ノ宮ミヤさんも一いつ緒しよに……」

　だが、最後まで言い終えることはできなかった。謡ウタイが右手に提さげていたバッグを落とすや、勢いよくハルユキにぶつかってきたからだ。倍以上の体重差があるのに、危あやうくひっくり返りそうになるほどのタックルをどうにか受け止め、うわずった声で問とい質ただす。

「ど、ど、どうしたの四埜宮さん!?」

　すると謡は、ハルユキのまんまるぽよーんな体に右手でしがみつきながら、左手だけでホロキーボードを叩たたいた。

【ＵＩ∨　有アリ田タさん、もう無茶な対戦はやめて下さい】

「え…………」

　啞あ然ぜんとするハルユキを、潤うるんだ大きな瞳ひとみで見上げながら、謡は超高速タイピングを続ける。

【ＵＩ∨　先ほどの対戦、見せて頂きました。見事な戦いぶりでしたが、あのような勝ち方を続けていたら、有田さんに反感を持つ人が増えるばかりなのです】

「えと……」

　どう答えたものか一いつ瞬しゆん考えてから、ハルユキは小声で訊たずねた。

「四埜宮さん、観戦してたの？　ぜんぜん気付かなかったよ」

【ＵＩ∨　ダミーアバターを使いましたから】

「あ、ああ、そうだったんだ……」

　ダミーアバターとは、正体を隠かくしてギャラリーに入りたい時に設定する、デュエルアバターとは異なる姿の観戦専用アバターのことだ。確かに、ネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》の一人たるアーダー・メイデンがあの場にいたら、他のギャラリーから面めん倒どうな絡からみ方かたをされても不思議はない。しかし、なぜそこまでして観戦に入ったのか。

　というハルユキの途と惑まどいを察したらしく、謡が先回りして答えた。

【ＵＩ∨　噂うわさになっているのです。有田さんが毎日、何十回も対戦していて、なのにたったの一回も負けていないと。勝利を追求するのが悪いとは言いません。でも、もっと大切なことがあるのです。それは対戦を】

　文章がそこまで綴つづられた瞬しゆん間かん、ハルユキは我知らず呟つぶやいていた。

「楽しむこと」

　それは、ハルユキ自身がずっと心に抱いだいてきた主義イズムであり、誰だれかの前で口にしたことだって何度もある。

　謡は密着させていた体を少しだけ離はなすと、深く頷うなずいた。

【ＵＩ∨　そのとおりです。でも、今日の有アリ田タさんはぜんぜん楽しそうじゃありませんでした。四戦全て圧勝でしたが、私の目には、まるで自分にヘイトを集めるために対戦しているように見えたのです】

　深い憂ゆう惧ぐを湛たたえる謡ウタイの瞳ひとみをほんの一いつ瞬しゆんだけ見返してから、ハルユキは視線を右下に逸そらし、言った。

「……そうだよ、僕はそのために対戦を受けてるんだ」

　途と端たん、謡は左手を少しだけ持ち上げたが、一文字もタイプせずに力なく垂らした。

　ハルユキのシャツを摑つかんでいた右手も、ゆっくりと離はなれる。心の底から敬けい慕ぼする四シ埜ノ宮ミヤ謡に、かつてないほど悲しそうな顔をさせてしまったことに忸じく怩じとしながら、ハルユキは説明を続けた。

「終しゆう焉えん神しんテスカトリポカが、いま加速世界を大混乱させてることは四埜宮さんも知ってるよね。エネミーをポイントの供給源にしてた中小レギオンは、たった三日で大きな影えい響きようを受けてる。彼らの反感は、いまは一連の出来事の黒幕だったオシラトリ・ユニヴァースに集中してるけど、いずれはテスカトリポカを放置してる六大レギオンにも不満が向けられると思う」

【ＵＩ∨　私たちは、放置したくてそうしているわけではないのです】

　謡が両手を使った神速のタイピングで割り込んだ。

　ハルユキはこくりと頷うなずき、都心方面の空を見上げながら言った。

「うん、あれをどうにかできるものならとっくにしてるよね。六大レギオンの総力を結集してもどうにもならないことが解わかってるから、手出しできないだけで……」

　視線を謡に戻もどし、続ける。

「でも、中小レギオンのバーストリンカーたちは、加速世界で発生した問題は六大レギオンが解決するのが当たり前だと思ってる。クロム・ディザスター事件の時も、ＩＳＳキット事件の時もそうだったみたいにね。このままエネミー狩がりができない状態が続いたら、王はどうして動かないんだって声が中小レギオンから出てくるよ。そうなれば、六大レギオンのメンバーも当然反発するだろうし……」

　ハルユキが予想している未来図の剣けん吞のんさを、謡も理解したようだった。幼い顔に、先刻までとは別種の懸け念ねんが浮うかぶ。

【ＵＩ∨　ネットで言い合いをする程度ならいいですが、乱入したりされたりの小こ競ぜり合あいが始まったら、どこまでエスカレートするか解わからないのです】

「僕もそう思う。大レギオンって言っても、いちばん大きいグレート・ウォールでも百人程度で、絶対的な人数は中小レギオンのメンバーや無所属バーストリンカーのほうが多い。本格的な抗こう争そうになれば、六大レギオンも無傷じゃ済まないよ。中小レギオンにだって、すごく強い人がいっぱいいるから……」

　ハルユキの言葉に、謡は無言で頷うなずく。

　先ほど謡ウタイは、ハルユキが毎日何十回も対戦しながら一敗もしていないと言った。それは事実だが、危なかったことは何度もある。今日のゼルコバ・バージャー戦だって、奥おくの手ての《合ごう》を使わなければ負けていたかもしれない。あのレベルの使い手が立て続けに乱入してきたら、六大レギオンの中ちゆう堅けんクラスでも後おくれを取ることはあるだろうし、中小レギオンが選せん抜ばつチームを組んで領土戦に乗り出してくれば、六大レギオンの支配エリアが失しつ陥かんすることだってないとは言えない。

　その先はもう、血で血を洗う全面戦争だ。状じよう況きようが落ち着くまでに何人のバーストリンカーがポイント全損するか想像もできない。

　謡も同じことを考えたのだろう、しばらく目を伏ふせていたが、やがて両手を持ち上げ、毅き然ぜんと宙を叩たたいた。

【ＵＩ∨　だとしても、有アリ田タさんだけが中小レギオンの不満の受け皿になる理由はないのです。全ての責任は白の王とオシラトリ・ユニヴァースにあるのですから、グローバル接続を切って、文句があるなら杉すぎ並なみじゃなく港みなと区く第三エリアに行けと宣言しても、誰だれからも誹そしられるいわれはないのです！】

　まったくもって正しい主張だ。

　確かに、白のレギオンの本ほん拠きよ地ちたる私立エテルナ女子学院がある港区第三エリアはちょうど一週間前、七月二十日の領土戦でネガ・ネビュラスの支配地域となり、総数三十人前後と推測されるオシラトリメンバーの乱入拒きよ否ひ特権は剝はく奪だつされた。

　とはいえ、ハルユキと違ちがって彼らはグローバル接続を切っているようなので港区第三エリアに乗り込んでも乱入はできないが、たった一人だけ例外が存在する。レギオンマスターである、白の王ホワイト・コスモスその人だ。

　白の王は領土を失った直後からずっと、自分の名前をマッチングリストに載のせ続つづけている。スカイ・レイカー／倉クラ崎サキ楓フウ子コはその理由を「六王、ことに黒の王ブラック・ロータスへの挑ちよう発はつ」だと予想していた。実際のところは不明だが、ともかく現在はあらゆるバーストリンカーが、かつては姿を見ることさえ叶かなわなかった白の王と、望めば自由に対戦できる状態なのだ。

　実際、興味本位や武勇伝目当てで乱入した者もそれなりにいるらしい。しかしその全員が、コスモス本人と対たい峙じする前に、怪物めいた大型アバターに襲おそわれて即そく死ししたという。通常対戦ステージにエネミーがいるはずがないし、ましてやタッグ戦でもないのにレギオンメンバーが護衛についているわけもない。恐おそらくショコラ・パペッターの必ひつ殺さつ技わざ《パペット・メイク》やビリジアン・デクリオンの《緑玉の軍団兵ビリダイン・リージヨナリー》のような自動人形を生み出す能力だと思われるが、詳しよう細さいは不明だ。

　また、幹部集団である《七連矮星セブン・ドワーフス》の名前もたまにリストに出現するという噂うわさもあるが、彼らは一いつ騎き当とう千せんの猛も者さ揃ぞろいだ。手練てだれのハイランカーでもなければ、不満をぶつける間もなく蹴け散ちらされてしまうだろう。

　そのような状じよう況きようゆえ、仮にゼルコバ・バージャーたちが港みなと区く第三エリアに遠えん征せいしたところでオシラトリのメンバーに直接文句を言うのは不可能に近い。それでもハルユキは、謡ウタイの視線をしっかりと受け止め、言った。

「……ありがとう、メイさん」

　リアルネームではなくアバターネーム由来の愛あい称しようで呼びかけると、小さな肩かたにそっと右手を置く。

「レギメンじゃなくなっても、そうやって気きに掛かけてくれるのはとっても嬉うれしいよ。……でも、太陽神インティを斬きって、その中に封ふう印いんされていたテスカトリポカを復活させたのは僕だし、白の王に拉ら致ちされて、いまの状じよう況きようへと至るきっかけを作ったのも僕なんだ。中小レギオンのメンバーたちは僕に不満をぶつける権利があるし、それで少しでもガス抜きになるなら、乱入を拒きよ否ひするわけにはいかないよなって……」

【ＵＩ∨　気きに掛かけるに決まっているのです!!】

　ホロキーボードなのにばちばちとタイプ音が聞こえそうな勢いでそう打ち込むと、謡は再びハルユキに飛びついてきた。

　見開いた瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだを溜ため、言葉を絞しぼり出そうとするかのように唇くちびるをわななかせてから、十本の指を閃ひらめかせる。

【ＵＩ∨　システム上はレギオンメンバーじゃなくなったとしても、私たちの絆きずなまでが消えるわけではありません！　そもそも、クーさんがネガ・ネビュラスを脱だつ退たいしたのはローねえたちを助けるためですし、もっと遡さかのぼればインティを斬きったのは五人の王を助けるためです。なのに、クーさん一人が裏切り者扱あつかいされて、毎日何十回も乱入され続けるなんて、私は】

　その先はもう文章にできなかったのか、謡は両手でハルユキのシャツをしっかり握にぎり締しめ、額を胸に強く押し当てた。

　無音の嗚お咽えつを感じた途と端たん、ハルユキも両目がじわりと熱くなるのを感じた。だがここで泣くわけにはいかない。全ては、自らの意思で選んだことなのだ。

　小刻みに震ふるえる華きや奢しやな背中を抱だき締しめる代わりに、優やさしくぽんぽんと叩たたきながらハルユキは言った。

「心配かけてごめんなさい、メイさん。でも、本当に無理はしてないんだ。確かに、対戦を楽しむ余よ裕ゆうはないかもしれないけど……でも、レイカー師し匠しようやセントリー師し範はんの修しゆ業ぎように比べれば、一日二、三十回の対戦なんてどうってことないよ。待ち受け状態にしてるのは登下校の時だけだし、ほとんどが初対戦の人たちだから色々と気付かされることもあるし……それに」

　少しだけおどけた口調で続ける。

「僕たちはバーストリンカーなんだから、とにかくひたすら対戦あるのみ、でしょ？」

　それを聞いても、謡はなかなか顔を上げようとしなかったが、やがて一歩下がるとショートパンツのポケットからハンカチを出し、目め許もとを拭ぬぐった。

　俯うつむいたまま、すうはあと深呼吸してからようやくハルユキを見る。赤らんだ両目を二、三度瞬しばたたかせると、口くち許もとに淡あわい笑えみを浮うかべ、軽かろやかに左手の指を躍おどらせる。

【ＵＩ∨　その言い方だとなんだか、もう私と対戦しても勝てると思っているように聞こえるのです】

「え、ええ!?」

　ハルユキは仰ぎよう天てんすると、両手と顔を互たがい違ちがいに振り動かした。

「そ、そ、そんなこと、これっぽっちも思ってないよ！　今日の対戦を見てたなら、ぜんぜんそんなレベルじゃないこと、メイさんだって解わかってるでしょ！」

　つっかえながら必死に反論すると、謡ウタイはくすくすと笑ってから、もう一度息を吐はいた。

　表情を改め、少しだけ緩ゆるやかな指使いでタイプする。

【ＵＩ∨　有アリ田タさんのお考えはわかりました。無理はしないと約束して下さるなら、これ以上対戦をやめろとは言いません。でも、あと一つだけお願いがあるのです】

　そこで一いつ拍ぱく置くと、じっとハルユキを見み詰つめ──。

【ＵＩ∨　いちど、ローねえには会って下さいませんか】

「…………」

　ハルユキは、すぐには答えられなかった。

　謡が《ローねえ》と呼ぶのはもちろん、ネガ・ネビュラス頭首、黒の王ブラック・ロータス──黒クロ雪ユキ姫ヒメのことだ。

　三日前の夜、壊かい滅めつ的てきな失敗に終わったシルバー・クロウ救出作戦のあと、ハルユキはダイブチャットで仲間たちに事の顚てん末まつを説明した。

　その場にはもちろん黒雪姫もいたのだが、ミーティングが終わった七月二十五日の零れい時じ過ぎから現在まで、ハルユキは連れん絡らくを取っていないし黒雪姫からもコンタクトはない。

　ちゃんと話をしないと、と思ってはいるのだ。しかし何をどう話せばいいのか。ハルユキは、自分を地じ獄ごくから救い出してくれた恩人であり、ＢＢプログラムを与あたえてくれた《親》であり、永遠の忠誠を誓ちかった剣の主である黒雪姫を裏切ってネガ・ネビュラスから脱だつ退たいし、オシラトリ・ユニヴァースに移い籍せきしてしまったのだから。

　そうしなければ、ハルユキを救出するために危険な任務に志願してくれたシアン・パイル、トリリード・テトラオキサイド、ラベンダー・ダウナー、グラファイト・エッジ、セントレア・セントリー、そして大天使メタトロンの六人は、神じん器き《ザ・ルミナリー》の支配力から解き放たれたテスカトリポカによって皆みな殺ごろしにされていただろう。

　いや、単に死ぬだけなら、ポイントをいくらか失うだけで復活できる可能性がある。しかしテスカトリポカは四神セイリュウと同じレベル・ドレイン能力を持っていて、実際にシアン・パイルはレベル６からレベル４までダウンさせられてしまった。

　さらに、メタトロンはバーストリンカーと違ちがって、ポイントが残っている限り蘇そ生せいできるというわけではない。厳密には、無制限中立フィールドに《変へん遷せん》が起きればエネミーとしてのメタトロンは芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうの最深部で復活するのだが、それは記き憶おくも思考もリセットされた、まったく別の個体だ。

　ゆえにあの時、ハルユキは白の王に全てを差し出して慈じ悲ひを乞こうしかなかった。唯ゆい一いつテスカトリポカを止められる可能性があった彼女に頭こうべを垂れ、六人の命と引ひき換かえに忠誠を誓ちかう以外の選せん択たく肢しはなかったのだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメもそれは理解してくれているだろうが、納なつ得とくし、受け入れられるかどうかは別問題だ。

　正直、黒雪姫がハルユキの選せん択たくをどう受け止めているのかは解わからない。しかし事実として、あれから三日──正確には六十時間が経過しても連れん絡らくは来ていないのだから、黒雪姫もいまはまだハルユキと話をできる状態ではないのだと推測せざるを得ない。

　というようなことを、謡ウタイにどう説明したものかハルユキは悩なやんだ。

　しかし、口を開くより先に、耳が新たな音を捉とらえた。裏庭の砂じや利りをざくざくと踏ふむ足音と、軽かろやかな鼻歌。

　慌あわてて謡から一歩離はなれつつ、俯うつむけていた顔を上げる。近づいてくるのは、学校指定の体操服を着た女子生徒だった。幸い、仮想デスクトップを見ながら歩いているせいで、ハルユキたちの様子には気付いていないようだ。

　謡の頰ほおがすでに乾かわいていることをちらりと確かく認にんしてから、ハルユキは女子生徒に声をかけた。

「井イ関ゼキさん、ながら歩きしてると危ないよ」

　すると、女子生徒──井関玲レイ那ナは、デスクトップから顔を上げてニマッと笑った。

「ヘーキヘーキ、あたしプロだし」

「何のプロなの……」

　ハルユキの突っ込みを澄すまし顔がおで受け流し、玲那は謡に挨あい拶さつした。

「こんにちは、謡っち。そのシャツかわいーね」

【ＵＩ∨　ありがとうございます、ばあやと一いつ緒しよに買いにいったのです】

　謡ははにかむように肩かたをすぼめると、小さな鳥のシルエットが縦横三つずつプリントされたＴシャツの裾すそを両手で摑つかんだ。

　謡と同年代の妹がいるらしい玲那は、しばし愛おしそうな微笑ほほえみを浮うかべてから、ようやくハルユキに視線を移動させた。

　瞬しゆん間かん、何かを感じたかのように笑えみを薄うすれさせる。しかしすぐにいつもの悪いた戯ずらっぽい表情に戻もどると、体操服の襟えりぐりをぱたぱたさせながら言った。

「つーかイインチョ、この暑さマジヤベーっしょ。夏休み中くらい、ウチらも私服で来ていいことにしよーぜー」

「はぁ!?　む、無理だよそんなの！」

「超ちようイインチョだけ違ちがう服じゃかわいそーだし！」

　という強ごう引いんすぎる反論に、ハルユキは咳せき払ばらいしてから理り詰づめで答えた。

「えーと、四シ埜ノ宮ミヤさんの入構許可証は梅うめ郷さと中ちゆうと松まつ乃の木ぎ学がく園えんの共同学習プログラムを利用してるんだけど、プログラムの規約には相手校を訪問する際の服装の指定がないんだよ。でも僕らは、夏休み中だろうと登校する時は制服か体操服か部活のユニフォーム以外ダメっていう校則があるから……」

「カッタイなぁ～～」

　と口を尖とがらせてから、玲レイ那ナは右手の指をパチーンと鳴らした。

「そーだ、だったらウチらもユニフォーム作ればいいっしょ！」

「はぁぁ!?」

「体操服、厚手でムレるしさー。もっと通気性と速そつ乾かん性せいがある生き地じで、ウルかわなデザインにして……」

「う、うるかわ……」

　恐おそらく《ウルトラかわいい》の略であろう語句を繰くり返かえしてから、ハルユキは救いを求めるべく左横を見た。しかし超ちよう委員長たる謡ウタイはにこにこしているだけで、キーボードを打つ様子はない。

「い……いや、委員会にユニフォームとかないでしょ」

　我ながら面おも白しろみのない応手だと思いつつそう答えると、玲那は小さく首を傾かたむけ、

「いいと思うけどなー」

　とだけ言ってから足あし許もとを見た。そこには、先ほど謡が落としたトートバッグが直立している。それを拾い上げ、飼育小屋に顔を向ける。

「ま、早いとこ掃そう除じしよーよ。ホウがお腹なか空かせてるし」

「……そうだね」

　ハルユキが頷うなずくと、謡も【そうしましょう！】と同意した。




　夏休み中は交こう互ごにホウの世話を受け持つという協定に従えば、今日は玲那の当番日になる。しかし結局ハルユキはほぼ毎日、玲那も三日に二日は登校しているので、もう二人とも相手が自分の当番日に姿を現しても何も言わなくなってしまった。

　三人で手早く小屋の掃そう除じとバードバスの水みず替がえを済ませ、お楽しみの餌えさやりタイムに入る。ホウの餌えさは、ウズラやネズミの肉を小さくカットしたものか、生きたコオロギやミルワームで、購こう入にゆうと下準備は謡に任せてしまっている。しかし飼い始めた頃ころは謡の手からしか食べなかったホウが、最近はハルユキや玲那が与あたえる餌えさも、機き嫌げんがいい時だけだが食べてくれるようになった。

　今日は多少元気がない様子だったので無理かと思ったのだが、謡の左ひだり腕うでに止まったホウは、玲那がピンセットで挟はさんで差し出すウズラ肉を勢いよく次々と吞のみ込んだ。五切れ食べさせたところで交代し、ハルユキが同じように肉にく片へんをホウの口くち許もとに近づけた、その途と端たん──。

「ジイッ！」

　ホウがいきなり翼つばさを大きく広げ、威い嚇かくするような声を発したので、ハルユキはびっくりして右手のピンセットを取り落としてしまった。

　しかし謡ウタイは慌あわてず、右手でホウの顔を覆おおった。視界を遮さえぎられたホウは、それでも何度か翼つばさを打ち鳴らしたが、すぐにおとなしくなった。

　打ち解けたはずのホウの反応に衝しよう撃げきを受けつつも、ハルユキは十数分前、小屋の金かな網あみ越ごしに挨あい拶さつした時のことを思い出した。ホウが止まり木から飛び立つどころか、鳴き声すら上げずにすぐ目を閉じてしまったのは、暑さで元気がなかったからではなくハルユキを警けい戒かいしたから、だったのだろうか。

「……僕、ホウに何かしたかな……」

　少なからずショックを受けつつそう呟つぶやくと、謡ではなく玲レイ那ナが思わぬことを言った。

「あ……あたしも、実はちょっと……」

「ええ!?」

「やー、別にイインチョに何かされたってワケじゃないんだけどさ。ここ最近のイインチョ、なんてゆーか……」

　そこで言葉を途と切ぎれさせた玲那の顔には、今日初めてハルユキを見た時と同じ気き遣づかわしげな表情が浮うかんでいる。

　玲那がハルユキの変化、もしくは変調を感じたなら、その原因は一つしか思い当たらない。ネガ・ネビュラスから脱だつ退たいし、仇きゆう敵てきたるオシラトリ・ユニヴァースへ移い籍せきせざるを得なかったこと。自分では精神状態を制せい御ぎよできているつもりだったが、謡や玲那を心配させただけでなくホウまで警けい戒かいさせてしまったからには、三日前に受けた衝しよう撃げきと未来への不安を完全には押さえ込めていないのだろう。

「……ごめん、井イ関ゼキさん。少し前に、ちょっとショックなことがあって……僕がいつもと違ちがうなら、たぶんそのせいかも……」

「ショックなことってー？」

「え……と……」

　玲那は本気で心配してくれているのだろうから、口先で誤ご魔ま化かさずにきちんと説明したい。しかしブレイン・バーストに関わる事こと柄がらを、バーストリンカーではない玲那に明かすわけにはいかない。

　一秒かけて懸けん命めいに考えてから、ハルユキは答えた。

「……大切な人を、裏切っちゃったんだ。命の恩人って言ってもいいくらいの、すごくすごく大切な人を……」

「だったら謝あやまるっきゃないっしょ」

　という玲レイ那ナの言葉があまりにもまっすぐすぎて、しばし絶句してしまう。

　それができれば苦労しないんだよ……という脳内の繰くり言ごとまでも見抜いているかのように、玲那はハルユキの目を覗のぞき込んでくる。

　確かに、謝あやまるしかないのだ。先刻謡ウタイも言っていたが、とにもかくにも黒クロ雪ユキ姫ヒメに直接会って、心から謝罪する。そうしなければ、ハルユキの胸にわだかまり続けているものは決して消えないだろう。

　それは、痛いほど解わかっているのだが──。

　押おし黙だまるハルユキの肩かたを、軽く叩たたいてから玲那は言った。

「そーゆーのって、時間が経たてば経たつほど難しくなっちゃうもんだしさ。あれこれ悩なやむ前に、えいって動いちゃったほうがいいよ……とかエラソーなこと言えるほど、あたしも人間関係が上手じゃないけど」

　ニッと笑うと、腰こしを屈かがめてハルユキが落としたピンセットと肉にく片へんを拾う。

「……あ、ごめん、ありがとう」

　我に返ったハルユキは慌あわてて礼を言ったが、手を差し出しはしなかった。たぶん、いまのハルユキが何度試ためしても、ホウは以前のように餌えさを食べてはくれないだろう。

　汚よごれてしまった肉にく片へんだけ受け取り、二人に「外の掃そう除じしてるね」と声を掛かけて、ハルユキは小屋を出た。

　ゴミ箱に肉にく片へんを捨て、水道で手を洗ってから、濡ぬれた両手を見み詰つめる。仮想デスクトップとホロキーボードにしか触さわったことのないようなぷくぷくした手て指ゆびだが、それでも毎日のようにホウキやモップを握にぎっているうちに、皮ひ膚ふがいくらか厚くなってきた気がする。

　この手と同じように、内面も変わった──変われたと思っていた。バーストリンカーとして数多あまたの死し闘とう、激げき闘とうを乗のり越こえてきたことで、少しは胸を張って歩けるようになったはずだった。でも、結局は張りぼての鎧よろいを着込んで強くなったつもりでいただけなのだろうか。虚きよ勢せいで塗ぬり固めた殻からを全て剝むいたら、そこには昔と同じ自分が膝ひざを抱かかえているだけなのだろうか……。

　濡ぬれたままの手を下ろし、用具入れに向かう。その途と中ちゆうでふと思い立ち、飼育小屋の西側にあるコンクリート塀べいのほうへ進路を変える。

　塀へいの根元には、横よこ幅はば八十センチほどもある花か壇だんが設しつらえられている。自然石を丁てい寧ねいに積んだ立派な造りだが、いまは花どころか草一本生えていない。

　ハルユキは花か壇だんの前にしゃがみ込み、黒々とした土を仔し細さいに眺ながめた。雑草の芽が出ていたら、かわいそうだが引き抜かねばならない。左ひだり端はしからチェックしていって真ん中に差さし掛かかった時、小指の爪つめより小さな緑色の葉っぱが一枚、ちょろりと顔を出しているのに気付いた。

　風で種が飛んできたのか、それとも最初から土に紛まぎれていたのか……と思いながら、その葉っぱを摘つみ取とろうとしたハルユキは、寸前で手を引っ込めた。

「あっ……」

　思わず声を上げてから、葉っぱに顔を近づける。少しだけ艶つやのある楕だ円えん形けいの単たん葉ようは、草ではなく木のものに見える。五秒ほどもまじまじと凝ぎよう視ししてから、勢いよく立ち上がる。

　胸を塞ふさぐものをいっとき忘れ、ハルユキはダッシュで飼育小屋に引き返した。

　金かな網あみから覗のぞき込むと、ちょうど謡ウタイと玲レイ那ナがホウの餌えさやりを終えたところだった。二人が出てくるのを待って、小声で呼びかける。

「し、四シ埜ノ宮ミヤさん、発芽したかも！」

　途と端たん、謡は「えっ！」という形に口を開けた。何度か瞬まばたきしてから、花か壇だん目指して駆かけ出す。ハルユキと玲那も追いかける。

　膝ひざに手を当てて屈かがみ込み、小さな芽をためつすがめつした謡は、振り向いてホロキーボードを叩たたいた。

【ＵＩ∨　間ま違ちがいありません、ネットに上がっている写真と同じ形なのです！】

「だ……だよね！」

　深々と頷うなずいたハルユキの隣となりで、玲那が「発芽って何のことー？」と首を傾かしげる。そう言えば、玲那はあの時いなかったのだと遅おそまきながら気付き、早口で説明する。

「えと……四日前かな、四埜宮さんと一いつ緒しよに、この花か壇だんにさくらんぼの種を植えたんだ。正直、芽は出ないと思ってたんだけど……」

「へーっ！　楽しそうなことやってんじゃん、あたしも誘さそってよー！」

　玲那にバシッと背中を叩たたかれ、へどもどするハルユキに代わって、謡が答えた。

【ＵＩ∨　ごめんなさい井イ関ゼキさん、秘密にしていたわけではないのです。良かったら、この芽の世話を手伝って頂けますか？】

「もっちろんだし！」

　即そく座ざにそう叫さけんだ玲那は、両手を伸ばすと謡の頭をわしゃわしゃ撫なでた。仲良くじゃれ合う二人と、陽光を受けて緑色の宝石のように輝かがやく新芽を見ているうちに、ハルユキは胸を塞ふさぐ氷がほんの少しだけ溶とけ出すのを感じていた。




　さくらんぼの芽に水を与あたえ、飼育小屋の掃そう除じも念入りに終わらせると、時刻は十一時五十分になった。

　いつもならこれで委員会活動は終しゆう了りようだが、今日はもう一つ大きなイベントが予定されている。ハルユキは謡と玲那を裏庭に残し、いったん前庭へと戻もどった。

　待ち合わせ場所の校門に近づくにつれ、胃が縮こまるような感覚に襲おそわれる。ぐっと下腹に力を入れて不安を追おい払はらい、門柱の陰かげに入ってメッセージアプリを起動しようとする。だが、その必要はなかった。

「おうハルユキ、来たぞー」

　という声に顔を上げた途と端たん、鮮あざやかな色しき彩さいが目に飛び込んでくる。

　オーバーサイズのＴシャツとキャンバス地のスニーカー、そしてツインテールに結ゆった髪かみの全てが燃えるような赤色。裾すそ紐ひもつきのハーフパンツと斜ななめがけしたサコッシュが黒系なのは、レギオンの合がつ併ぺい状じよう況きようを表現している……わけでは、たぶんあるまい。

「や……やあニコ、暑い中わざわざ来てもらって悪かったね。でも一ついい知らせが……」

　そこまで言いかけたハルユキは、ニコこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コの右後方を歩く人ひと影かげに気付いた途と端たん、ぽかんと口を開けてしまった。

　同学年か少し下──中学二年生もしくは一年生の女子だと思われる。バーストリンカーになって以降、その年とし頃ごろの女性と接する機会が急増したのだが、いまだかつて遭そう遇ぐうしたことのないタイプだ。

　束たば感かんのあるショートレイヤーの髪かみには細かく銀色のメッシュが入り、黒地のタンクトップはど派手なローズピンクのスプラッシュ柄がら。同じく黒のミニスカートにはめったやたらに金属のファスナーが縫ぬい付つけられ、この暑さなのに両手には黒の革かわ手て袋ぶくろ、足あし許もとは黒くろ革かわの厚底ブーツ。強しいて言えば日クサ下カ部ベ綸リンの通常アバターに似たファッションだが、生身だと圧アツが違ちがう。

　重そうな靴くつをゴッツゴッツ鳴らしながら近づいてきた女子はハルユキの前で立ち止まると、黒いアイラインを引いた両目を一度瞬しばたたかせ、

「おっす」

　と意外に甘あま酸ずっぱい響ひびきのある声で言った。
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「…………お、おっす」

　どうにかそう答えながら、ダレコノヒト……と懸けん命めいに考える。正午に待ち合わせていたのはニコだけで、同行者がいるとは聞いていない。恐おそらくはプロミネンスのメンバーなのだろうが、外見からはデュエルアバターがまるで連想できない。助け船を求めてニコを見ても、「当ててみな」とばかりにニヤニヤ笑うだけ。

　幸いなのは、ニコの態度が以前とまったく変わらないことだ。直接会うのは三日ぶりだが、ハルユキのレギオン移い籍せきをまったく気にしていないかのよう──いや、そう振ふる舞まってくれているのだろう。

　ならばこちらが暗い顔をするわけにはいかない。普ふ段だんどおりに！　と自分に言い聞かせてから、ハルユキはパンク女子に視線を戻もどした。しかしやはりアバターネームは出てこないし、いつまでもじろじろ眺ながめていたら怒おこられそうだ。

「えと……リアルだと初めまして、ですよね？」

　おずおずとそう言った途と端たん。

　パンク女子は紫むらさきがかったラメ入りリップを塗ぬった唇くちびるをにんまり綻ほころばせ、隣となりのニコに目を向けた。

「っしゃ、オレの勝ちだし」

「おいおいハルユキィィ～～～～」

　語ご尾びを長々と伸ばしたニコは、つかつか歩み寄ってくるとハルユキの脇わき腹ばらに連続チョップを見み舞まった。

「うぐ……勝ちってどういう……」

「決まってんだろ、賭かけてたんだよ。ハルユキがこいつの名前言えるかどうか」

「え、ええ!?　無理に決まってるでしょ、リアルで会ったことない人の名前なんて言えるわけが……」

「会ってるし」

　と割り込んだのは、にやにや笑いを浮うかべたままのパンク女子だった。

「あ……会ってるの？　どこで？」

　啞あ然ぜんとしつつ問い返すと、女子は無言で仮想デスクトップを操作し、最後にポンと人差し指を弾はじいた。

　途と端たん、ハルユキをいっそう驚おどろかせる現象が起きた。女子の髪かみを彩いろどっていた銀色のメッシュが、瞬しゆん時じに全て消え去ったのだ。恐おそらく最新のディスカラーリングパウダー……表面の微び細さい構造を変化させることで光の干かん渉しようを制せい御ぎよするマイクロマシン顔料だと思われるが、まだ民生用は発売されたばかりで、とんでもなく高価だったはずだ。

「す……凄すごいね、それ他の色にも……」

　変えられるの？　という質問をハルユキは吞のみ込んだ。黒一色のショートレイヤーに変化、いや変身したパンク女子の顔に、いまさらながら既き視し感かんを覚えたからだ。ゴスメイクのせいで素す顔がおを想像しづらいが、身長からブーツの厚底ぶんを引き、パンクファッションをセーラー服に変えれば──。

「あっ……も、もしかして、ポッキーさん？」

　恐おそる恐おそる確かく認にんすると、女子はおもむろに右手を持ち上げ、顔の横でピースサインを作った。

　ポッキーというのは、プロミネンス《三獣士トリプレツクス》の一人、シスル・ポーキュパインの愛あい称しようだ。確かにハルユキは先週の土曜日、オシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちたる港みなと区く第三エリアへの遠えん征せいのおりに現実世界こちらがわでシスルと対面している。しかしあの時のシスルは制服を着ていたし、もちろんノーメイクで髪かみにメッシュも入っていなかった。ハルユキが決戦を前に緊きん張ちようしていたせいもあって、「元気ですばしっこそうな人」という印象しか残っていない。

　はたしてシスルは、ニコとの賭かけに勝つために、わざわざディスカラーリングパウダーまで使って変装してきたのか、それともこれが普ふ段だんの姿なのか。思わずそんなことを考えてしまってから、ハルユキは急いで右手を差し出した。

「し、失礼しました。僕、有アリ田タ春ハル雪ユキです。梅うめ郷さと中ちゆうにようこそ」

　するとシスルは笑えみを消し、どこか困ったような顔でハルユキの手を見た。

　考えてみれば無理もない。加速世界では大レギオンの幹部を務めるベテランリンカーでも、現実世界では中学生の女の子なのだから、いきなり男子から握あく手しゆを求められても困るだろう。

「あ、ご、ごめん」

　急いで右手を引っ込めたが、シスルは顔を上げようとしない。ハルユキが固まっていると、ニコがすっと近づき、囁ささやいた。

「わりーな、ちょっと事情があってさ。握あく手しゆはナシで頼たのむ」

「も、もちろん。えと……じゃあ、行こうか」

　ハルユキは仮想デスクトップを操作し、飼育委員長の権限で事前に申しん請せいしておいた見学用の入構許可証を二人に向けて送信した。これは謡ウタイに発行されている許可証と違ちがって滞たい在ざい可能時間に上限が設けられているし、見学者は所属校の制服かそれに準ずる服装をする必要があるが、夏休み中なので多少の融ゆう通づうは利きくだろう。

　ニューロリンカーに入構許可証をセットしたニコとシスルを、裏庭の飼育小屋へと案内する。謡は一目でシスルが誰だれだか解わかったようだし、玲レイ那ナとニコは先月末の文化祭の時に会っているが、玲那とシスルは初対面なのでハルユキが紹しよう介かいしなくてはならない。

「えと……こちら、飼育委員の井イ関ゼキ玲那さん。そんで、こちらが……」

　そこまで言ってから、自分がシスルの学校どころか本名すら知らないことに気付く。やべっ！　と慌あわてたが、幸い当人が自分から名乗ってくれた。

「オレ、深フカ谷ヤ佳カ央オ。ヨロシク、井関さん」

「よろしく。玲那でいーよ」

「そんじゃ、オレも佳カ央オで」

　二人同時にニッと笑う。玲レイ那ナはギャル系、シスル／佳央はパンク系と流派に違ちがいはあれど、どうやら何か通じ合うものがあったらしい。

　笑えみを引っ込めた佳央は、奥おくの飼育小屋に視線を向けると、感心したように言った。

「スゲー立派な小屋だね、ワシやタカも飼えそうだし。けど、確かに真夏はちょーっと厳しいかも」

「だよねー。まだ七月なのにこの暑さだしさー」

「ホウに挨あい拶さつしていい？」

　佳央の言葉に、玲那はちらりと謡ウタイを見た。謡が即そく座ざに頷うなずくと、佳央は足音を抑おさえながら小屋に近づき、金かな網あみ越ごしに覗のぞき込んだ。ハルユキたちも、中が見える場所まで移動する。

「ホウ、ちーっす」

　餌えさをたっぷり食べたばかりのホウは、止まり木の上でうとうとまどろんでいる様子だったが、佳央が呼びかけると片目を開けた。やはり機き嫌げんや体調が悪いわけではないらしく、左右の翼つばさをいっぱいに広げて挨あい拶さつし、再び昼ひる寝ねモードに戻もどる。

「おー、綺き麗れいなアフコノだし」

　小声で感想を述べた佳央は、振り向いて続けた。

「オレんちで夏のあいだ預かる件、ウチはぜんぜんＯＫだけど、大事なのはホウが落ち着けるかどうかだからね。とりあえず一晩お泊とまりしてみて、どうするか決める感じでいい？」

【ＵＩ∨　もちろんなのです】

　即そく座ざにそう答えると、謡はさらにホロキーボードを叩たたいた。

【ＵＩ∨　大変なお願いをしていることは、私たちも重々承知しています。仮にご無理ということになっても、どうぞお気き兼がねなきようお願い致いたします】

「ういうい、相変わらずしっかりしすぎだし」

　軽く苦く笑しようしてから、佳央はハルユキと玲那を見て言った。

「ホウはういういが運んでくれるってことだったけど、ハルユキと玲那もウチ来る？」

「え？　えーっと……」

　ハルユキが口ごもっていると、先に玲那が答えた。

「誘さそってくれてありがと、佳央っち。けど、もうちょっとしたら妹を迎むかえに行かないとなんだよね」

「妹ちゃん、保育園？」

「んーん、幼よう稚ち園えんの預かり保育。土曜だからお迎むかえがちょっと早いんだー」

「そっか、さすがに妹ちゃんも一いつ緒しよにってワケにはいかないよね」

「あはは、さすがにねー」

　二人の会話を聞きながら、ハルユキはいささか後ろ向きな思考を巡めぐらせていた。

　玲レイ那ナが行かないなら、佳カ央オの家を訪問するのは全員がバーストリンカーということになる。ホウの引ひっ越こしが一段落したら、ハルユキのレギオン移い籍せきが話題に上る可能性が高い。いつまでも逃げてはいられないが、いまはまだ落ち着いて話せる自信がない。

「んで、ク……じゃなくてハルはどーすんの？」

　佳央に問われ、ハルユキは視線を落としつつ答えた。

「えと……僕も、このあとちょっと予定があって……。それと、今日はなんだか、僕がいるとホウが落ち着かないみたいだから……」

「なんだよ、来ねーのかよー」

　と不満げに言ったのはニコだ。彼女とも三日間連れん絡らくできなかったので、どこかできちんと話をしなければ──と思いつつも、ぎこちない笑えみを浮うかべることしかできない。

　幸いニコはすぐに不満顔をリセットし、軽く両手を叩たたいた。

「ま、用事があるんじゃしゃーねーな。けど、移動の準備くらい手伝えよ？」

「も、もちろん」

　こくこく頷うなずくと、ハルユキはホウのキャリーケースを取り出すために用具入れへと走った。




　謡ウタイと佳央がホウのアンクレットに足紐ジエスと係留紐リーシユを装着する作業をしているあいだに、ハルユキはニコを花か壇だんへと連れていった。

　緑色に輝かがやくさくらんぼの新芽を見たニコは、飛び上がらんばかりの勢いでガッツポーズし、ハルユキと三回もハイタッチした──までは良かったが、その後いきなり心配モードに入り、枯かれるんじゃないか、虫や鳥に食べられるんじゃないかとあれこれ不安がったので、ハルユキは花か壇だんに防虫ネットを掛かけることとソーラー式監かん視しカメラを設置することを約束してどうにかなだめた。

　小屋に戻もどると、ちょうどホウがキャリーケースに収まったところだった。ハルユキと玲那はニコ、佳央、謡と一いつ緒しよに校門まで移動し、そこで三人を見送った。

　ハルユキは、佳央が練ねり馬ま区くの住民であると思い込んでいたのだが、正しくは中なか野の区くらしい。考えてみれば中野区の北側、すなわち中野第一エリアは昔からプロミネンスの領土なのだから、そうであっても何の不思議もない。

「……行っちゃったねー」

　謡たちの姿が青梅おうめ街かい道どうの人通りに紛まぎれて見えなくなると、玲那がぽつりと呟つぶやいた。

「うん……。ホウ、深フカ谷ヤさんのお家うちを気に入ってくれるといいけど」

「だいじょぶじゃね？　佳央っち、いいコだったし」

「そう、だね」

　そこには全面的に同意できる。

　佳央──シスル・ポーキュパインは、最初にプロミネンスとネガ・ネビュラスの合がつ併ぺい計画を知らされた時、如によ実じつに反対の意思を示したのだという。しかしニコの強い覚かく悟ごを知ってからは、レギオンメンバーたちの説得に力を尽つくしてくれたらしい。

　なればこそ、彼女もハルユキの移い籍せき、いや裏切りに対して、内心では穏おだやかならざる感情を抱かかえているだろう。なのに声にも表情にもあらわすことなく、ホウを預かるという大役を引き受けてくれた。

　いまからニコたちに連れん絡らくして、やっぱり僕も行くと言うべきだろうか。そして自分の言葉できちんと何があったのか説明し、謝罪するべきだろうか。

　刹せつ那なの衝しよう動どうを、ハルユキはぐっと押し殺した。

　たとえ千の言葉を連ねても、己おのれの罪を償つぐなうにはまるで足りない。せめて、乱入してくる相手が一人もいなくなるまで戦い続けるくらいのことをしなくては、みんなに謝あやまる資格さえ得られない。

「イインチョ、また怖こわい顔してるよ」

　突とつ然ぜんそう言われ、ハルユキは瞬まばたきしてから隣となりを見た。

　再び気き遣づかわしげな表情を浮うかべた玲レイ那ナは、ちらりと周囲を見やってから、音量を落として続けた。

「……イインチョと、謡ウタイっちやニコっちや佳カ央オっち……あと、この前遊びにきた志シ帆ホ子コちゃんとか綸リンちゃんが、あたしの知らない何かで繫つながってることはなんとなく解わかってるよ。そんで、さっきイインチョが言ってた、大切な人を裏切っちゃったって話も、その何かに繫つながってるんでしょ？」

「えっ…………」

　ぽかんと口を開けてしまってから、ハルユキはどう答えたものか懸けん命めいに考えた。

　飼育小屋を訪おとずれる面々には他校の生徒も少なからずいるので、何らかの関係性があるのだと思うほうが自然だ。それがフルダイブ型の対戦格かく闘とうゲームだとまでは推測できないだろうが、玲那の口ぶりだと、あまりおおっぴらにされていない何かだということは察しているらしい。このまま誤ご魔ま化かし続けていると、あらぬ誤解を招く可能性もある。

　──いっそ、井イ関ゼキさんをブレイン・バーストに誘さそってみるのはどうだろう。

　ふとそんな考えが浮うかんだが、いったん脳の奥おく底そこへと押おし戻もどす。

　玲那が、バーストリンカーになるための第一条件──生まれた直後からニューロリンカーを装着していること──を満たしているかどうか解わからないし、そもそもゲームが好きだという保証もない。そして仮にその二つをクリアしても、いまの加速世界はビギナーが対戦を楽しめる場所とは言いがたい。

　代わりにハルユキの口から出たのは、以前から考えていたことではあるものの、状じよう況きよう的てきにはいささか唐とう突とつすぎる言葉だった。

「……あの、井関さん」

「ん？」

「僕と一いつ緒しよに、生徒会の役員選挙に出てみない？」

「はあぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた玲レイ那ナは、両手を大きく振り動かしながら叫さけんだ。

「い、いきなり何言い出すんだよイインチョ！　生徒会とか、どー考えてもあたしのガラじゃねーっしょ！」

「それ言ったら僕のガラでもないし……。えーと、Ｃ組のクラス委員長をやってる、生イク沢ザワ真マ優ユウさんって知ってる？」

　ハルユキの質問に、玲那はぱちくりと瞬まばたきしてから頷うなずいた。

「知ってるっちゃ知ってるけど……絡からんだことはほとんどないよ」

「そっか。実は、ちょっと前に生沢さんが、僕とタク……黛マユズミ拓タク武ムに、一いつ緒しよに立候補しようって声を掛かけてくれたんだ。でも、役員選挙は四人のチーム制だから、あと一人必要で……」

「だからって、あたしを誘さそう必然性なさすぎだし。どー考えてももっと適任なヒトいるっしょ、倉クラ嶋シマちゃんとかさ」

「あー……」

　チームの四人目としてチユリを誘さそうことを、いままでまったく考えなかったわけではない。しかし。

「あいつはまったく興味なさそうだし、それに、生イク沢ザワさんに言われたんだ。チームメンバーは、仲がいい友達とかじゃなくて、生徒会のスタッフとして適任と思える人を選ぶべきだって……」

「だったらなおさら……」

　玲那が口にしかけた言葉を、軽かろやかなチャイムの音が遮さえぎった。学期中なら四時間目の終わりと昼休みの始まりを告げる喜びの鐘かねだが、夏休みのいまは単に十二時三十分を知らせる合成音でしかない。

　ニューロリンカー経由で聴ちよう覚かくに送り込まれてくるチャイムが鳴り終わると、玲那は「ん～～」と唸うなってから言った。

「わり、あたしそろそろ着き替がえてイモート迎むかえにいかなきゃ。イインチョ、いまの話の続き、明日でいい？」

「もちろんいいけど、でも……」

　ハルユキが裏庭の方向に目を向けると、玲那もホウが引ひっ越こしてしまったことを思い出したようだった。

「そか、明日っから当番ないんじゃん。えーっと、そんじゃ、夜にコールするわ。ひとまず、お疲つかれ！」

「う、うん、お疲つかれさま！」

　コールってボイスコールかな、ダイブコールかな……などと考えてしまうハルユキに向けてひらっと手を振り、玲レイ那ナは昇しよう降こう口ぐちへと走っていった。

　校こう門もん脇わきに一人残されたハルユキは、細長く息を吐はき出し、石いし張ばりの門柱に寄りかかった。

　第一校舎の向こう側にある校庭からは、運動部の生徒たちの掛かけ声ごえがかすかに届いてくる。陸上部のチユリはトラックで練習中だろうし、八月中ちゆう旬じゆんに関東大会を控ひかえた剣けん道どう部ぶのタクムも武道場で稽けい古こに励はげんでいるだろう。とはいえ昼休みはあるはずだから、恐おそらくいますぐに連れん絡らくすれば少しなら会える。

　しかしハルユキは、両手をだらんとぶら下げたまま立たち尽つくし続けた。

　タクムともチユリとも、テスカトリポカ攻こう略りやく戦せん後ごのミーティング以来まったく話していない。二人から一度メールはもらったが、「あとで連れん絡らくする」と返したきり放置してしまっている。合わせる顔がないという理由もあるが、もう一つ大きな問題があるからだ。

　今日は土曜日──すなわち、加速世界で領土戦争が行われる日。

　現在、オシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちである港みなと区く第三エリアはネガ・ネビュラスの領土となっている。当然、オシラトリ側は奪だつ還かんするべくベストメンバーで攻こう撃げきしてくるはずだが、ネガ・ネビュラスが防衛するのか、あるいはその必要なしとして放ほう棄きするのかを、ハルユキは知らされていないし知るべきではない。なぜならいまやハルユキはオシラトリの一員であり、白の王や幹部たちにネガ・ネビュラスに関する情報を求められたら答えないわけにはいかないからだ。

　その点では、オシラトリ側の動きも実に不気味だ。アドレスは教えてあるのに、この三日間、コンタクトが一いつ切さいないのだ。さっき十二時三十分のチャイムが鳴ったから、領土戦がスタートする午後四時まであと三時間半しかない。白の王はハルユキをスパイとして使うつもりなのだと思っていたが、領土戦の直前に情報を得ても作戦に反映できないのではないか。

　という思考が、丸ごと筒つつ抜ぬけになっていたかの如ごとく──。

　ハルユキの視界に、メールの着信アイコンが点灯した。

「…………！」

　息を吞のみつつ、アイコンの右側の発信者名を凝ぎよう視しする。アルファベットで【Ｓｌｅｅｐｙ】、すなわち《眠り屋スリーピー》。オシラトリ・ユニヴァースのスノー・フェアリーだ。

　いまは学内ローカルネットにしか接続していないのに、どうやって外部からメールを……と戦せん慄りつしながら、強こわ張ばる右手を持ち上げてアイコンを叩たたく。展開したウインドウに記されている文章は、たった一行。

【十二時四十分に迎むかえが行く】

　簡潔すぎるメッセージの後ろに、タクシーの予約リンクが貼はってある。タップすると周辺の地図が開き、車の移動ルートが青く光るラインで、到とう着ちやく予定位置が同色のマーカーで示される。現在、青梅おうめ街かい道どうを西から東へと走行中──。

「げっ、もう来るじゃん！」

　小声で叫さけんでから、助けを求めて周囲を見回す。だが仲間の姿はない。そもそもハルユキはもうネガ・ネビュラスのメンバーではないのだから、フェアリーの指示にどう対処するのかは、自分だけで決めなくてはならない。

　もう一度だけ校庭のほうを見やってから、ハルユキはくるりと体を翻ひるがえし、校門の外へと駆かけ出した。
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　校門から少し東に行ったところにある交差点で青梅おうめ街かい道どうを渡わたり、道路の反対側に移動すると、ハルユキは指定された座標へと急いだ。

　走りながら、ニューロリンカーをグローバルネットに繫つなぐ。梅うめ郷さと中ちゆうの敷しき地ちを出た時点で学内ローカルネットから切きり離はなされてしまったので、タクシーに乗るにはグローバル接続するしかない。誰だれかに乱入される可能性はあるが、その時はその時だ。

　歩道の一角に設けられたタクシー専用の停車スペースに、ハルユキだけに見えるホロタグが浮うかんでいる。表示されたタイムカウントは残り二十秒。幹線道路上の自動運転タクシーは、予約した乗客が指定場所にいないとそのまま走り去ってしまうので、本当にギリギリのタイミングだ。

「せめて五分前でしょ……」

　思わず文句を言ってしまうハルユキだったが、目の前に滑すべり込んできた車を見た途と端たん、啞あ然ぜんと顎あごを落とした。

　自動運転タクシーには違ちがいないが、よく見かけるコンパクトな２シータータイプではなく、黒くろ塗ぬりの大型ＳＵＶだ。別の人が予約した車両ではないかと左右を確かく認にんしても誰だれもいないし、屋根の上にはしっかりホロタグが回転している。

　ＳＵＶは一センチの誤差もなくハルユキの目の前に停車し、助手席側のドアを開け放った。エアコンの涼りよう気きを感じながら覗のぞき込むと、当然ながら運転席は無人で、ハンドルもインパネに格納されている。

　腹をくくって車内に滑すべり込み、ふかふかの助手席に座すわってベルトを締しめる。ドアが高級感のある音を響ひびかせて閉まると、フロントガラスに走行予定ルートと到とう着ちやく予想時刻が表示される。行き先は、港みなと区く白しろ金かね四丁目の一角。

　地図は簡易的なもので建物名は記されていないが、目的地に何があるのかは調べずとも解わかる。ついに、現実世界でオシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよに乗り込む時が来たのだ。

　ウインカーのブザー音に続いて大出力のモーターが低く唸うなり、ＳＵＶは滑なめらかに発車した。すぐに右側車線へ移り、流れに乗って走り始める。

　こうなったら、めったに乗れない高級車でのドライブを楽しもう。そう考えたハルユキは、シートに全身を預け、かすかに甘あまい香りのするひんやりとした空気を深々と肺に吸い込んだ。ゆっくりと息を吐はきながら、そう言えばアナウンス音声が流れないな……と不思議に思った、その時。

「こんにちは、クロウ」

「ひえあ!?」

　突とつ然ぜん背後から呼びかけられ、ハルユキは悲鳴を上げた。

　しばし硬こう直ちよくしてから恐おそる恐おそる振り向き、シートバック越ごしに後部座席を覗のぞき見る。

　するとそこには、同年代と思われる女性が二人、並んで座すわっていた。アナウンスがなかったのは、先客がいたかららしい。

　後席は調光ウインドウの色を最大まで濃こくしてあるので薄うす暗ぐらく、強い日差しに慣れた目ではすぐには顔を認にん識しきできない。瞬まばたきを繰くり返かえしながら懸けん命めいに目を凝こらすと、ようやく二人が誰だれなのか解わかった。

　ハルユキの真後ろに座すわっている、薄うす青あおいワンピースタイプの制服を着た小こ柄がらな女子は越コシ賀カ莟ツボミ。オシラトリ・ユニヴァース《七連矮星セブン・ドワーフス》の第三位、《怒りんぼグランピー》ことローズ・ミレディーだ。先ほどの声は莟のものだろう。

　そして隣となりに座すわる、ふんわりした感じのショートヘアの女子は──。

「うえーっ!?　わ、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱい!?」

　またしても驚きよう愕がくの声を上げてしまうハルユキを、若宮恵メグミはジトッとした目つきで一ひと睨にらみし、言った。

「うえーってことないでしょ、有アリ田タくん。そんなにわたしと会いたくなかった？」

「い、いえ、そんなことはぜんぜん、まったく……ていうか、お体は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　思い切り首を横に振ってから恐おそる恐おそる訊たずねると、恵は尖とがらせていた口に淡あわい笑えみを浮うかべ、頷うなずいた。
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「うん、もうなんともないよ」

「そう、ですか……」

　ほっと息を吐はく。

　梅うめ郷さと中ちゆう生徒会で書記を務める若ワカ宮ミヤ恵メグミが、オーキッド・オラクルという名のバーストリンカーであることをハルユキが知ったのはほんの一週間前──先週の土曜に行われた、白のレギオンとの領土戦の最中だ。

　オラクルは、ブラッド・レパード／掛カケ居イ美ミ早ハヤが「加速世界最さい高こう峰ほうの技わざ」とまで賞した心しん意い技わざ《パラダイム・ブレイクダウン》によって、領土戦ステージを半径二キロもの広さで切り抜き、無制限中立フィールドへとシフトさせた。そうさせたのは白の王ホワイト・コスモスであり、オラクルが命令に従ったのは、彼女とミレディーの《親》であるサフラン・ブロッサムを蘇そ生せいしてあげるとコスモスに言われたからだ。

　だがハルユキの口から、サフランをポイント全損させたのが白の王当人であると知らされたオラクルは、対ついとなる心しん意い技わざ《パラダイム・レストレーション》で再び戦場を領土戦ステージに戻もどした。そのおかげでネガ・ネビュラスはオシラトリ・ユニヴァースに辛からくも勝利できたのだが、オラクルは大きな代だい償しようを払はらうことになった。

　実際に何があったのかは不明だが、オラクルは精神を自分のものではない加ラ速イ用ト量キ子ユ回ー路ブに接続されて、現実世界の恵メグミは昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいってしまったのだ。

　そのオラクルを、ハルユキと莟ツボミが無制限中立フィールドで発見、救出したのが今週の月曜日。世せ田た谷がや区くにある大きな病院に入院していた恵が目覚めてからたった五日しか経たっていないが、こうして出歩けるくらいには回復したらしい。

　それは大いに喜ばしいのだが、しかし──。

「…………あの、越コシ賀カさん、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱい……お二人とも、このタクシーが、エテ……じゃなくてルナ女に向かってることは知ってるんですか……？」

　助手席から限界まで体を捻ひねりつつ新たな質問を投げかけると、二人は同時に頷うなずいた。

「知らないわけないでしょ」

「ウインドウに行き先出てるよ」

　莟と恵の冷静な返事に、ハルユキは「知ってるならいいですけど……」と言いかけたがすぐに否定した。どう考えてもいいわけがない。

「いやいや、だったらなんで乗っちゃったんですか！　お二人とも、オシラトリを脱だつ退たいして、どこかの中規模レギオンに移い籍せきするんですよね!?　いまルナ女に行ったらつるし上げを喰くらう……どころか、連続対戦でフルボッコにされちゃうんじゃ……」

「そんなんコレ一発で返かえり討うちよ」

　びんっ！　と空中にデコピンを決めてから、莟は表情を改めた。

「ま、単なるお喋しやべりじゃ済まないことくらいは私たちにも解わかってるわ。でも、私もオッキーも、まだレギオンを抜けるって正式に伝えたわけじゃないのよ。さすがのコスモスも、根こん拠きよのない制裁はできないでしょ」

「…………うぅ～～ん……」

　素す直なおに同意はできず、ハルユキは限界まで首を傾かたむけた。

「でも、相手はあのホワイト・コスモスなんですよ。道理が通じる相手だとは思えませんし、そもそも若宮先せん輩ぱいは、先週の領土戦で勝手にステージを元に戻もどしたことへの罰ばつとしてあんな目に遭あわされてるわけで……また同じことをされる危険がないとは言えないんじゃ……？」

「そっか、まだきみにちゃんとお礼をしてなかったね」

　そう言った恵は、シート上で背中を伸ばし、ぺこりと頭を下げた。

「有アリ田タくん、助けてくれてありがとう」

「い……いえ、ほとんど越賀さんの力ですから……」

　ハルユキが肩かたをすぼめると、すかさず莟が割り込んだ。

「私、過度な謙けん遜そんって好きじゃないから何も言わないわよ」

「い、いいですよ言わなくて。それで……話を戻もどしますけど、このままルナ女に乗り込んだら、若宮先せん輩ぱいはまたサーベラスに憑ひよう依いさせられてしまうのでは……と思うんですが……」

　ウルフラム・サーベラスの名を口にした途と端たん、胸むねの奥おくがずきりと疼うずいたが、どうにか堪こらえて二人の答えを待つ。

　恵メグミは莟ツボミと一いつ瞬しゆんだけ視線を交こう換かんしてから、真顔で答えた。

「わたしも、ロジックを全て理解しているわけじゃないけど……コスモスの《反はん魂ごん》能力は、メイン・ビジュアライザーへのアクセス権限と言いい換かえることができるわ」

「は……はい」

　言われてみればそのとおりだ。

　ホワイト・コスモスは、ブレイン・バースト中央サーバー、別名メイン・ビジュアライザーに存在する各バーストリンカーの加ラ速イ用ト量キ子ユ回ー路ブに干かん渉しようし、数多あまたの奇き跡せき的てき──いや悪あく魔ま的てき現象を引き起こした。

　初代赤の王、《銃匠マスター・ガンスミス》レッド・ライダーを蘇そ生せいさせてＩＳＳキットを大量に造らせたり、《略プラ奪ンダ者ラー》ダスク・テイカーをウルフラム・サーベラスの右みぎ肩かたアーマーに憑ひよう依いさせて災さい禍かの　鎧よろいマークⅡを生み出したり、そしてオーキッド・オラクルさえもサーベラスの中に閉じ込めて、《パラダイム・ブレイクダウン》の発動を強制したり──。それらの所業は恵の言うとおり、メイン・ビジュアライザーの直接操作によって引き起こされたのだろうとハルユキも思う。

　しかしそれは、他のゲームに喩たとえれば、サーバーをハックして内部データを直接書かき換かえるようなものだ。ＢＢシステムはこれまで、プレイヤーのチート行こう為い──かつてタクムが使ったバックドア・プログラムのような──を例外なく潰つぶしてきたのに、なぜ白の王のハッキングは見過ごしているのか。それともまさか《反はん魂ごん》は、システムに与あたえられた正当な能力だとでも言うつもりなのか。

　ハルユキの疑念と憤ふん懣まんを感じたかのか、恵は諭さとすような声で続けた。

「……でも、コスモスが力を及およぼせるのは、原則としてすでに全損退場してしまったバーストリンカーの量子回路だけなの。現げん役えきリンカーの回路は操作できないし、もしそれができるなら、とっくに王を五人殺してレベル10になっているはずでしょ？」

「あ……そ、そうですね……」

　こくりと頷うなずいてから、ハルユキは急いで首を横に振った。

「で、でも！　若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいは、サーベラスに憑ひよう依いさせられた時は現げん役えき扱あつかいだったわけですよね？　なら、どうして……？」

「原則には例外がつきものなのよ。ブレイン・バーストでは特に」

　そう言ったのは莟だった。ハルユキが視線を向けると、莟は右目を隠かくしている前まえ髪がみを払はらい、予想外の言葉を口にした。

「コマンドがあるの」

「コマンド？　って、ボイスコマンドのことですか？　バースト・アウトとか、フィジカル・バー……あぶねっ!!」

「ちょっ……バッカじゃないの!?」

「おっちょこちょいにも程ほどがあるよ!!」

　危あやうく無む駄だに５ポイント浪ろう費ひするところだったハルユキに、二人が辛しん辣らつな言葉を浴びせた。深々とため息をつく莟ツボミに代わって、再び恵メグミが口を開く。

「有アリ田タくんがいまうっかり発動しかけたＰＢフイジカル・バーストはインスト画面にも載のってる表コマンドだけど、ＰＦＢフイジカル・フル・バーストみたいな裏コマンドもあって、その中には自分の量子回路のプロテクトを解リム除ーブするためのコマンドも存在するのよ。きみには文言は教えないけどね」

「し、知りたくないです」

　ぶんぶんかぶりを振ってから、ハルユキは掠かすれ声ごえで訊たずねた。

「で、でも、どうしてそんなコマンドが……？」

「そこまでは解わからない。でも、コスモスが……正確には《ドク》の奴やつがわたしにそのコマンドを唱えさせて、量子回路の操作権限を奪うばってしまったの」

「ドク……？」

　聞き慣れない名前に首を傾かしげてから、それが《怒りんぼグランピー》や《眠り屋スリーピー》と同じく、『白しら雪ゆき姫ひめ』に登場する七人のこびとセブン・ドワーフスの一人であることに気付く。確か日本語では《先生》と訳されていたはずだ。《七連矮星セブン・ドワーフス》の中で、その二つ名に似つかわしいバーストリンカーといえば──。

「《先ド生ク》ってもしかして、アイボリー・タワーのことですか？」

「正解」

　嫌けん悪お感かん剝むき出しの表情で頷うなずくと、恵はシートバックに背中を預けた。

　遅おそまきながらハルユキは、恵が梅うめ郷さと中ちゆうの制服を着ていることに気付いた。真っ白なシャツの襟えりまで丁てい寧ねいにアイロンが掛かかっているのは、さすが現げん役えきの生徒会役員と言うべきか……などと考えた途と端たん、去年の選挙についてあれこれ訊ききたくなるが、いまはそんな場合ではないのだと自制する。

「えっと、それはつまり、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいの量子回路……ライトキューブは、まだ白の王の制せい御ぎよ下かにあるってことですよね？　だとすると、やっぱりルナ女に行くのは危険すぎると思うんですが……」

「プロテクト解除コマンドには三十分の時間制限があるの」

　ハルユキの懸け念ねんに、恵はそんな言葉を返してきた。一いつ瞬しゆん「それならば」と安あん堵どしかけたが、すぐに新たな不安が湧わき起おこる。

「時間制限があるって言ったのは誰だれなんですか？　もしアイボリー・タワーなら……」

「安心して、《ドク》でもコスモスでもないから。無制限中立フィールドでわたしがコマンドを発声した時、三十分で効果が切れるっていうシステムメッセージが出たのよ」

「な、なるほど……」

　今度こそ納なつ得とくし、ハルユキは肩かたの力を抜いた。

　しかし直後、一つの可能性に思い至り、再び後部空間に身を乗り出す。

「あの、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱい！」

「な……なあに？」

「その、先せん輩ぱいがサーベラスに憑ひよう依いさせられた時、当然その場に彼もいたわけですよね？」

「いたよ、もちろん」

「だったら先せん輩ぱいは、彼が誰だれだか知ってるんですか？　リアルネームとか、どこに住んでるのかとか……」

　勢いきおい込むハルユキに、恵メグミは小さくかぶりを振った。

「ううん。ウルフラム・サーベラスとはその時が初対面だったし、もちろんリアルでは一度も会ったことないから。彼、最初から最後まで、まったく喋しやべらなかったし……」

「……そう、ですか……。──越コシ賀カさんは……？」

　一いち縷るの望みをかけて莟ツボミを見たが、答えは同じだった。

「私も、アバターネームしか知らないわ。加速研究会のメンバーとオシラトリのメンバーは、基本的には交流がないの」

「……そうですか、ありがとうございます……」

　ぺこりと頭を下げた途と端たん、ずっと捻ひねり続けていた首に痛みを感じ、ハルユキはいったん体の向きを戻もどした。

　人工スエードのシートに背中を預け、そっと息を吐はく。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメたちによる四神ゲンブ攻こう略りやく作戦の直前、ハルユキはハイエスト・レベルからサーベラスに呼びかけた。

　絶対に君をそこから助ける。災さい禍かの　鎧よろいマークⅡを浄じよう化かして、加速研究会の企たくらみを終わらせる。そうしたら、また対戦しよう──と。

　その誓ちかいは必ず果たさなくてはならない。だがいまは、目の前の状じよう況きように集中するべきだ。

　深呼吸で気持ちを落ち着けて、思考を先に進める。

　とりあえず、恵の精神が再び囚とらわれてしまう危険はなさそうだし、ハルユキと莟もプロテクト解除コマンドとやらを唱えない限り、同じ目に遭あわされはしないだろう。しかし、となると、スノー・フェアリーはなぜ高額なタクシー料金を支し払はらってまでこの三人をエテルナ女子学院に喚よんだのか。そして莟と恵は、なぜ何か理由をつけて断らずに召しよう喚かんに応じたのか──。

　……いや、それは僕も同じか。

　声に出さずに呟つぶやくと、体の前に回していたボディバッグから保冷ボトルを引っ張り出して、よく冷えたスポーツドリンクを一口飲む。

　ハルユキは、フェアリーがメールしてきた時は学校にいたのだから、委員会の活動中とでも言って逃げようと思えばそうできたはずだ。しかし、結局指示に従ってしまった。その理由は、ハルユキがオシラトリ・ユニヴァースの一員だからだ。愛着も忠節も連帯感も抱いだいていないが、噓うそをついて呼び出しから逃げることはできないししたくない。レギオンメンバーというのは、そういうものなのだ。たぶん莟ツボミも、そして残ざん酷こく極きわまる扱あつかいを受けた恵メグミでさえも──。

　俯うつむけていた顔を上げてフロントウインドウを見ると、タクシーはいつの間にか杉すぎ並なみ区くを出て中なか野の区くに入っていた。一人だったら運転席に移動してドライバー気分を味わいたいところだが、さすがに莟と恵の前でそんな子供っぽい真ま似ねはできない。車高の高いＳＵＶならではの眺ながめを楽しむだけで我が慢まんしておこう、と考えた時。

「……そうだ、いまのうちに言っておくけど」

　突とつ然ぜん後席から恵の声が聞こえ、ハルユキは再び振り向いた。

「な、何でしょう？」

「有アリ田タくん、杉並に戻もどったら、ちゃんと姫ヒメと話しなさいよね」

「え……」

　硬こう直ちよくするハルユキに、莟からも追つい撃げきが浴びせられる。

「まったくだわ。帰ったらすぐ連れん絡らくすること、これ命令だからね」

「んな……こ、越コシ賀カさんに命令される筋合いはないと思うんですけど……」

　ハルユキがぶちぶち文句を言った途と端たん。

「あなたが剣を強化するためのポイント、出してあげたのは誰だれだったっけ？」

「むぐっ」

　これには反論のしようもない。

　太陽神インティを斬きるために、ハルユキは愛あい剣けんルシード・ブレードに《炎えん熱ねつダメージ無効》の強化を施ほどこす必要があったのだが、鍛か冶じ屋やＮＰＣに提示された代価が凄すさまじい額で、手持ちのポイントではまるで足りずにあたふたしていたら、莟が全額支し払はらってくれたのだ。

　もちろんいつかちゃんと返すつもりだが、一ヶ月や二ヶ月エネミー狩がりに励はげんだくらいでは到とう底てい追いつかないし、それ以前にゼルコバ・バージャーが言っていたとおり、いま無制限中立フィールドで狩かりをするのはリスクが高すぎる。耳を揃そろえて返すには、まずテスカトリポカをどうにかする必要が……とそこまで考えてから、ふと気付く。

　ここ数日は乱入待ちをするだけでインスト画面を見ていないのですっかり失念していたが、太陽神インティを撃げき破はした時に大量のポイントが加算されたはずだし、アイテムも三つか四つドロップした記き憶おくがある。仮にスーパースペシャルなレアアイテムが一つでも含ふくまれていれば、それを売って借金を返せるかもしれない。インティのドロップは攻こう略りやくメンバー全員に分配するつもりだったが、莟への返済に使うなら誰だれも文句は言うまい。

　いますぐアスイトテレムー欄ジをチェックしたいが、非加速状態で確かく認にんできるのはデュエルアバターのステータスだけだ。しかし、ストレージを見るだけのために１ポイント消費して加速するのももったいない。

　仮想デスクトップのＢＢアイコンを睨にらみながら逡しゆん巡じゆんしていると、再び莟の声が聞こえた。

「言っておくけどポイントは返さなくていいからね。その代わり、いまの命令を厳守するのよ、いいわね！」

「……わかりました」

　やむなく頷うなずき、ハルユキはシートに深く体を沈しずめた。

　口ぶりは辛しん辣らつだが、莟ツボミと恵メグミが心配してくれていることは伝わってくるし、それは謡ウタイもニコも、他の仲間たちも同じだろう。ハルユキが黒クロ雪ユキ姫ヒメへの謝罪を先送りすればするほど、皆みなの憂ゆう苦くは増していく。

　それは解わかっているのだ。痛いくらいに。

　ウインカーを右に点てん滅めつさせ、ＳＵＶは青梅おうめ街かい道どうから山やま手て通どおりに入った。土曜の昼だが道路は空いていて、ナビゲーションシステムはあと二十分で到とう着ちやくすると言っている。

　一分でも早く着いて欲ほしいという気持ちと、突とつ発ぱつ的てき渋じゆう滞たいに巻まき込まれて遅おくれて欲ほしいという気持ちを両方抱かかえながら、ハルユキは前を走る車のテールを見み詰つめ続けた。昼食抜きになってしまったが、緊きん張ちようのせいか空腹はまったく感じない。

　向かう先でどんな顔ぶれが待ち構えているのかは定さだかでないが、少なくともメールを送ってきたスノー・フェアリーは確実にいるだろう。

　──王さまのきまぐれもこまったものよね。もう、物語はさいごのページにちかづいているのに。

　ハルユキと邂かい逅こうしたハイエスト・レベルで、フェアリーはそんな言葉を口にした。

　最後のページ。それは太陽神インティという殻からの中から終しゆう焉えん神しんテスカトリポカが解き放たれた、この状じよう況きようを示しているのか。それとも、まだめくるべきページが残っているのだろうか。

　タクシーは初はつ台だい南みなみのインターを通過し、山手通りの地下を走る首都高速中ちゆう央おう環かん状じよう線せんへと潜もぐっていく。真夏の陽光は背後に遠ざかり、オレンジ色の人工光に取って代わられる。

「わたし、トンネル嫌きらい」

　右みぎ斜ななめ後ろで、恵がぽつりと呟つぶやいた。




　結局一度も渋じゆう滞たいに嵌はまることなく、タクシーは予想時刻ちょうどに目的地へ到とう着ちやくした。

　料金はフェアリーが前まえ払ばらいしてくれているので、そのまま降車する。途と端たん、焼け付くような日差しが襲おそいかかってくる。

　しかしハルユキは、暑さを忘れて立たち尽つくした。

　歩道の奥おくにそびえ立つ白はく亜あの校門は、重じゆう厚こうなアーチ型。左側の門柱には【エテルナ女子学院】とエッチングされた銘めい板ばんが取り付けられ、右の門柱には【Aeterna Girls' School in Tokyo】という文字が浮うき彫ぼりになっている。門の奥おくには、青々とした並木道が延びる。

　敷しき地ちが梅うめ郷さと中ちゆうより遥はるかに広いことは、かつて加速世界でこの学校を訪おとずれた時に確かく認にん済ずみだが、あの時はブラック・バイスに拉ら致ちされたニコを救出するのに精せい一いつ杯ぱいで、景観を楽しむ余よ裕ゆうなどなかった。初めて肉眼で見るルナ女の佇たたずまいは、学校ではなく名所旧きゆう跡せきか何かのようだ。

「ほら、行くわよ」

　不意に左ひだり腕うでをつつかれ、ビクッとしてしまってから横を見る。

　白いキャペリンハットを被かぶった莟ツボミと、薄うす桃もも色いろの日ひ傘がさを差した恵メグミは、暑さにうんざりしている様子だが緊きん張ちよう感かんはない。ルナ女の生徒である莟はまだ解わかるが、恵まで平然としているのは恐おそるべき胆たん力りよくだ。

「えーと……このまま入って大だい丈じよう夫ぶなんですか？　許可証みたいなのは……？」

「フェアリーがうまいことやってるでしょ」

　と言われれば信じるしかない。すたすた歩き始めた二人を追いかけ、石のアーチをくぐる。途と端たんに警報が鳴なり響ひびき、警備ドローンがすっ飛んでくる──ということはなかった。超名門のお嬢じよう様さま学校なのだから万ばん全ぜんのセキュリティ態勢が敷しかれているはずだが、そうと意識させないように色々工く夫ふうしてあるのだろう。そのつもりで周囲をチェックすると、たいていの学校ではあからさまに設置されているソーシャルカメラが、立ち木や照明灯に巧たくみに紛まぎれ込ませてあることに気付く。

　枝葉にすっぽり覆おおわれた並木道に入ると、暑さが少しだけ和やわらいだ。都心とは思えないほど賑にぎやかなセミの鳴き声を聞きながら、右へ、左へと曲がりくねる石いし敷じきの小道を二百メートル近くも歩いた時、ようやく前方が開けた。

　中庭なのだろうが、梅うめ郷さと中ちゆうの校庭なみに広い。地面にはヨーロッパの広場を思わせる灰色のレンガが敷しき詰つめられ、右側と左側、そして正しよう面めん奥おくには純白の校舎がそびえる。古びてはいるが野や暮ぼったさは欠片かけらもない建物は、校舎というより博物館めいた印象がある。夏休みだからか、生徒の姿はない。

　中庭の入り口で立ち止まった莟が、建物を順に指差しながら言った。

「左のが本館、右のが中等科と高等科が入る中央校舎、奥おくのが初等科の校舎と聖堂」

「せ、聖堂……ですか」

「確か、一九二八年に建てられたんだったかな……」

「てことは……築百二十年!?」

　仰ぎよう天てんするハルユキを見て、恵がくすっと笑う。

「あとで時間あったら中も見たらいいよ。で……ミーティングはどこでやるの、ロージー？」

「いつものとこでしょ」

　そう答えると、莟は右手の中央校舎へと歩き始めた。

　四階建ての校舎は本館や初等科校舎に比べるとまだしも学校らしいが、高く突き出た中央棟とうの前面に巨きよ大だいなステンドグラスがあしらわれていて、どこか宮きゆう殿でんのようにも思える。

　昇しよう降こう口ぐちで来客用のスリッパに履はき替かえて、いよいよ建物の内部へ。いまどき珍めずらしい天然木のフローリング床ゆかはワックスで艶つややかに磨みがき上げられ、花のような甘あまい香りが仄ほのかに漂ただよっている。残念ながら空調は効いていないが、まったくの無人なので当然といえば当然だ。

「こっち」

　莟ツボミはハルユキに手招きすると、昇しよう降こう口ぐちに隣りん接せつする階段ホールへと向かった。ステンドグラス越ごしの陽光に照らされた階段を、三人並んでひたすら上る。少し息が切れてきた頃ころ、ようやく最上階に到とう達たつする。

　静まりかえった廊ろう下かを、北へと進む。左側の窓からは、広大な中庭が一望できる。

　ほんの一ヶ月前、ハルユキは無制限中立フィールドのまさにこの場所で、アルゴン・アレイ、ブラック・バイス、そしてウルフラム・サーベラスを取り込んだ災さい禍かの　鎧よろいマークⅡと戦った。もちろん現実世界の中庭には激げき闘とうの痕こん跡せきなど欠片かけらも見いだせないが、耳を澄すますと轟ごう音おんの残ざん響きようがかすかに届いてくる気がする。

　あの戦いの最さ中なか、ハルユキは《四聖》のひとり大天使メタトロンとリンクし、セントレア・セントリーの言葉を借りれば《契けい約やく者しや》となった。以来、メタトロンとは数多あまたの死し闘とうを共にし、ついにはオシラトリ・ユニヴァースへも一いつ緒しよに移い籍せきすることになったのだが……この三日間、加速している時でも彼女からのリンク要よう請せいは来ない。メタトロンはいま、スカイ・レイカーのプレイヤーホームである《楓ふう風ふう庵あん》で、テスカトリポカ戦のダメージを修復しているのだが、以前のような完全自閉モードは必要ないと言っていたはずだ。

　ルナ女から生きて戻もどれたら、こっちから連れん絡らくしてみようかと考えながら、ハルユキは莟と恵メグミの後ろを歩いた。

　長い廊ろう下かがようやく終わり、突き当たりに一つの扉とびらが現れる。ここだけ引ひき違ちがい戸どではなく重じゆう厚こうな両開きドアだ。上部に掲けい示じされた真しん鍮ちゆうプレートには、【中等科生徒会室】とある。

　校門からこの場所まで確固たる歩調で進んできた越コシ賀カ莟の両足が、ドアの一メートル手前でついに止まった。

　隣となりに立った若ワカ宮ミヤ恵メグミが、莟の肩かたにそっと手を掛かける。恵は中三女子としては背が高いほうで、同学年の莟は小学生と見み紛まがうほど小こ柄がらなのでかなりの身長差があるが、寄より添そう二人が確かな絆きずなで結ばれていることは後ろ姿からも伝わってくる。

「行こ」

　恵が囁ささやくと、

「ええ」

　莟も頷うなずき、二人は扉とびらへと歩を進めた。恵が左側の、莟が右側のドアハンドルを握にぎり、同時に引き開ける。

　生徒会室の中は──見通せなかった。戸口の先に、ステンドグラス入りのパーティションが置かれているからだ。

　室内に踏ふみ込んだ莟と恵は、右と左に分かれてパーティションを迂う回かいしたので、ハルユキは咄とつ嗟さにどちらに付いていくべきか迷ってしまった。しばしまごついてから、莟に続いて右から回り込む。その途と端たん。

「あ～、やっと来たぁ～」

　少々間延びした声が響ひびいた。

　やっと視界に入った生徒会室は、想像よりも遥はるかに広かった。横よこ幅はばは五メートル、奥おく行ゆきは八メートルほどもあるだろう。右手の壁かべは一面本ほん棚だなになっていて、左手と正面には古めかしい斜ななめ格こう子しの窓が並ぶ。部屋の真ん中には巨きよ大だいな楕だ円えん形けいのミーティングテーブルが鎮ちん座ざし、その周りをハイバックのメッシュチェアが取り巻く。

　チェアは全部で九きゆう脚きやくもあるが、うち五ご脚きやくは空いている。つまり、ハルユキたちを待っていたオシラトリ・ユニヴァースの関係者は四人。

　その一人、ハルユキから見て右側手前のチェアに腰こし掛かける三つ編みお下さげ髪がみの女子生徒が、背もたれをびよんびよんと揺ゆらしながら言った。

「も～、遅おそいよボミちゃ～ん。待ちくたびれちゃった～」

「迎むかえにきた車に乗っただけなんだから、文句言われる筋合いはないわよ。あとその呼び方、やめて」

　どうやらルナ女の生徒会では《ボミちゃん》と呼ばれているらしい莟ツボミが、素っ気なく答える。しかし女子生徒は気にした様子もなく、長いお下げを揺ゆらしてくすくす笑う。

「え～、かわいいじゃ～～ん。リオリオもそう思うよね～？」

　語ご尾びを長く伸ばしながら問いかけた相手は、向かい側のチェアに陣じん取どる男子生徒だった。

　座すわっていても、かなりの長身であることは一目で解わかる。シンプルな白シャツと黒スラックスの制服に包まれた体は、格かく闘とう技ぎでもやっているかのように逞たくましい。頭は両サイドを刈かり上げた清潔感のあるスポーツ刈がりで、黒くろ縁ぶちのごついメガネを掛かけている。

　なぜ女子校の生徒会に男が……と両目を瞬しばたたかせていると、男子生徒はハスキーな低音で答えた。

「いやいや、私に同意を求められても困りますよ。だいたい、そのリオリオというあだ名も、受け入れた覚えはないんですが」

　精せい悍かんな外見にそぐわない慇いん懃ぎんな口調に、ほんの少しだけ記き憶おくを刺し激げきされたが、どこで聞いたのかすぐには思い出せない。眉まゆを寄せるハルユキをちらりと見てから、メガネ男子は発言を続けた。

「そもそも、客人を放置してそんな話をしている場合ではないでしょう。今日のお茶当番は、鷺サギ洲ス氏、あなたではなかったですか？」

「え～、そうだったっけ～～？」

　鷺洲という苗みよう字じらしいお下げ女子は、とぼけた返事を返しつつも立ち上がり、莟と同じ水色のワンピースを翻ひるがえしながら部屋の奥おくへと歩いていった。ミーティングテーブルの向こう側にはソファーセットと簡易的なキッチンが設しつらえられていて、そのあたりの雰ふん囲い気きは梅うめ郷さと中ちゆうの生徒会室にも少し似ている。

　しかしハルユキの視線は、テーブルの奥おく側がわに座すわっている残り二人の生徒に吸い寄せられた。

　メッシュチェアに寄りかかり、紙の文庫本を読んでいるのは、ほっそりした体つきの男子。髪かみ型がたはおしゃれなツーブロックマッシュで、その下に覗のぞく横顔はハッとするほどの美形──と思えるが、アレルギーでも持っているのか、真夏なのに鼻から下は大判のサージカルマスクに隠かくされ、文庫本を持つ手にも薄うすい手て袋ぶくろが嵌はめられている。

　そしてもう一人は、莟ツボミと同じくらい小こ柄がらな女子だった。真っ先に目を引くのは、腰こし近くまで伸びた緩ゆるくウェーブする金きん髪ぱつ。自然で豪ごう奢しやな色合いは、染めているのではなく生来のブロンドだとしか思えない。そのつもりで見ると肌はだも透すき通とおるような白さで、まるで人形──いや妖よう精せいのようだ。

　妖よう精せい。

　お下げ女子とメガネ男子、マッシュ男子のアバターネームは不明だが、金きん髪ぱつ女子は誰だれなのか解わかったとハルユキは確信した。強こわ張ばる両足を懸けん命めいに動かし、莟の横をすり抜けて前に進むと、ホロキーボードで何かを入力しているらしい金きん髪ぱつ女子に掠かすれ声ごえで問いかける。

「あの……、スノー・フェアリーさん……ですか？」

「ちょっとまって」

　少し舌っ足らずな甘あまい声でそう応じると、少女はさらに三秒ほど指を躍おどらせてから勢いよくリターンキーを叩たたき、椅い子すごとくるりと体を回転させた。

　金色の睫まつ毛げに縁ふち取どられた、サファイアブルーの瞳ひとみがまっすぐにハルユキを見上げる。

「そうよ、あたしがスノー・フェアリー。リアルネームはユーホルト七ナ々ナ子コ。パパがスウェーデン人だからそんな苗みよう字じなの」

「ハーフ、なんですか？」

「ううん、ワンエイス。ママはデンマークが四分の三、日本が四分の一のクォーターだから、あたしの日本成分は八分の一」

「ワンエイス……」

　耳慣れない言葉だが、確かにそれくらい北ほく欧おうの血が濃こくなければ、こうも見事な金きん髪ぱつ碧へき眼がんにはならないだろう。スノー・フェアリーというデュエルアバターにこの上なく似つかわしい、能力や性向とは別の意味での《完全一致パーフエクトマツチ》だ。

　しばし見とれてしまってから、ハルユキはハッと我に返った。どんなに可か愛わいらしかろうと、この少女は恐おそるべき威い力りよくの心しん意い技わざ《白の終局ブライニクル》でネガ・ネビュラスのメンバーを皆みな殺ごろしにし、ハルユキとメタトロンのリンクすらも切断しようとしたのだ。いまは同じレギオンに所属しているとしても、決して気を許していい相手ではない。

　油断禁物と自分に言い聞かせながら、ハルユキも自じ己こ紹しよう介かいした。

「えと……僕は有アリ田タ春ハル雪ユキです。梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの二年生で、飼育委員会に所属してます」

　いきなり言わなくていいことまで言ってしまった気がするが、フェアリー改め七々子は軽く頷うなずき、淡あわい桜色の唇くちびるを動かした。

「あたしは七年生……じゃなくて、中等科の一年生。生徒会では書記をやってる」

　青い瞳ひとみをテーブルの反対側に陣じん取どる男子たちに向け、板に付いた命令口調で指示する。

「あなたたちも自じ己こ紹しよう介かいしなさい」

「はいはい」

　とすぐに応じたのはメガネ男子だった。律りち儀ぎにメッシュチェアから立ち上がり、ハルユキに正対すると、ひとつ咳せき払ばらいしてから名乗る。

「私は小コ清シ水ミズ理リ生オウ。《白しら樺かばの森もり学園》中等部の三年生で、生徒会の副会長をしています。以後御見知り置きを」

　右手を胸に当てて一礼する芝しば居いがかった仕草を見た途と端たん、ハルユキはやっと相手が誰だれなのかを悟さとった。初めて聞く校名も気になるが、まずはアバターネームを確かく認にんするのが先だ。

「も……もしかして、ビヒモスさん……？」

「おやおや、お気づきでなかったとは。無論、私が《くスしニゃーみジ屋ー》または《ハボクック》ことグレイシャー・ビヒモスですとも」

「す、すみません、声は覚えてたんですが……」

　ハルユキが恐きよう縮しゆくすると、いままで沈ちん黙もくを保っていた恵メグミが割り込んだ。

「仕方ないでしょ小清水くん、あなた先週の領土戦で有アリ田タくんにぼろ負けしたんだから。覚えてろって言うほうが図ずう々ずうしいわよ」

「いやいや、それは聞き捨てなりませんよ若ワカ宮ミヤ氏。確かにツノを一本折られはしましたけど、勝負は預けたままなんです。……ですよね、有田氏？」

　確かに、ハルユキのルシード・ブレードに巨きよ獣じゆう型がたアバターのツノを破は壊かいされたあと、ビヒモスは『あなたとの決着は次の機会に取っておきましょう』的なことを言っていた記き憶おくがある。まさか、いまこの場所で決着をつけるつもりなのか……とハルユキは慌あわてたが、幸いビヒモスは返事を待たずに続けた。

「また手合わせして頂けるのを楽しみにしていましたが、いまは大切な一戦の前ですからね。勝負の続きはいずれ……ということで、次は……」

「あいりのば～～ん」

　と言いながらお下げ女子が簡易キッチンから戻もどってきたので、ハルユキは二歩下がって場所を空けた。

　お下げ女子は、両手で持っていたトレイをゆっくりテーブルに置くと、くるっと振り向いてハルユキを見た。

「きみがシルバー・クロウか～、やっと会えたね～。あいりが誰だれだか解わかる～～？」

　にこにこ顔でそう訊きいてくるお下げ女子の、《あいり》なる一いち人にん称しようはリアルネームの下半分だろう。それは解わかるが、今度こそアバターネームはさっぱり思い当たらない。

　四人のうちの二人がスノー・フェアリーとグレイシャー・ビヒモスだったからには、お下げ女子もオシラトリ・ユニヴァース《七連矮星セブン・ドワーフス》の一人である可能性が高い。確かフェアリーが第二位、ビヒモスが第七位、ローズ・ミレディーこと越コシ賀カ莟ツボミが第三位。残る席次は四つだが、第一位のプラチナム・キャバリアーとは雰ふん囲い気きがまるで違ちがうし、第四位のアイボリー・タワー／ブラック・バイスの中身がこのゆるふわ少女だったらひっくり返るくらいでは済まない。

　となると第五位か第六位。だが五位のアバターネームが記き憶おくのエアポケットから出てこないので、一か八かで六位に賭かける。

「さ……サイプレス・リーパーさん！」

　ハルユキが叫さけぶと、お下げ女子はおもむろに両手を持ち上げ、親指をぐっと立てた。

「せいか～～い。賞品に、いちばんおっきいケーキあげる～」

　その言葉に思わず卓たく上じようのトレイを見てしまう。平らなウッドプレートに鎮ちん座ざしているのは、放射状に切り分けられたチーズケーキ。しかしどう贔ひい屓き目めに見ても七等分とは言えず、最小の一切れと最大の一切れのあいだにはかなりの差がある。

「あいり、もうちょっとどうにかならなかったの？」

　莟が呆あきれ声ごえで言うと、鷺サギ洲スあいり／サイプレス・リーパーはぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

「だって七等分だよ～。六か八ならともかく、七はナナちゃんにも無理だよ～」

「できるよ」

　さらっと答えたスノー・フェアリーを、一同まじまじと見み詰つめる。

「え～、どうやるの～？」

「横長の紙を三回おると、八等分の線がつくでしょ。紙をひろげて、はしっこの一マスずつをかさねてはりつけると正七角形の輪っかになるから、それをケーキのまんなかにおしあてて、しるしをつければいいんだよ」

「へ～～？　それで正七角形になるぅ～～？」

　怪け訝げんそうなあいりの声を聞きながら、ハルユキは脳内で仮想の紙を折ったり広げたりした。結果、確かに七ナ々ナ子コの言うとおりになると理解した瞬しゆん間かん、「おー！」と声を上げてしまう。

　莟と恵メグミ、そして理リ生オウも同時に得心したらしく、無言で拍はく手しゆし始めたのでハルユキも加わる。数秒遅おくれて、あいりがようやく「あ～～、なるほどぉ～～！」と叫さけんだ、その時。

「そんな面めん倒どうな真ま似ねをしなくても……ＡＲアプリを使えばいいだろう……」

　新たな声が室内に響ひびき、ハルユキはぴたりと両手を止めた。

　語ご尾びに余よ韻いんをたっぷりと含ふくんだ、気だるげな美声。両りよう腕うでにぞわっと鳥とり肌はだが立ち、背中が一気に冷たくなる。

　この声だけは忘れようもない。無制限中立フィールドの令れい和わ島じまにある大規模テーマパーク、東とう京きようグランキャッスルの古城でハルユキに向けて発せられた、「羽を切り落としておくか……」という冷れい酷こくなひと言がありありと脳のう裏りに甦よみがえる。

《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位、《はにかみ屋バツシユフル》《破壊者バツシヤー》の二つ名を持ち、純白のペガサスを駆かる白金の騎き士し──。

「プラチナム・キャバリアー」

　ハルユキが喘あえぐようにその名を呟つぶやくと、テーブルの反対側に腰こし掛かけるマッシュヘアの男子が、読んでいた文庫本をぱたりと閉じた。

　チェアを少し回転させ、ハルユキに顔を向ける。

　マスク越ごしでもありありと解わかるほどの美び貌ぼうだ。ハルユキの親友タクムも相当な美男子だが、マッシュ男子の艶えん麗れいな目め許もとと高い鼻筋、吸い込まれそうな色の瞳ひとみは、一いつ般ぱん人じんの域を超こえている。実際にタレントやモデルをしているのかもしれないが、残念ながらその方面の知識はゼロに等しい。

　警けい戒かい心しんすら一いつ瞬しゆん忘れ、棒立ちになるハルユキに向けて、再び物もの憂うげな声が発せられた。

「白しら樺かばの森もり学園中等部三年……京キヨウ武ブ智トモ周チカ……。生徒会長をしている……」

　学校名は、テーブルの左ひだり端はしに座すわるグレイシャー・ビヒモス／小コ清シ水ミズ理リ生オウと同じだ。ビヒモスが副会長でキャバリアーが会長なら気心が知れた間あいだ柄がらなのだろうし、なにゆえこんなに離はなれて座すわっているのかと疑問に思ったが、さすがにそれを訊きく度胸はないのでハルユキは別の質問を口にした。

「あの……白樺の森学園っていうのは……？」

「おとなりさ～ん」

　と答えたのは鷺サギ洲スあいりだった。チーズケーキを取り分けるのに使っていたケーキサーバーで、北側の窓を指す。

「ほら、初等科の奥おくにちょっとだけ見えるでしょ～？」

「は、はあ……」

　背伸びしながら窓の外を見やると、初等科校舎の向こう側に、確かに別の学校らしき建物がわずかに視し認にんできた。壁かべの色はルナ女と同じ白だが、曲面主体のミニマルなデザインは現代的な印象がある。

「ずいぶん新しそうな学校ですね……」

　踵かかとを床ゆかに戻もどしたハルユキがそう言うと、あいりではなく理生が答えた。

「新しく見えますが、二〇一五年開校ですから築三十二年ですよ。もちろんルナ女の歴史には遠く及およびませんが、我わが白シラ学ガク中等部生徒会とルナ女中等科生徒会は昔から交流があるのです。それを利用して、両校をレギオンの拠きよ点てんに仕立てたのは王様ですけどね」

「てことは……白樺の森学園の生徒会も、みんなオシラトリのメンバーなんですか？」

「いやいや、生徒会役員は私と京武氏だけですよ。一いつ般ぱん生徒には数名いますがね」

「数名……」

　と繰くり返かえした瞬しゆん間かん、ハルユキの脳内に一つの推測が生まれ、たちまち確信へと変わった。それを口にしようとして、寸前で思いとどまる。いま理リ生オウたちを問とい詰つめても、はぐらかされてしまう可能性が高い。

「……白シラ学ガクは男子校ですか？」

　代わりにそんな質問を口にすると、理生は椅い子すから立ち上がりつつかぶりを振った。

「だったら物語的ですが、実際は共学です。──手伝いますよ、鷺サギ洲ス氏」

　テーブルを回り込んできた理生がそう言ったので、ハルユキも急いで「あ、じゃあ僕も……」と名乗り出た。しかし、大きな左手に制止されてしまう。

「いえいえ、ゲストなんですから座すわっていてください。越コシ賀カ氏と若ワカ宮ミヤ氏も、今日はお客様扱あつかいして差し上げます」

「気持ち悪いわね」

　顔をしかめつつも莟ツボミが本ほん棚だな側の空きチェアに腰こし掛かけたので、ハルユキは一つ離はなして座すわった。恵メグミが二人の間に座すわり、背もたれに寄りかかってひらりと脚あしを組む。

　その所作は黒クロ雪ユキ姫ヒメによく似ていて、見た目から受ける印象よりずっと肝きもが据すわった人なんだな……と思った直後、ハルユキは気付いた。お腹なかの前で組み合わせた華きや奢しやな両手に、中ちゆう手しゆ骨こつが浮うき出すほどの力が入っている。

　やはり恵も緊きん張ちようしているのだ。恐おそらくはハルユキや莟以上に。

　このあと、どんな展開が待っているにせよ、恵と莟にはいかなる害も及およぼさせてはならない。二人とも遥はるか格上の最古参リンカーなのだから、僕が守りますなどとは到とう底てい口に出せないが、考えるだけなら自由だ。

　二人とも、絶対無事に家へ帰す……と決意してから、ふと気付く。恵の家は杉すぎ並なみ区く下しも高たか井い戸どにあるが、莟はルナ女からさほど遠くない港みなと区く南みなみ青あお山やまに住んでいるはずだ。だとするとなぜ、タクシーが梅うめ郷さと中ちゆうに到とう着ちやくした時すでに莟が乗っていたのだろう。

　そのことを恵に小声で訊たずねようとしたが、一いつ瞬しゆん早くあいりの声が響ひびいた。

「は～い、どうぞ～」

　ハルユキたちの前に、アイスティーが注がれたグラスとチーズケーキを取り分けた皿が並ぶ。予告どおり、ハルユキにサーブされたケーキは恵たちのケーキより一・二倍ほども大きい、と思った途と端たん。

「なぜ……最小のケーキが僕のところに来るんだ……」

　はす向かいに座すわる京キヨウ武ブ智トモ周チカ／プラチナム・キャバリアーが、アンニュイさの内側にかすかな悲しみの滲にじむ声を出した。見ると、智周の前の皿に載のったケーキは、確かにいささかほっそりとしている。

「え～、じゃあ有アリ田タくん抜きでジャンケンする～？」

　あいりにそう訊きかれた智周は、マスクの下でかすかなため息を漏もらしてから答えた。

「いや……これでいい……」

「チカリン優やさし～い」

　どこまでが天然でどこからが計算なのか解わからない台詞せりふを口にすると、あいりは理リ生オウと並んで座すわった。

　これで、ミーティングテーブルの本ほん棚だな側には奥おくから七ナ々ナ子コ、莟ツボミ、恵メグミ、ハルユキが、窓側には同じく奥おくから智トモ周チカ、あいり、理生が着座したことになる。メッシュチェアはあと二つあるが、ケーキを七等分したからには、いまいない幹部メンバー──アイボリー・タワー、名前を思い出せない第五位、そしてレギオンマスターたるホワイト・コスモスは不参加なのだろう。

　前に莟が有アリ田タ家けを訪おとずれた時、ハルユキは「ルナ女のオシラトリメンバー同士はどういう関係なのか」と訊たずねたことがある。

　すると莟は、「マンガやゲームに出てくる魔ま王おうと配下の幹部集団みたいな感じ」という答えを返した。ハルユキには容易にイメージできる表現だが、こうして実際にルナ女の生徒会室を訪おとずれてみると、想像と重なるのは巨きよ大だいなミーティングテーブルくらいで、部屋は明るいし雰ふん囲い気きも穏おだやかだ。

　その理由がホワイト・コスモスやアイボリー・タワーの不在なら、もう今日はこのまま欠席していてほしいが、アイボリー・タワーはともかく白の王とリアルで対面できなかったのは少し残念な気もする。もちろんミーハー的な感情ではなく、加速世界にこれほどの破は壊かいと混こん沌とんをもたらしたバーストリンカーが現実世界ではどのような人物なのか、そもそも本当に飲んだり食べたり呼吸したりする生身の人間なのか、自分の目で確かめておきたいと思ったからだ。

「どうぞ、召めし上がれ～」

　あいりの声に顔を上げると、いつの間にか六人の視線がハルユキに集まっていた。いちおうゲスト扱あつかいのハルユキが口をつけるのを待ってくれているらしい。

「あっ、い、頂きます！」

　急いでフォークを持ち、艶つややかなきつね色に輝かがやくベイクドチーズケーキの先せん端たんを切り取る。口に運ぶと、しっかりと密度があるのに絹のように滑なめらかな生き地じが舌の上でふんわりと溶とけ、頰ほおが痛くなるほど濃のう厚こうなチーズの風味がいっぱいに広がる。

「お……美お味いしいです、すごく」

　ハルユキが感想を述べると、向かいに座すわるあいりがにっこりと笑った。

「よかった～。このチーズケーキ、ナナちゃんが買ってきてくれたんだよ～」

「えっ、そうなんですか？」

　少し身を乗り出して右側を見ると、恵と莟の向こうに座すわる七々子が素っ気ない口調で答えた。

「あなたのためじゃない、あたしがたべたかっただけ」

　大きく切り取った一いつ片ぺんを口に運び、真しん剣けんな顔で咀そ嚼しやくしてから再び言葉を発する。

「クロウもいまのうちにあじわっておいたほうがいいよ。すぐにそんなよゆうなくなるから」

「そ……それは、どういう……」

「まあまあ、ややこしい話はあとにしましょうよ。美お味いしいものは美お味いしく食べなきゃいけません」

　理リ生オウに笑え顔がおで促うながされ、ハルユキはやむなく椅い子すに座すわり直した。確かに、これほどのケーキを気もそぞろなまま食べるのは冒ぼう瀆とくというものだ。お昼を食たべ損そこねたせいもあるかもしれないが、正直、インティ攻こう略りやく作戦の壮そう行こう会かいにニコとパドさんが差し入れてくれた《パティスリー・ラ・プラージュ》のレアチーズタルトと甲こう乙おつ付つけがたい。

　あとで七ナ々ナ子コにお店の名前と価格帯を聞いて、時間と予算が許せばネガ・ネビュラスの皆みなにお土産みやげを買っていこうかなと考えてから、買っても振ふる舞まう機会がないのだと気付く。

　またしても胸の痛みに襲おそわれ、ハルユキはそれをアイスティーで吞のみ下くだすと、チーズケーキをもう一口食べた。

　隣となりの恵メグミと莟ツボミも、無言でフォークを動かしている。右みぎ斜ななめ前方の京キヨウ武ブ智トモ周チカは、マスクを左手で持ち上げた一いつ瞬しゆんに右手でケーキを口に入れるという技わざを披ひ露ろうし、その横のあいりは幸せそうな笑えみを浮うかべ、正面の理生は眉み間けんに皺しわが寄るほど真しん剣けんな表情。

　加速世界でハルユキを何度も震ふるえ上がらせた《七連矮星セブン・ドワーフス》も、現実世界では一切れのケーキに夢中になる少年少女たちだったのだ……と思った途と端たん、先刻とは異なる種類の痛みが強く疼うずいた。

　バーストリンカーは全員、同じゲームをプレイするゲーマーであるはずだ。なのに八年前のローンチ直後から、憎にくみ合い、騙だまし合い、奪うばい合い、殺し合い続けている。
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　それがブレイン・バーストの設計思想なのだ、と言ってしまえばそれまでだ。ポイントシステムも領土戦システムも、プレイヤー間の争そう奪だつを促うながすべく作られている。しかしそれに乗って争うだけなら、バーストリンカーは開発者の掌てのひらで踊おどる人形のようなものではないか──。

「美お味いしいです」

　何かに抗あらがうべく、ハルユキはもう一度そう言った。

「だよね～！」

　あいりが笑え顔がおで相づちを打った。

　もしも、いままで苛か烈れつな闘とう争そうを繰くり広ひろげてきたオシラトリ・ユニヴァースのメンバーたちと、一切れのチーズケーキを通して解わかり合えるなら。その先に、加速世界の争そう奪だつ構造を変革する道だって見つかるかもしれない。

　そんな考えを巡めぐらせながら、ハルユキは最後の一切れをゆっくり口に運んだ。

　しかしわずか十分後、自分の甘あまさをいやというほど思い知らされることとなった。
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「今日、君たちを呼んだ理由は……二つあるんだ……」

　全員がチーズケーキをほぼ食べ終えた頃ころ合あいいで、京キヨウ武ブ智トモ周チカが口にしたのはそんな言葉だった。

　いつの間にか新しいマスクを着け直した智周は、手て袋ぶくろを嵌はめた両手を胸の前で組み合わせ、ハルユキに静かな視線を向けながら言った。

「一つ目は……有アリ田タ君の処しよ遇ぐうについてだ……。オシラトリ・ユニヴァースへの移い籍せきそのものは、我わが王おうが認めたことゆえ、是ぜ非ひを論じるつもりはないが……君の評価は、僕たちのあいだでも割れていてね……」

「は、はあ……」

　ハルユキがどう答えたものか迷っていると、右のほうで莟ツボミの声が響ひびいた。

「それは、有田くんを《訓練コース》に入れるかどうかってこと？」

「まあ……有あり体ていに言えば、そういうことだ……」

　訓練コースとはいったい、と首を傾かしげかけてから思い出す。オシラトリ・ユニヴァースでは、サイプレス・リーパーとグレイシャー・ビヒモスの二人が若手の指導を引き受けているのだと莟が言っていた気がする。

　正面に並んでいるあいりと理リ生オウをちらりと見てから、ハルユキは智トモ周チカに顔を向けて言った。

「あの、でしたら、喜んで訓練コースに入りますけど……」

　確か莟ツボミは、『スカイ・レイカーの特訓に比べれば、リーパーとビヒモスの訓練なんてどってことない』とも口にしていたはずだ。ならば少なくとも、死ぬような目には遭あうまい。

　というハルユキの思考を見抜いたかのように、智周は少しだけ両目を細めた。

「言っておくが……訓練は無制限中立フィールドで最短でも一ヶ月、長ければ半年続くんだよ……。厳しさに耐たえきれず、レギオン脱だつ退たいを望む者も少なくない……」

「え～、そんなに厳しくしてな～い」

　あいりが不服そうな声で割り込むと、隣となりの理生も深々と頷うなずいた。

「ですです、私と鷺サギ洲ス氏の指導は穏おん健けんそのものですよ。何せ、うっかり全損してしまわないよう、十回死んでも大だい丈じよう夫ぶなだけのポイントを事前に付ふ与よしているくらいですから」

　それを穏おん健けんと言っていいのか、とハルユキは甚はなはだ疑問に感じたが、理生は平然と言葉を続けた。

「しかしいま問題になっているのは、有アリ田タ氏が訓練に耐たえられるかどうかではなく、そもそも訓練が必要なのかどうかでしょう？　京キヨウ武ブ氏は有田氏と直接戦っていなくとも、戦せん闘とうを目もく撃げきはしたのですから、実力のほどを推おし量はかれるのではないですか？」

　口ぶりからすると、どうやら理生はハルユキの能力を評価してくれているらしい。

　しかし智周は相変わらず感情の読み取れない瞳ひとみをハルユキに向けたまま、囁ささやくように言った。

「有田君……シルバー・クロウの戦せん闘とうは、メンタルに影えい響きようされすぎる……」

「そんなの、誰だれだってそうよ」

　莟が冷静な声で言い返す。

「ノッてる時なら格上に勝てるし、ノレなきゃ初心者ニユービーにも足を掬すくわれる。ＢＢがイメージ力の勝負である以上、それは必然のこと……あんただって、勝率百パーセントじゃないでしょ」

　容よう赦しやない指し摘てきを浴びせられても、智周はまったく表情を変えずに応じた。

「通常対戦なら、勝ち負けがあってもいい……。だが、ここぞという場面で自分のメンタルを制せい御ぎよできない者に、僕らの横に並ぶ資格はない……」

　せっかく莟が援えん護ごしてくれたのに、ハルユキ自身は何も言い返せず、ただ俯うつむくことしかできなかった。

　自分がどうしようもなく打たれ弱いことは小学生の頃ころから自覚している。バーストリンカーになって少しは変われた気がしていたが、三日間も黒クロ雪ユキ姫ヒメに連れん絡らくできずにいるのだから、結局根っこのところは昔と同じダメユキのままなのだろう。

　いいさ、実力不足だって言うなら、半年でも一年でも訓練コースとやらに叩たたき込めばいい……と胸むねの奥おくで呟つぶやいた、その時。

「バッシュフル。資格をうんぬんするなら、クロウはレベル２の《契けい約やく者しや》で、おまけしてだけどレベル３の《到とう達たつ者しや》だよ」

　不意に七ナ々ナ子コ──スノー・フェアリーがそんなことを言ったので、ハルユキは眉まゆを寄せた。《契けい約やく者しや》というのはビーイングとリンクしたバーストリンカーを指す言葉だったはずだが、《到とう達たつ者しや》は聞き覚えがない。レベル２とかレベル３というランク付けも、意味するところは不明だ。

　息を殺しつつ誰だれかが何かを言うのを待ったが、ぴんと張はり詰つめた沈ちん黙もくは十秒以上も続いた。やがて、智トモ周チカが組み合わせていた両手を解ほどき、軽く左右に広げた。

「スリーピー……君も僕と同じく、クロウの訓練は必要だと主張していたはずだが……」

「そうだけど、それはあなたとはべつのりゆう」

「具体的には……？」

「おしえない」

　ばっさり拒きよ否ひすると、七々子は再びホロキーボードを叩たたき始めた。

　智周は軽く肩かたをすくめ、視線をハルユキへと戻もどした。まるで何かを確かめるように、純白のニューロリンカーに右手の指先を触ふれさせながら──。

「有アリ田タ君が《契けい約やく者しや》だろうと、《到とう達たつ者しや》だろうと、僕の評価は変わらない……。なぜなら、オシラトリ・ユニヴァースの存在意義は、我らが王を守護し、王の意思を遂すい行こうすることのみにあるからだ……。君が真しんにこのレギオンの一員になりたいのなら、他の加入希望者と同じ訓練を受け、覚かく悟ごを示してもらう必要がある……」

　長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた灰色の瞳ひとみが、刃やいばのように底光りした気がした。

　京キヨウ武ブ智周／プラチナム・キャバリアーは、やはりハルユキをまったく信用していないのだ。だとしても仕方ない。ハルユキ自身は白の王に掛かけ値ねなしの忠誠を誓ちかったつもりだが、ネガ・ネビュラスから送り込まれたスパイやヒットマンではないと証明する手段はないのだから。

　いつの間にか食くい縛しばっていた口を懸けん命めいに動かし、ハルユキは言った。

「解わかりました。必要なら、訓練でも何でもします」

「え～～～～」

　と不服そうな声を出したのは、当の訓練教官であるはずの鷺サギ洲スあいりだった。

「有田くんがほんとに契けい約やく者しやで到とう達たつ者しやなら、あいりたちの出る幕ないよ～。たぶん、いきなり最終課題やらせても、一発クリアされちゃうよ～？」

「さ、最終課題ってどんなのですか？」

「巨ビー獣スト級きゆうのソロ討とう伐ばつ～」

　──むりむりむり！

　と絶ぜつ叫きようするのを、ハルユキはかろうじて堪こらえた。巨ビー獣スト級きゆうエネミーは、五クラスあるエネミー等級の真ん中に位置するが、その上の神獣レジエンド級きゆうと超ちよう級きゆうは意図的に挑いどまない限り出くわす可能性はほぼゼロなので、実質的には加速世界で最強の敵と言っていい。若ワカ宮ミヤ恵メグミを救出するために乗り込んだ東とう京きようミッドタウン・タワーでは、神獣レジエンド級きゆうエネミー《エインヘリヤル》と戦って倒たおしたが、敵は白の王にテイムされて能力値が低下していたし、ハルユキは胸当てにわずかな切れ込みを入れただけで、止とどめを刺したのは同行していた莟ツボミだ。

「あの……オシラトリ・ユニヴァースのメンバーって、全員その最終課題をクリアしてるんですか……？」

　恐おそる恐おそる訊たずねると、理リ生オウが「いやいや」と苦く笑しようした。

「もしそうなら、我々もあれこれ苦労していませんよ。クリアできたのは、《七連矮星セブン・ドワーフス》の他には二……いや三人でしたか」

「そ、それでも充じゆう分ぶんヤバいですよ……」

　先週の領土戦、オシラトリはあれこれ策を弄ろうさなくても、力押しだけでネガ・ネビュラスに勝てたのでは……と思ってしまってから、ハルユキはその考えを打ち消した。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちなら、どんな状じよう況きようになろうと最終的には必ず勝利していたはずだ。

　そう……これからも。たとえハルユキが敵に回ろうとも。

　膝ひざの上で強く両手を握にぎり締しめ、ハルユキは言った。

「……解わかりました。その最終課題、やらせて下さい」

「有アリ田タくん」

　隣となりの恵メグミが低い声で囁ささやき、

「やれやれ」

　正面の理生が小さくかぶりを振った。しかしもう、発言を取り消すことはできない。

　ハルユキの宣言を聞いた智トモ周チカの、染しみ一つないサージカルマスクがほんの少しだけ動いた。何かを言おうとしてやめたのか、それとも微笑ほほえんだのか。

　直後、静かな声が流れた。

「巨ビー獣スト級きゆう相手に死ぬと……無限ＥＫの可能性があるよ……。その場合は、どうするつもりだい……」

　深く息を吸い込み、一いつ瞬しゆん溜ためてから、ハルユキは答えた。

「そうなったら、捨て置いて下さい」











５






　これまでハルユキは、無制限中立フィールドにダイブする時はほぼ必ず、設定時間が来ると自動的に回線切断される安全装置セーフテイを介かいしていた。それがあれば、たとえ無限ＥＫ状態になろうとも、何度か死にはしてもポイント全損は回かい避ひできる。

　しかし今日は、「無限ＥＫ上等です」と大おお見み得えを切った手前、セーフティを要求することはできなかった。驚おどろいたのは、京キヨウ武ブ智トモ周チカたちもセーフティを使おうとしなかったことだ。自分の力によほど自信があるのか、あるいは自動切断装置以外の安全策を持っているのか。

　そんな思考を巡めぐらせながら、ハルユキはフェアリーが送ってきたＩＤでニューロリンカーをルナ女の学内ローカルネットに接続させた。本来なら無制限中立フィールドにダイブするにはグローバル接続している必要があるが、何らかの方法でその制限を回かい避ひしているらしい。

　全員の準備が整うと、鷺サギ洲スあいりが少しばかり間延びしたカウントダウンを開始した。

「いくよ～、さ～ん、に～い、い～ち」

「「「アンリミテッド・バースト！」」」

　加速音、視界暗転、落下感──そして着地感。

　目を開けると、生徒会室の雰ふん囲い気きは一変していた。天然木が贅ぜい沢たくに使われていた壁かべや床ゆかは、有機的な曲線を描えがく薄うす汚よごれた金属に。綺き麗れいに掃そう除じされていた部屋の隅すみには、気色悪い多足類がうろちょろ這はい回まわっている。歪ゆがんだ窓まど枠わくの外に見える空は、不気味な黄緑色。

「《煉れん獄ごく》ステージですか……」

　その声に、ハルユキは左を見た。

　腕うで組ぐみして立っているのは、氷のように青白い重じゆう装そう甲こうを持つ、大おお柄がらな男性Ｍ型アバターだった。額には二本の長いツノが生え、フェイスマスクも相当な強こわ面もてなので、どこか青あお鬼おにのような印象がある。記き憶おくを総ざらいしても、間ま違ちがいなく初見の相手だ。

「あの……ど、どなたですか？」

　こわごわ訊たずねると、青あお鬼おにアバターは心外そうに両手を持ち上げた。

「いやいや、私ですよ、《くスしニゃーみジ屋ー》です」

「え……ビヒモスさん？　でも、前に戦った時は、もの凄すごくでっかい、まるでドラゴンみたいな……」

　ハルユキも、両手を思い切り広げながら言う。一週間前の領土戦で遭そう遇ぐうしたグレイシャー・ビヒモスは、頭から尻尾しつぽの先までが六メートル近い、巨ビー獣スト級きゆうエネミーもかくやという姿だったはずだ。

「いつもあんなデカブツだったら、鬱うつ陶とうしくてたまらないわよ。あれはこいつの《ビースト・モード》」

　そんな言葉とともに歩み寄ってきたのは、全身ローズピンクの女性Ｆ型アバターだ。

　不安になるほど華きや奢しやな手足や胴どう体たいには、無数の鋭するどいスパイクが煌きらめいている。ゴージャスな巻き毛に彩いろどられたフェイスマスクは、可か憐れんかつ艶えん麗れい。

《怒りんぼグランピー》ローズ・ミレディーは、針のように尖とがったピンヒールをかつっと鳴らして立ち止まると、ため息交じりに囁ささやいた。

「クロウ、あなた、本当にソロで巨ビー獣スト級きゆうに勝てるの？」

「わ、わかりません」

「あのねえ……」

　呆あきれたように首を振るミレディーの向こうから、薄うす桃もも色いろのドレス型装そう甲こうをまとった女性Ｆ型が近づいてきて、こちらも長々と嘆たん息そくした。

「はぁ……、だからやめとけって言ったのに……」

「い、言いましたっけ……？」

「言ったわ、テレパシーで」

　などとご無む体たいな台詞せりふを口にするのは、《預プロ言フエ者ツト》オーキッド・オラクル。背中にたっぷりと広がった金色の髪かみを揺ゆらしてビヒモスの眼前に立ち、問いかける。

「スニージー、クロウが無限ＥＫになったら、本当に見捨てるわけ？」

「いや、それは……」

　言葉に詰つまる青あお鬼おにアバターの背後から、突とつ然ぜんふわりと黒い影かげが湧わいて出たので、ハルユキはビクッと体を竦すくませてしまった。

　デュエルアバター──なのだろうが、形状はおろか装そう甲こう色しよくすら解わからない。全身を、まったく光こう沢たくのない暗あん灰かい色しよくのフードつきマントで覆おおっているからだ。ボロボロに解ほつれたマントの裾すそは、床ゆかから十センチほど離はなれているのに、その下に見えるべき足が存在しない。まるで幽ゆう霊れい、いや死神のような姿だ。

　黒の王ブラック・ロータスと同じホバー能力を持っているらしい死神アバターは、ふわふわ左右に揺ゆれながら、かすかにエコーのかかった声を響ひびかせた。

「オッキーちゃんてば～、やっさし～～い」

　ズコッと足を滑すべらせそうになり、ハルユキは懸けん命めいに踏ふみ留とどまった。不ふ吉きつ極きわまるボロマントの中身は、どうやらサイプレス・リーパーこと鷺サギ洲スあいりらしい。いまのいままで忘れていたが、サイプレスは《糸いと杉すぎ》、リーパーは《魂たましいの刈かり手て》という意味だと、以前黒クロ雪ユキ姫ヒメが言っていたはずだ。

　ハルユキに一番大きいチーズケーキを取り分けてくれた三つ編みお下げ女子と、死神めいた姿のデュエルアバターはミスマッチもいいところだが、生身とアバターの印象が乖かい離りしているバーストリンカーは珍めずらしくないし、アバターの鋳い型がたとなった《心の傷》を詮せん索さくするのはマナー違い反はんの最たるものだ。

　ハルユキが驚おどろきから立ち直ったのと同時に、オーキッド・オラクルが少しばかり尖とがった声を出した。

「別に、優やさしいとかじゃないから。あなたやスニージーが最終課題に挑ちよう戦せんした時は、ちゃんと救出チームが待機してたんでしょ？　クロウももうオシラトリの一員なんだから、同じ条件を用意するのが当然なんじゃないの？」

「わたしもそう思うよ～？　でも、救出無用って言ったのはクロウくん自身でしょ～？」

「それは、クロウがお調子者だから……」

　オラクルが、フォローになっているようななっていないような反論を口にした、その時。

「オラクル、君の言いようは……試練に臨のぞむ戦士への侮ぶ辱じよくだ……」

　部屋の反対側から、静かな、そして冷ややかな声が投げかけられた。

　かつん、かつんと金属質な足音を響ひびかせて歩み寄ってくるのは、流りゆう麗れいかつ精せい悍かんなデザインの鎧よろいをまとった騎き士し型がたアバターだ。装そう甲こう色しよくはほとんど白に近い銀色で、シルバー・クロウの色をメタルシルバーとするなら、騎き士しの色はクリアシルバーと呼ぶべきか。

　長い飾かざり角つのがついた兜かぶとのバイザーが下ろされているせいで、フェイスマスクは見通せない。背中に大きなカイトシールドを背負い、左ひだり腰こしに十じゆう字じ鍔つばのロングソードを吊つるすこの騎き士しこそ、《七連矮星セブン・ドワーフス》第一位、《はにかみ屋バツシユフル》プラチナム・キャバリアー。

　セントレア・セントリーによれば《フェムト流》なる剣けん術じゆつ流派の使い手であるらしい騎き士しを、ハルユキはまじまじと見み詰つめた。東京グランキャッスルにあるハイムヴェルト城のバルコニーでも間近から眺ながめるチャンスはあったが、あの時は自分を落ち着かせようとするのに精せい一いつ杯ぱいで、とても冷静に観察する余よ裕ゆうはなかったのだ。

　剣けん持もちのバーストリンカーとはレベル１の頃ころから何度となく戦ってきたが、剣けん技ぎの奥おく深ぶかさを体感できるようになったのは、レベル６のボーナスで剣けん型がた強化外装《ルシード・ブレード》を獲かく得とくして以降のことだ。

　現在、ハルユキが加速世界最強の剣けん使つかいと目するバーストリンカーは三人。一人はもちろん四し肢しと融ゆう合ごうした剣で森しん羅ら万ばん象しようを斬きり伏ふせる黒の王、《絶ワー対ルド切・エ断ンド》ブラック・ロータス。一人はハイパー・ダイヤモンドとグラフェンが融ゆう合ごうした攻こう守しゆ一体の双そう剣けんを操あやつる《明ア陰イン流りゆう》の使い手、《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジ。そしてもう一人はハルユキの剣の師である《オメガ流りゆう》の使い手、《剣鬼ルースレス》《阿ア修ス羅ラ》《オメガウェポン》ことセントレア・セントリー。

　もちろん他にも剣の達人は数多く存在する。テスカトリポカ攻こう撃げき作戦に加わってくれた赤のレギオンのラベンダー・ダウナーは、《静穏剣トランキル》の二つ名を持つ第三段階心しん意い技わざの使い手だし、グラファイト・エッジの《子》であり唯ゆい一いつの弟で子しでもあるトリリード・テトラオキサイドも、七の神じん器きの一つ《ジ・インフィニティ》を自在に操あやつる正統派剣士だ。青のレギオンの《二剣デユアリス》ことコバルト・ブレードとマンガン・ブレードも剣けん豪ごうを地でいく実力者だし、彼女たちの師し匠しようである青の王、《剣聖ヴアンキツシユ》ブルー・ナイトの強さは疑うべくもない。

　神じん器き《ジ・インパルス》を持ち、かつて三代目クロム・ディザスターとなったセントレア・セントリーを討とう伐ばつしたという青の王をハルユキが自分の中の最強剣士枠わくに入れていないのは、単純に強さを我わが身みで体感していないからだ。しかし、《無ム限ゲン流りゆう》なる独自流派を打ち立て、それを広く認められた青の王がトップクラスの剣けん使つかいであることは間ま違ちがいないし、同じ理り屈くつで《フェムト流》を名乗るプラチナム・キャバリアーも、セントリーやグラフ、そしてナイトに並ぶレベルの剣士だということになる……のだが。

　初めて間近でじっくり観察したキャバリアーは、意外なほどにソフトな気配をまとっていた。ハルユキはスカーレット・レインのような視覚拡張型アビリティを持っていないが、それでも彼女の言う《情じよう報ほう圧あつ》、すなわちオーラはある程度感じ取れる。しかしキャバリアーからは、純色の七王はもちろん各レギオンの幹部たちからもありありと感じられる《圧アツ》が、まったく放射されていない。近くに立つビヒモスやミレディーはもちろん、直接戦せん闘とう型がたではなさそうなリーパーやオラクルでさえも強きよう烈れつなオーラをまとっているというのに。

　思い返してみると、ハルユキが直接目もく撃げきしたキャバリアーの《強さ》は、カイトシールドを巨きよ大だい化かさせてテスカトリポカの《第九の月ミカイルイトントリ》の暴発から白の王を守った、あのシーンだけだ。もしかするとキャバリアーは腰こしの長ちよう剣けんではなく背中の盾たてを主武器とする、緑の王ばりの防ぼう御ぎよ型がたアバターなのかも……などと、刹せつ那なの想像を巡めぐらせていると。

　一同の真ん中で立ち止まったキャバリアーが、ちらりとハルユキを見てから続けた。

「クロウは自ら退路を断たつことで……戦士の誇ほこりと覚かく悟ごを示したのだ……。ならば我々も……その意思を尊重すべきだろう……」

　──いやいや、単なる破れかぶれですから！

　とは言えずに固まるハルユキの耳に、助け船なのか追つい撃げきなのか解わからない声が届いた。

「そんなのどうでもいいよ、クロウがかてば問題ないんでしょ」

　ぴん、ぴん、という特とく徴ちよう的てきな足音とともに進み出たのは、雪の結けつ晶しようをモチーフにしたドレスアーマーをまとう女性、いや少女型アバターだった。手足や胴どう体たいはローズ・ミレディーよりもさらに細く、身長は二十センチ近く低い。装そう甲こう色しよくは、半ば透すき通とおったペールブルー。

　まるで氷人形のように可か憐れんな姿だが、領土戦ではネガ・ネビュラスの精せい鋭えいメンバー十四人を心しん意い技わざの一いち撃げきで壊かい滅めつさせ、ハイエスト・レベルではハルユキを呼吸すらできない完全硬こう化か状態に陥おちいらせた、底知れない実力を持つハイランカーだ。たとえタクシー代を支し払はらったり、チーズケーキをご馳ち走そうしてくれたりしたとしても、決して心許せる相手ではない。

「あとの予定もあるんだから、さっさとすませて」

　という言葉は、キャバリアーに向けられたものだった。

　幹部としての序列はフェアリーより上なのに、命令口調に苛いら立だつ様子もなく頷うなずくと、キャバリアーはハルユキを見た。

「ついてこい、クロウ……最終課題の試験場に移動する……」




《煉れん獄ごく》ステージ特有の、どこか生物的な襞ひだやら突とつ起きが生えた廊ろう下かと階段を通って一階まで降りたハルユキたちは、中庭に面した昇しよう降こう口ぐちではなく反対側の裏口から校舎の外に出た。

　現実世界では緑の木々が生おい茂しげっていた林は、金属でできた枯かれ木きの集まりに変化している。そのあいだを縫ぬって南に進み、恐おそらくルナ女のグラウンドであろうだだっ広い空間も一直線に突っ切っていく。

　先頭を歩くキャバリアーを追いかけながら、ハルユキはふと浮うかんできた懸け念ねんを、隣となりの莟ツボミに小声で投げかけた。

「あの、越こし……じゃなくてミレディーさん、確かいまってミーン・レベルでエネミーと戦うと、テスカトリポカが襲おそってくるんじゃなかったですっけ……？」

「そうらしいわね。でもその件は、私よりあなたのほうが詳くわしいんじゃないの？」

「いえ、僕もエネミー狩がりはぜんぜんしてなくて……」

　答えながら、ちらりと都心方向の空を見上げる。

　三日前──七月二十四日の深夜、白の王ホワイト・コスモスはハルユキの嘆たん願がんを受け入れ、タクムたちを鏖おう殺さつしようとしていた終しゆう焉えん神しんテスカトリポカを停止させた。しかしその方法は、ハルユキが予想だにしないものだった。

　ハイエスト・レベルから無制限中立フィールドミーン・レベルへと帰き還かんした直後、白の王は二つ一組の神じん器き《ザ・ルミナリー》の本体である宝冠ダイアデムの、無数の棘とげを伸ばして自分の脳──アバター素体の頭部に脳があるとしてだが──の奥おく深ふかくまで貫つらぬかせ。

　続いて、コントローラーである王笏セプトラムを逆手に握にぎると、自分の心臓に突き刺したのだ。

　デュエルアバター最大の急所を傷つけたことで体力ゲージは死亡寸前まで減ったはずだし、そもそもなぜ自傷行こう為いが必要だったのかはいまでも理解できていないが、ともかくその行動によってテスカトリポカは動きを止めた。

　ハルユキはすでにテスカトリポカのブラストウェーブによって翼つばさを完全に破は壊かいされており、仲間たちを助けにいくことはできなかったが、まだかろうじて動けたグラファイト・エッジとシアン・パイルが、深手を負ったセントレア・セントリー、トリリード・テトラオキサイド、ラベンダー・ダウナー、そして大天使メタトロンを担かついで戦場から離り脱だつした。

　ハルユキも、傷ついた白の王を抱かかえてハイムヴェルト城の階段を駆かけ下おり、一階の大ホールに存在したポータルに飛び込んでバーストアウトした。それにより、《東とう京きようグランキャッスルからの脱だつ出しゆつ》という当初の目的は達成できたのだが、ザ・ルミナリーの荊けい冠かんを全て破は壊かいされたテスカトリポカは、白の王の支配から解き放たれ、《終わりの神》という本来の姿へと戻もどってしまった。

　いまあの巨きよ神しんは、無制限中立フィールドの東京二十三区をひたすら徘はい徊かいし、索さく敵てき範はん囲いに捉とらえたバーストリンカーを問答無用で瞬しゆん殺さつする、加速世界史上最悪の厄やく災さいと化している。

　基本の索さく敵てき範はん囲いは半径一キロほどで、その中に入らなければ襲おそわれる可能性は低いのだが、問題はバーストリンカーがエネミーを攻こう撃げきすると、遥はるか遠方からでもそれを察知して一直線に飛んでくることだ。噂うわさでは、テスカトリポカが二十三区のほぼ東とう端たんである江え戸ど川がわ区くの南みなみ小こ岩いわにいることを確かく認にんしたうえで、西せい端たんに近い世田谷せたがや区くの砧きぬた公こう園えんでエネミー狩がりをしていた集団が、わずか十分後に上空から襲おそわれてブラストウェーブ一発で全ぜん滅めつしたらしい。本当なら、テスカトリポカの飛行速度は時速百五十キロメートルにも達する。

　パーティーの規模にもよるが、たった十分では、巨ビー獣スト級きゆうはもちろん野ワイ獣ルド級きゆうさえも倒たおせない。緑のレギオンの体を張った実験によれば、テスカトリポカから百キロ以上離はなれればエネミーを攻こう撃げきしても気付かれないらしいが、狩かりのたびに群馬や山梨まで移動するのは現実的ではない。つまるところ、ほとんどの在京バーストリンカーにとって、エネミー狩がりは事実上禁じられてしまったということだ。ゼルコバ・バージャーたち中ちゆう堅けんレギオンメンバーの怒いかりと苛いら立だちが、インティからテスカトリポカを解き放ち、直後に白のレギオンへ移い籍せきしたシルバー・クロウに向けられるのも当然と言えば当然なのだ。

「……ま、キャバリアーがどうにかするつもりなんでしょ」

　莟ツボミの声に、ハルユキはアイレンズの焦しよう点てんを、黄緑色の空から隣となりを歩くデュエルアバターへと引ひき戻もどした。

「どうにかって、どうするんです？」

「知らないわよ。でも、試験場に到とう着ちやくしてからテスカのことを忘れてたなんて言い出したら、アイツを一発ぶん殴なぐってやんなさい」

「無理です」

　被かぶせ気味に呻うめいてから、ハルユキは隊列の先頭を歩く騎き士しの背中を見やった。

　ローズ・ミレディー／越コシ賀カ莟とはもう友達になれたと思っているし、サイプレス・リーパー／鷺サギ洲スあいりや、グレイシャー・ビヒモス／小コ清シ水ミズ理リ生オウも、状じよう況きようが許せばそうなれるだろうと感じられる。いや、スノー・フェアリー／ユーホルト七ナ々ナ子コだって、いつか、もしかしたら……とほんの少しだけ思えなくもない。

　だが、プラチナム・キャバリアー／京キヨウ武ブ智トモ周チカだけは、まったく解わかり合える気がしない。リアルで会ってもなおこれほどの隔かく絶ぜつを感じる相手は、ダスク・テイカー／能ノウ美ミ征セイ二ジ以来だ。

　だからといって、こちらから壁かべを作るわけにはいかない。白の王に誓ちかった言葉を偽いつわりにしないためにも、ハルユキは白のレギオンの一員として認められなくてはならないのだ。バーストリンカーとして為なすべきことを為なし続ける……いまは、それが唯ゆい一いつの道なのだから。

　──だよね、メタトロン。

　心の中で呟つぶやきながら、ハルユキはもう一度、左後方の空を見上げた。

《煉れん獄ごく》ステージの建物群に遮さえぎられて見えないが、ここからわずか二・五キロ離はなれた場所に、旧東とう京きようタワーがそびえ立っている。そのてっぺんにある《楓ふう風ふう庵あん》で自己回復しているはずの大天使メタトロンに向けて、「早く元気になって」という思念を、呼び出しにならない強度で飛ばしてからまっすぐ前を見る。

　グラウンドを南東方向に横切ったキャバリアーは、上じよう端たんに鋭するどい棘とげがびっしりと並んだ高い塀へいを助走なしでふわりと跳とび越こえ、ルナ女の敷しき地ちの外に出た。

　続いてフェアリーとリーパー、そして巨きよ体たいのビヒモスまでもが軽々と塀へいをジャンプしていく。一見何ということのない挙きよ措そだが、だからこそ彼らが真の達人であることがありありと伝わってくる。

　ミレディーとオラクルも自重を感じさせない滑なめらかな跳ちよう躍やくを披ひ露ろうし、塀へいの内側に一人残されたハルユキは、翼つばさでズルしちゃおうかと一いつ瞬しゆん考えた。しかし必ひつ殺さつ技わざゲージが溜たまっていないし、こんなところで見み栄えを張っても仕方ない。ちゃんと助走してから、棘とげに爪つま先さきを引っかけないことだけを意識しつつジャンプ。

　高さ二メートルの塀へいを跳とび越こえて着地した先は、小規模な建築物が密集するエリアだった。現実世界では瀟しよう洒しやな住宅地なのだろうが、《煉れん獄ごく》ステージの有機的に歪ゆがんだ街並みは、悪夢の中にいるかのようだ。

　キャバリアーは一いつ瞬しゆんだけ振り向き、全員付いてきていることを確かく認にんしてから、南に延びる道を選んで進み始めた。小走りで追いつくと、道はほんの五、六十メートル先でまたしても塀へいにぶつかり、その奥おくにはルナ女の校舎なみに大きな建物がちらりと見える。

　道の突き当たりでもう一度ジャンプして塀へいを越こえると、目の前にそびえているのはちょっとした宮きゆう殿でんめいた建物だった。西向きのＣの字を描えがく宮きゆう殿でんは、翼よく棟とうが四階建て、主館は六階建て。ハルユキたちの位置からは、中庭方面は見通せない。

　迷いのない足取りで翼よく棟とうに歩み寄ったキャバリアーは、裏口らしき開口部から中に入った。追いかけるとそこは階段ホールになっていて、一行は大型の螺ら旋せん階段をどんどん上っていく。

　再びミレディーの隣となりに並んだハルユキは、最小限の音量で問いかけた。

「この建物、現実世界では何なんですか？　学校って感じじゃないですけど……」

「港みなと区く立りつ郷きよう土ど歴れき史し館かん。築百十年くらいらしいよ」

「うはー……それでもルナ女の聖堂よりは新しいんですね……」

　ひとしきり感心してから、本当に訊きくべきはそこではないと気付く。

「それで……どうしてこの建物に？」

「すぐ解わかるわ」

　と莟ツボミが答えた直後、上のほうでギイイイ……と盛せい大だいな軋きしみ音おんがした。

　見上げると、キャバリアーが押し開けた扉とびらから、黄緑色の光が差し込んできている。一行に続いてくぐった扉とびらの先は、広々とした屋上。

　中庭に面した手て摺すりに歩み寄ったキャバリアーは、振り向かずに言った。

「シルバー・クロウ……君の相手は、あれだ……」

　急いで手て摺すりに駆かけ寄より、下を覗のぞく。

　Ｃ字形の宮きゆう殿でんに囲まれた中庭には、長方形の池が設けられている。水はまるで水銀のような光こう沢たくを帯びていて、中までは見通せない──と思った、その時。

　銀色の水がぐうっと盛り上がり、巨きよ大だいな生物が姿を現した。

　ひと言で表現するなら、四本足のクジラか。流線型の体は全長六メートルに達し、そのうち二メートルが頭だ。四し肢しはがっしりと逞たくましく、尻尾しつぽの先にはヒレがある。もう少し頭が細くて尻尾しつぽが尖とがっていたら、クジラではなくワニに見えただろう。

　長辺が二十メートルはありそうな池を悠ゆう然ぜんと泳ぐ足つきクジラを見下ろしながら、キャバリアーが再び言葉を発した。

「あれは……巨ビー獣スト級きゆうエネミー、《クロコシータス》だ……。ほぼ全てのステージ属性で、あの池に常時湧出ポツプしているので、我々の最終課題の討とう伐ばつターゲットになっている……」

「クロコシータス……」

　繰くり返かえしてみたが、その名前に聞き覚えはないし、もちろん見覚えもない。つまり完全なる初見エネミー。

　幸いなのは、クロコシータスが動物型エネミーだということだ。人型や怪かい物ぶつ型がたに比べれば、面めん倒どうな特とく殊しゆ攻こう撃げきをしてくる可能性は低い。それにどう見ても飛行タイプではないので、いざとなれば空中に退たい避ひできる。もちろん巨ビー獣スト級きゆうを甘あまく見みるつもりはないが、あれをソロで撃げき破はしたレギオンメンバーが《七連矮星セブン・ドワーフス》の他にも二、三人いるというなら、絶対に太た刀ち打うちできない相手ではないはず。

「あいつを倒たおせば……キャバリアーさんも、僕のレギオン加入を認めてくれるんですね」

「騎き士しに……二言はない……」

　そううそぶくプラチナム・キャバリアーの横顔をちらりと見てから、ハルユキは頷うなずいた。

「解わかりました。じゃあ……」

「ちょっとまって」

　と口を挟はさんだのは、移動中はずっと無言だったスノー・フェアリーだった。

「バッシュフル、テスカトリポカはどうするの？　クロウがあれを攻こう撃げきしたら、何分もしないうちにとんでくるよ？」

「心配無用だ……」

　そう答えたキャバリアーは、背中にマウントされたカイトシールドを左手で外すと、それを中庭へと向けた。

「《イグノラブル・ゾーン》」

　いつの間に必ひつ殺さつ技わざゲージを溜ためていたのか、シールドから銀色の光こう弾だんが放たれ、池の手前の地面に吸い込まれた。そこからごく希き薄はくな光のドームが音もなく広がり、中庭と宮きゆう殿でんの一部を含ふくむ一帯を、半径五十メートルにもわたってすっぽりと包み込んだ。光がアバターに触ふれてもハルユキは何も感じなかったし、地上のクロコシータスも無反応だ。しかしドームの外はまったく見えないし、さっきまで響ひびいていた風の音も聞こえない。

「この光こう膜まくは、バーストリンカーやエネミーのあらゆる探知能力を遮しや断だんする……。中で戦えば、邪じや魔まが入る恐おそれはない……」

「へえ～？　こんな技わざ、初めて見たけど～」

　サイプレス・リーパーがそう言うと、ローズ・ミレディーも頷うなずいた。

「私も。相変わらず秘密主義ね」

「それは……お互たがい様さまだろう……」

「これ、エネミーが嗅かぎ付つける心しん意い技わざの匂においもカットするわけ？」

「あらゆる探知能力……と言ったはずだ……」

　左手の盾たてを下ろしながら答えると、キャバリアーはハルユキに顔を向けた。

「《ゾーン》の持続時間は三十分……その間に倒たおせなければ失格だ……」

「……了りよう解かいです」

「落ち着いて戦えば、きみなら勝てるよ」

　と言ってくれたのは、オーキッド・オラクルだった。ハルユキはぺこりと頭を下げてから、手て摺すりを踏ふみ台だいにして中庭へと飛び降りた。











６






　無制限中立フィールドに棲せい息そくするエネミー、別名ビーイングは、あまりにも種類が多すぎてとても全てを記き憶おくするのは不可能だ。それでも、《東京二十三区に棲せい息そくする巨ビー獣スト級きゆう》に限ればおよそ百種類と言われているので、ハルユキも頑がん張ばって名前と外見、攻こう略りやく法ほうを暗記したのだが、クロコシータスなるエネミーは見たことも聞いたこともない。

　巨ビー獣スト級きゆうに限らず、野ワイ獣ルド級きゆうや小レツ獣サー級きゆうにも、決まった場所だけに湧わくレアエネミーがいるらしいので、恐おそらくこのクロコシータスもそのたぐいなのだろう。港みなと区く立りつ郷きよう土ど歴れき史し館かんはオシラトリ・ユニヴァースの領土のど真ん中にあるので部外者は近づけず、いままで共有データベースから漏もれたままだったのだと思われる。

　ゆえにハルユキは、地面に降りてもすぐには池に近づかず、観察から始めた。キャバリアーに三十分というタイムリミットを課せられてしまったが、闇やみ雲くもに突っかけて即そく死しするよりは、時間切れで討とう伐ばつ失敗になるほうがまだマシだ。

　クロコシータスは、銀色に光る水の中をゆっくりと泳いでいる。池の横よこ幅はばが体長の二倍程度しかないので少々窮きゆう屈くつそうだが、巨きよ体たいが見た目よりも柔じゆう軟なんなのか、ターンの時に苦労している様子はない。

　太い金属樹の幹に隠かくれながら、ハルユキは辛しん抱ぼう強づよく観察を続けた。屋上の六人は焦じれているかもしれないが、仕し掛かける前にあと一回、敵の姿をしっかり見ておきたい。

　二分後、クロコシータスは再び水面を割って立ち上がった。後うしろ脚あしと尻尾しつぽで体を支え、前まえ脚あしはだらりと下げて、クジラと恐きよう竜りゆうを足して二で割ったような頭部をゆっくりと左右に振る。

　ハルユキはアイレンズを限界まで見開いて、エネミーの体を隅すみ々ずみまで検分した。

　青みがかった灰色の皮ひ膚ふはいかにも頑がん丈じようそうで、前まえ脚あしにはナイフのように鋭するどい爪つめが伸びる。少し開いた口にも無数の牙きばが並び、目は濁にごった黄色。ツノや紋もん章しようといった、あからさまな特とく徴ちよう的てき部位は見当たらない。目視できるのは上半身だけだが、水中の下半身も同じだろう。やはり魔ま獣じゆうだの怪かい獣じゆうではなく、純じゆん粋すいな動物系らしい。

　エネミーには、そこを破は壊かいすれば勝てるという弱点が設定してあることが多い。昆こん虫ちゆう系けいなら神しん経けい核かく、機械系なら制せい御ぎよ核かく、亡ぼう霊れい系けいなら魂こん魄ぱく核かく……しかしクロコシータスのような動物系は、強しいて言えば脳や心臓が弱点だが、《設定された弱点》ではないので意図的に狙ねらうのは非常に効率が悪い。

「普ふ通つうにゲージを削けずり切るしかないか……」

　口の中で呟つぶやくと、ハルユキは左ひだり腰こしに手を当てた。

　タクムに貸し出していたルシード・ブレードは、三日前のミーティング後に返してもらった。あの時、タクムは表面的には普ふ段だんどおりだったが、内心では少なからず動どう揺ようしていたはずだ。《お互たがいレベル７になったら本気で対戦する》というハルユキとの約束がもうすぐ実現するというところで、二つもレベルダウンしてしまったのだから。

　あいつとも話をしなきゃなのに……という焦しよう燥そうを吞のみ込み、ハルユキは大きく息を吸うと、叫さけんだ。

「着装、《ルシード・ブレード》！」

　左ひだり腰こしで発生した白い光が凝ぎよう縮しゆくし、細身の長ちよう剣けんを生み出す。

　同時に、音声コマンドを聞きつけたクロコシータスがぐうっと上体を回し、ハルユキを見た。黄色い目が鈍にぶく光り、頭上に三段の体力ゲージが表示される。

　後ろから忍しのび寄より、不意打ちで初しよ撃げきを入れることも考えたが、たとえ成功しても池に落ちてしまう可能性が高い。どう見ても水すい棲せいタイプのエネミー相手に水中戦を挑いどむのは、自信過か剰じようを通とおり越こして単なる大馬鹿者だ。

「こっちだ、ワニクジラ！」

　再び叫さけぶと、ハルユキは金属樹の陰かげから飛び出し、宮きゆう殿でんの正面へと走った。ここなら充じゆう分ぶんなスペースがあるし、いざとなれば建物の中に退たい避ひできる。

　幸いクロコシータスは現実世界のクジラほどの知能はないらしく、ハルユキの挑ちよう発はつに乗って池から這はい上がると、巨きよ大だいな口をいっぱいに開けて猛たけ々だけしく吼ほえた。

「グオロロロロ!!」

　掘くつ削さくバケットじみた前まえ脚あしで地面を搔かき、直後、地じ響ひびきを立てて突とつ進しんしてくる。行動パターンがどれほど単純でも相手は巨ビー獣スト級きゆう、体当たりをまともに喰くらえば確実に即そく死しする。

　恐きよう怖ふに耐たえながらギリギリまで敵を引きつけると、ハルユキは一いつ瞬しゆん体を沈しずめてから思い切りジャンプした。

　破は城じよう槌ついのような頭をかろうじて跳とび越こえ、体を反転させつつ背中に着地。そのまま短い首を駆かけ上のぼり、逆手で鞘さやから抜いたルシード・ブレードを、盛り上がった背骨めがけて突き下ろす。

　足裏から伝わってくる皮ひ膚ふの感かん触しよくは分厚い硬こう質しつゴムのようで、普ふ通つうに斬きりつけただけなら刃やいばを弾はじかれてしまうだろう。ゆえにハルユキは、等とう間かん隔かくで突き出している棘きよく突とつ起きの頂点を狙ねらい、オメガ流りゆう合がつ切さい剣けんの基き礎そ理論を発動させた。

　──《極きよく》。

　極小の一点に極大の威い力りよくを発生させるこの技わざは、成功すれば鋼鉄の塊かたまりだろうと切断できる。ルシード・ブレードは、鋭えい利りな切っ先を青灰色の皮ひ膚ふに少しだけ潜もぐり込ませてから、ズカッ！　と鍔つばの根元まで貫つらぬき通とおした。

「ゴルロロロアアア!!」

　怒いかりと苦痛の咆ほう哮こうを上げたクロコシータスが、巨きよ体たいを無茶苦茶に跳はね回まわらせる。ハルユキは剣の柄つかを両手で握にぎり、振り落とされまいと必死に耐たえる。

　これが、ハルユキが即そつ興きようで思いついたクロコシータス攻こう略りやく法ほうだ。首と四し肢しの可動域を考えれば、背中には嚙かみつきも薙なぎ払はらいも踏ふみ潰つぶしも届かない。

　エネミーの頭上に浮うかぶ体力ゲージは、まだ一段目が九割近くも残っているが、剣が背骨に突き刺さっているうちは継けい続ぞくダメージが発生する。三段目が尽つきるまで背中に貼はり付ついていられればハルユキの勝ち、振り落とせればクロコシータスの勝ち。

「くうっ……！」

　唸うなり声ごえを上げながら、ハルユキは愛あい剣けんにしがみつき続けた。クロコシータスが暴れるたび、右に左に振り回される。シルバー・クロウはメタルカラーとしては軽量級だが、ルシード・ブレードの刀身には過大な負ふ荷かがかかっているだろう。超高額な《炎えん熱ねつダメージ無効》の強化を施ほどこしてあるので、たとえ溶よう岩がんに突き込んでも無傷だが、横方向からの曲げ荷重にはそう長くは耐たえられない。

　恨うらみはないけど早く倒たおれてくれ、と念じながらもう一度クロコシータスの体力ゲージを見上げる。まだ、一段目がようやく五割を下回ったところだ。このペースだと、三段目がなくなるまであと七、八分か。制限時間の三十分には間に合いそうだが、それまで剣が保もってくれるか。

　強化外装は、破は壊かいされてもいったん無制限中立フィールドから出て再ダイブすれば元に戻もどる。しかし、だからといって手て荒あらに扱あつかうのは信条に反するし、いざという時に剣が応えてくれない気がする。

　刀身が限界を超こえる気配がしたら、折れる前に手を離はなそう。そう心に決め、ハルユキは少しでも剣の負ふ荷かを減らすべく、クロコシータスの動きを読もうとした。

　巨きよ獣じゆうの動きは滅め茶ちや苦く茶ちやなようだが、よく観察すると、右に傾かたむく、左に傾かたむく、腰こしを跳はね上げる、上体を仰のけ反ぞらせるの四パターンしかない。前兆を読んで最速で動けば、体が振り回される前にバランスを取ることが可能だ。

　遅ち々ちとして減らないクロコシータスの体力ゲージを視界から消し去り、ハルユキは極限まで意識を集中させた。

　だから、それに気付くのが遅おくれた。

　歴史館を覆おおう光のドームが、上から圧力を掛かけられたかのようにたわみ、軋きしんでいる。見る間に無数のひび割れが走り、音もなく砕くだけ散ちる。

　突とつ然ぜん、凄すさまじい轟ごう音おんが衝しよう撃げき波はとなってハルユキの全身を打うち据すえた。

「……!?」

　反射的に空を見る。

　暗い。雲の彼方かなたでぼんやりと光る太陽を、巨きよ大だいな影かげが覆おおい隠かくしている。鳥でも、飛行機でもない。のっぺりと凹おう凸とつのない、まるで太古の神像のようなあのシルエットは──。

　超ちよう級きゆうエネミー、終しゆう焉えん神しんテスカトリポカ。

「な……んで……」

　なおも暴れ回るクロコシータスの背中に懸けん命めいにしがみつきながら、ハルユキはひび割れた声を漏もらした。

　プラチナム・キャバリアーの《イグノラブル・ゾーン》は、数秒前まで中庭全体を隙すき間まなく覆おおっていた。あの光に隔かく離りされている限り、テスカトリポカはエネミーが攻こう撃げきされていることを察知できないはずだ。

　しかし、身みの丈たけ百メートルを超こえる巨きよ人じんは、足裏から深しん紅くの炎ほのおを噴ふん射しやしながらこの場所へと一直線に降下してくる。偶ぐう然ぜんの接せつ触しよくではなく、明らかにハルユキたちをターゲットしている。テスカトリポカの行動次し第だいで、再び無限ＥＫ状態に陥おちいる可能性もある。

「みんな、逃げて！」

　宮きゆう殿でん右う翼よくの屋上に向けて、ハルユキは無む我が夢む中ちゆうで叫さけんだ。

　即そく座ざに、グレイシャー・ビヒモスのよく通る声が応じた。

「我々はテスカをプルしてから離り脱だつします！　クロウ氏はどうにかしてクロコを振り切って、歴史館三階のポータルから離り脱だつを！」

「わ、解わかりました！」

　そう叫さけび返した直後、テスカトリポカが宮きゆう殿でん左さ翼よくの屋上に降り立った──と思ったのだが、建物は巨きよ人じんの重さに耐たえられず、耳をつんざくような金属音を撒まき散ちらしながら潰つぶれていく。分厚い外がい壁へきが内側から爆はぜるように裂さけ、大量の火花が降り注ぐ。《煉れん獄ごく》の大型建築物は、《魔ま都と》ほどではないにせよほとんど破は壊かい不能と言っていい耐たい久きゆう度どを持っているはずなのに、それだけテスカトリポカが規格外だということなのだろう。

　宮きゆう殿でん左さ翼よくをほんの数秒で瓦が礫れきの山に変えた巨きよ人じんは、両足が地面に触ふれるとようやく停止した。一いつ瞬しゆん遅おくれて、地じ震しんめいた振しん動どうが伝わってくる。この近きん距きよ離りからだと、はっきり視し認にんできるのはそびえ立つ両りよう脚あしから腹までだ。全長六メートルのクロコシータスも、テスカトリポカの前では小魚同然。

　そのクロコシータスは、赤黒い巨きよ人じんが見えていないかのように大暴れを続けている。背中にルシード・ブレードが刺さったままなので当然だが、このままでは剣を引き抜いた途と端たんに弾はじき飛とばされてしまう。飛んだ先が宮きゆう殿でんの正面入り口ならいいが、池の中やテスカトリポカの足あし許もとだったらまずいことになる。

　しかし、さらに危険なのはテスカトリポカを引っ張ってプルしてルナ女から遠ざけなくてはいけないグレイシャー・ビヒモスたちだ。巨きよ人じんが右手から放つ重力攻こう撃げき《第五の月トシユカトル》、あるいは左手から放つ殲せん滅めつ攻こう撃げき《第九の月ミカイルイトントリ》を喰くらえば彼らとて死は免まぬがれない。そもそも、ビヒモスはどうやってテスカトリポカを引きつけるつもりなのか。

　という疑問の答えは、シンプルかつ大だい胆たんなものだった。

「《コンジール・レイ》!!」

「《ソウル・スクイーズ》～!!」

　ビヒモスとリーパーの声が同時に響ひびき、右う翼よくの屋上から二色の光線が迸ほとばしった。それらは巨きよ人じんの腹部を直ちよく撃げきし、何百枚ものガラスを一度に割ったような硬こう質しつの爆ばく発はつを引き起こした。

　ゴゴオオォ────ン……という重低音が遥はるか高みから降り注ぐ。かつて何度か耳にした、テスカトリポカの《声》だ。

　巨きよ体たいがゆっくりと向きを変える。たった一いち撃げき、ではなく二に撃げきで超ちよう級きゆうエネミーのターゲットをハルユキから引ひき剝はがすとは、やはりただならぬ攻こう撃げき力りよくだ。

　クロコシータスの背中にしがみつきながらどうにか視線を上向けると、ビヒモスたちが宮きゆう殿でんの東側、高たか輪なわ方面へと走り去るところだった。テスカトリポカが、六人を追って歩き始める。動きはスローに見えるが、何せ歩ほ幅はばが五十メートル近いうえに、大木めいた脚あしは全ての障害物を容易に粉ふん砕さいしてしまう。

　──なんとか無事に逃げて下さい！

　あっという間に見えなくなった六人に向けて、ハルユキはそう念じた。

《七連矮星セブン・ドワーフス》の半数以上が無限ＥＫ状態になれば白のレギオンは著いちじるしく弱体化するはずだし、いままでのことを考えればそちらを願うべきなのかもしれない。しかし六人の中にはローズ・ミレディーとオーキッド・オラクルがいるし、他の四人も、ポイント全損してしまえとまでは、もう思えない……。

　刹せつ那なの感傷を、ハルユキは脳のう裏りから追いやった。いまはビヒモスの指示どおり、クロコシータスを振り切って無制限中立フィールドから脱だつ出しゆつすることだけを考えなくては。

　瓦が礫れきを蹴け散ちらし、土つち埃ぼこりをもうもうと舞まい上がらせながら、テスカトリポカが遠ざかっていく。宮きゆう殿でん左さ翼よくも無残な有あり様さまだが、三階にポータルがあるという本館の中央部は無事だ。

　クロコシータスの大暴れが弱まった瞬しゆん間かんに背中から剣を引き抜き、必要なら翼つばさも使って宮きゆう殿でんに飛び込む。

　ハルユキが方針を決め、離り脱だつのタイミングを見計らおうとした──その時。

　跳はね回まわるクロコシータスの右みぎ前まえ脚あしを、銀色のラインが横一直線に薙ないだ。

　ゾウよりも太くて逞たくましい脚あしが、すねの中ほどで音もなく分ぶん離りする。ちらりと見えた切断面があまりにも綺き麗れいすぎて、一いつ瞬しゆん何が起きたのか解わからず、ハルユキは両目を見開いた。

　だが直後、クロコシータスが「ギイイイッ」と甲かん高だかい悲鳴を上げ、前のめりに突っ伏した。離り脱だつのチャンスはいましかない。ルシード・ブレードを背中から引き抜き、地面に飛び降りる。巨きよ獣じゆうの体力ゲージは、右みぎ前まえ脚あしの欠損で一気に二段目まで減少したので少し惜おしい気もするが、何が起きたのかも不明だしいまは離り脱だつを優先するべきだ。

　ハルユキは剣を片手に握にぎったまま、左前方に見える宮きゆう殿でん入り口へとダッシュした。

　しかし、ほんの五歩進んだところで急停止する。行く手にたなびく土つち埃ぼこりの中に、人型のシルエットが見えたからだ。咄とつ嗟さに右手の剣を持ち上げ、誰だれだ！　と叫さけぼうとした時、微そよ風かぜが土つち埃ぼこりを吹ふき払はらった。

　曇どん天てんから落ちる陽光が、クリアシルバーの鎧よろいを淡あわく輝かがやかせる。盾たてを背負い、右手に十じゆう字じ鍔つばの長ちよう剣けんを携たずさえて寂せき然ぜんと立っているのは、《はにかみ屋バツシユフル》プラチナム・キャバリアー。

　他のメンバーたちと一いつ緒しよにテスカトリポカを引っ張っていったものとばかり思っていたが、どうやら一人だけこの場に残ったらしい。クロコシータスの前まえ脚あしを切断し、離り脱だつのチャンスを作ってくれたのもキャバリアーだったのだろう。

「すみません、ありがとうございます……」

　そう声を掛かけながら、ハルユキはキャバリアーに駆かけ寄よろうとした。

　きらっ。

　と騎き士しの右手が光った。

　意識の上ではまったく、何の備えもしていなかったにもかかわらず、ハルユキが回かい避ひ行動を取れた理由は、ずっと心の底にわだかまりつづけていたキャバリアーへの不信感だったのかもしれない。

　しかし、充じゆう分ぶんではなかった。ハルユキは光を見た瞬しゆん間かんに上体を思い切り右に傾かたむけたのだが、斜ななめに飛んできた銀色のラインが左ひだり肩かたに触ふれ、ひやりと冷たい感覚だけを残して後方に抜けていった。

「っ…………」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。続いてシルバー・クロウの左の肩かたアーマーが斜ななめに滑すべり落おち、地面に転がった。

　剣けん技ぎの指導をしてくれたセントレア・セントリーにも同じ場所を斬きられたが、あの時はアーマーだけが落下したのに対して、今回はアバター素体もごっそりと持っていかれた。冷たさが灼しやく熱ねつ感かんに変わり、切断部から深しん紅くのダメージ・エフェクトが噴ふき出す。

「ぐっ……」

　呻うめきながら、ハルユキは右手のルシード・ブレードを構えた。左ひだり腕うではまだ繫つながっているが、生身なら上じよう腕わん骨こつ頭とうが突き出ているあたりを二センチ以上の厚さで削そぎ落おとされたので、動きはかなり阻そ害がいされるはずだ。体力ゲージも一割近く減ったが、ハルユキの思考は危機感よりも驚きよう愕がくに満たされていた。

　キャバリアーに攻こう撃げきされたことへの驚おどろきではない。斬ざん撃げきの速さだ。

　ひたすらスピードを頼たよりに戦たたかい抜いてきたハルユキの目にも、キャバリアーが剣を持ち上げ、振る動作がまるで視し認にんできなかった。間合いが五メートルを超こえているので、コバマガ姉し妹まいの《レンジレス・シージオン》のような斬ざん撃げきを飛ばすタイプの攻こう撃げき──しかも技わざ名めい発声がなかったので必ひつ殺さつ技わざではなく通つう常じよう技わざ──だろうが、あまりにも動きが速すぎる。

　セントレア・セントリーの斬ざん撃げきにもまったく反応できなかったが、あれはオメガ流りゆう合がつ切さい剣けんの奥おう義ぎ《合ごう》で認にん知ち能力を阻そ害がいされたからで、今回はキャバリアーの姿そのものは一いつ瞬しゆんたりとも視界から消えなかった。単純に《凄すさまじく速い斬ざん撃げき》だったとしか思えないが、もしそうなら回かい避ひし続けるのは困難、いや不可能だ。

　凍こおり付つくハルユキを、スリットが並ぶバイザー越ごしに冷然と見み据すえながら、キャバリアーは言った。

「よく避よけたね……首を狙ねらったんだけど……」

　なぜですか、という言葉をハルユキは吞のみ込んだ。無意味な質問だ。キャバリアーはここでハルユキを殺す、いや全損させるつもりなのだろうから。

　代わりに、キャバリアーが反応しそうな質問を口にする。

「あの光のバリアは、エネミーの全ての探知能力を遮しや断だんするって言ってましたよね。だったらどうしてテスカトリポカが襲おそってきたんですか」

「……さっき、同じことをフェアリーたちにも訊きかれたけど……僕は、噓うそは言っていないよ。《イグノラブル・ゾーン》は、エネミーやバーストリンカーの視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、その他全ての感覚を遮しや断だんする……。きみも、テスカトリポカが《ゾーン》を踏ふみ砕くだくまで、接近に気付けなかっただろう……？」

「……だったら、なんで」

「テスカトリポカは、攻こう撃げきされているエネミーを、感覚で探知しているわけではないからさ……。あれはこの世界のシステムと直接繫つながっている……。さすがにそんなものを遮しや断だんするのは不可能だよ……」

　キャバリアーの言い方はまるで、ハルユキがクロコシータスを攻こう撃げきしたらテスカトリポカが襲おそってくることを、最初から知っていたかのようだ。しかし、だとすると──。

　ハルユキは愛あい剣けんの柄つかを強く握にぎり締しめながら、低い声で言った。

「僕がバーストアウトしなかったら、ミレディーさんかオラクルさんが僕のニューロリンカーを首から引き抜いてくれるはずです。あなたがどんなに強くても、ここでポイントがなくなるまで殺し続けるのは不可能ですよ」

　するとキャバリアーは、感情を窺うかがわせない声で応じた。

「加速世界には、裏うら技わざやら抜け道が山ほどあることを……君ももう学んでいるだろ……」

「……言っておきますが、サドンデスマッチには乗りません」

「そんなもの……僕だってしたくないさ……」

　軽く肩かたをすくめてから、十じゆう字じ鍔つばの長ちよう剣けんをゆるりと持ち上げる。

　ハルユキは咄とつ嗟さに腰こしを落としたが、キャバリアーの動作は攻こう撃げきではなかった。

　騎き士しの後方に口を開けている宮きゆう殿でんの正面入り口で、何かが動いた。まるで何もない場所から滲しみ出すかのように、仄ほの白じろい影かげが姿を現す。

　尖とがった棒のような、ひょろりとしたシルエット。素す焼やきの陶とう器きを思わせる質感の、象ぞう牙げ色いろのアーマー。目も口もない代わりに、奇き妙みような模様が浮うき出たフェイスマスク。

「……アイボリー・タワー……」

　呟つぶやいたハルユキに向けて、《七連矮星セブン・ドワーフス》の第四位であり《先ド生ク》の二つ名を持つバーストリンカーは、軽く一礼して見せた。

「お久しぶり……というほどでもないですか。合同会議以来ですね、シルバー・クロウ」

　相変わらず抑よく揚ようの薄うすい、キャバリアー以上に感情が伝わってこない声だ。

　アイボリー・タワーがこの場所にいることが、単なる偶ぐう然ぜんであるはずがない。プラチナム・キャバリアーが事前に潜せん伏ぷくさせていた……やはり彼は、最初からハルユキを罠わなに嵌はめるつもりで最終課題の話を持ち出したのだ。

　アイボリー・タワーは、加速研究会の副会長、《拘束者リストリクター》ブラック・バイスと同一人物。捕ほ獲かくされれば、現実世界で莟ツボミか恵メグミがニューロリンカーを外してくれる前に、どんな目に遭あわされてもおかしくない。

　何としてもこの場から脱だつ出しゆつしなくてはならないが、目の前ではプラチナム・キャバリアーが剣を構え、背後ではクロコシータスがダウン状態から復帰しつつある。逃げ道は空だけだが、当然キャバリアーもそれは予測しているはずだ。回かい避ひ不能の超高速斬ざん撃げきで翼つばさを切断されたら、完全に進退窮きわまる。

　ささやかなプラス材料は、アイボリー・タワーが戦せん闘とうに加わりはしないだろうということだ。ブラック・バイスは多種多様な拘こう束そく技わざを操あやつる強敵だが、タワーの姿の時は直接的な戦せん闘とう能力を持っていないらしく、領土戦でブラッド・レパードの必ひつ殺さつ技わざ《ブラッドシェッド・カノン》を防ぼう御ぎよするためにわざわざバイスの姿に変身し、その瞬しゆん間かんをショコラ・パペッターに録画されるというミスを犯おかした。

　もちろん、今回も変身する可能性はあるが、タワーの姿でいるあいだは傍ぼう観かんに徹てつするはず。どうにかして一いつ瞬しゆんだけでもキャバリアーの動きを止め、空へ逃げるしかない。

　だが。

　少しでも隙すきを見せれば斬きられるという予感が、ハルユキの全身を幾いく重えにも縛しばり付つける。

　キャバリアーが攻こう撃げきしてこないのは、ルシード・ブレードを切断できる確信がないからか。だとしても、ゲージを消費する必ひつ殺さつ技わざではなく通つう常じよう技わざなのだからハルユキの防ぼう御ぎよが崩くずれるまで連発すればよさそうなものだが、そうしないのは騎き士しとしての美学ゆえか、それ以外の理由があるのか──。

　どちらにせよ、このまま防ぼう御ぎよ態勢を保つことはできない。三秒もしないうちに背後のクロコシータスが動き出し、ハルユキに襲おそいかかってくるだろう。対処するべくガードを解いた瞬しゆん間かん、今度こそ首を落とされる。

　この状じよう況きようで選せん択たく可能なアクションは二つ。

　一つは、《合ごう》でキャバリアーの照準を外し、攻こう撃げきする。

　そしてもう一つは、同じく照準を外してから逃げる。

　二秒かけて頭をフルスピードで回転させ、ハルユキは取るべき行動を決した。

「ゴルルロロロロ!!」

　背後でクロコシータスが怒いかりに満ちた咆ほう哮こうを轟とどろかせ、三本の脚あしで突とつ進しんし始めた。

　地面が震ふるえる。巨ビー獣スト級きゆうのプレッシャーが背中を灼やく。頭突きを喰くらうか嚙かまれるかすれば、キャバリアーに斬きられるまでもなく即そく死しする。

　だが、まだだ。まだ……まだ引きつけ──。

　クロコシータスが後方一メートルにまで肉にく薄はくした瞬しゆん間かん、ハルユキは《合ごう》を発動させ、同時に体を沈しずめた。

　キャバリアーの右手がぴくりと震ふるえた。だが斬ざん撃げきは放たれなかった。

　オメガ流りゆうの奥おう義ぎ《合ごう》は、ブレイン・バーストの未来予測機能をほんの一いつ瞬しゆんだけ誤動作させ、他者の知覚から自分を消し去る技術だ。システムそのものに干かん渉しようするので、どんなに目がいいバーストリンカーでも防げないし、むしろ感覚が研とぎ澄すまされた達人ほど、敵を見失った時の衝しよう撃げきは大きくなる。プラチナム・キャバリアーは精密極きわまる照準能力でハルユキを捕ほ捉そくしていたはずで、だからこそ動けなかったのだ。

　もちろん二度は通用するまい。《合ごう》はコンマ数秒しか持続しないし、精神操作が必要なため連発もできない技わざなので、一対一の戦せん闘とうなら再びターゲットされた途と端たんに斬きられてしまう。

　しかし、ハルユキを見失ったのはキャバリアーだけではない。

　地面に伏ふせたハルユキの頭上を、クロコシータスが猛もう然ぜんと駆かけ抜けていく。エネミーもまたシステムの一部である以上、《合ごう》でターゲットを外せるのだ。ハルユキを見失えば、矛ほこ先さきが向くのは当然、次に近いところにいる者だ。

　突とつ進しんするクロコシータスの胸、腹、そして尻尾しつぽが頭上を通り過ぎた瞬しゆん間かん、ハルユキは背中の翼つばさを広げた。

　地面を蹴けり飛ばしながら、フルパワーで金属フィンを振しん動どうさせる。さしものキャバリアーも、巨ビー獣スト級きゆうにターゲットされれば全力で対処せざるを得ないだろう。エネミーの巨きよ体たいが盾たてになってくれているうちに、遠えん隔かく斬ざん撃げきの射程外に出る。

「おおおおっ……」

　吼ほえながら、クロコシータスとの戦せん闘とうで溜たまった必ひつ殺さつ技わざゲージを全消費し、一気に最高速度まで──。




「──《光線槍レーザー・ランス》」




　遥はるか後方で、静かな声が響ひびいた。

　えっ、と思った時にはもう、ハルユキの背中を純白の光が貫つらぬいていた。

　右の翼つばさが根元から引きちぎられ、ハルユキは即そく座ざに錐きり揉もみ状態に陥おちいった。螺ら旋せんを描えがいて墜つい落らくしながら、頭の中で一つの言葉をひたすら繰くり返かえす。

　どうして。どうして。どうして。

　五回目にそう唱えた直後、池の南側の地面に激げき突とつする。驚おどろきのあまり受け身さえも取れず、体力ゲージがさらに減って半分を大きく割り込む。

　横よこ倒だおしになったまま、呆ぼう然ぜんと右胸を見下ろす。金属のアーマーには直径二センチほどの穴が穿うがたれ、赤い光が絶え間なく流れ出している。

「ガロロオオォォ────ン!!」

　左側で野太い悲鳴が響ひびき渡わたり、のろりと首を巡めぐらせると、クロコシータスが完全にひっくり返っていた。暴れるたび、口の中と右目のあたりから、大量のダメージ・エフェクトが迸ほとばしる。

　何があったのかは明らかだ。プラチナム・キャバリアーが、大口を開けて突とつ進しんしてくるエネミーと飛び去ろうとするハルユキを、遠えん隔かく型がた心しん意い技わざで同時に撃うち抜いたのだ。

　上位のエネミーは、心しん意い技わざへの高い耐たい性せいを持っている。肉にく弾だん戦せんタイプのクロコシータスならなおのこと心しん意いは効きづらいはずなのに、一いち撃げきで急所を貫かん通つうさせるとは凄すさまじい心しん意い強度だが、問題はそこではない。

「……いまの、技わざは」

　よろよろと上体を持ち上げながら、ハルユキは掠かすれ声ごえで呟つぶやいた。

　二十メートル近く離はなれているのにその声が聞こえたのか、キャバリアーはハルユキに視線を向けると、右手の長ちよう剣けんをゆるりと持ち上げた。

　プラチナシルバーの刀身が、へたり込むハルユキを照準する。再び、技わざ名めい発声。

「《光線槍レーザー・ランス》」

　シュバッ！　という音とともに長ちよう剣けんの切っ先から銀色の光が放たれ、ハルユキの左ひだり肩かたと左の翼つばさを同時に貫つらぬいた。すでに傷ついていた左ひだり腕うでが肩かた口ぐちから分断され、がしゃりと地面に転がる。飛び散った金属フィンの断だん片ぺんが、その上に舞まい落おちる。

《光線槍レーザー・ランス》。それはハルユキが懸けん命めいな修しゆ業ぎようの果てに会え得とくした第一段階心しん意い技わざ、《光線剣レーザー・ソード》の射程強化版だ。ずっと目を背そむけ続つづけてきた自分自身と向き合い、心の奥おく底そこから見いだした、希望の光。

　それを、なぜ、プラチナム・キャバリアーが──。

　こつ、こつと長なが靴ぐつ型がたの足アーマーを鳴らしながら、騎き士しが近づいてくる。途と中ちゆうで右手の剣がきらりと光ると、ひっくり返っていたクロコシータスの首に銀色のラインが走り、エネミーは瞬しゆん時じに動きを止める。

　巨きよ大だいな頭が胴どう体たいからずるりと滑すべり落おち、地面に転がる。三段目の体力ゲージがゼロになり、分かたれた胴どうと頭のそれぞれがぐうっと収縮してから、青白い炎ほのおと膨ぼう大だいなパーティクルを振りまいて爆ばく散さん。

　ハルユキもクロコシータスにそれなりのダメージを与あたえたので、少なくない量のポイントが加算されたが、まったく意識することもなく、近づくキャバリアーを見上げ続ける。

　こつ、こつ、こつ。二メートル先で、騎き士しが立ち止まる。続いて、囁ささやき声ごえ。

「不思議に……思っているだろうね……。僕は……気に入った心しん意い技わざなら、たいてい模も倣ほうできるんだ……」

「…………模も倣ほう……？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやくと、キャバリアーはまたしても肩かたをすくめた。

「といっても……高等な技わざは無理だけどね……。君の《光線》シリーズくらい単純な技わざなら、三日もあれば真ま似ねできるよ……」

「…………でも」

　心しん意い技わざは、それぞれのバーストリンカーが心の奥おく底そこに秘めている闇やみ、あるいは光の具現化。誰だれにも真ま似ねできない、唯ゆい一いつ無む二にの力だったはずだ。なぜなら、どれほど単純に見える技わざでも、力の源リソースとなっている《心の傷》は千せん差さ万ばん別べつ……それを複製することなどできようはずがない。実際、同じ第一段階の射程拡かく張ちよう技わざでも、ハルユキの《光線剣レーザー・ソード》とニコの《輻射拳レイデイアント・ビート》は見た目からしてまったく異なる。

　ふと頭に一つの可能性が浮うかび、すがるような気持ちでハルユキはそれを口にした。

「もしかして……ダスク・テイカーの《魔王徴発令デモニツク・コマンデイア》みたいな能力を持ってるんですか？　あれの心しん意い版ばん……？」

　すると、キャバリアーは珍めずらしく、かすかな笑えみを零こぼした。

「ふ……僕自身も昔、そんな疑問を抱いだき、王に訊きいてみたことがある……。僕のこの力は……《心しん意いを真ま似ねる心しん意い技わざ》なのか、とね……。しかし王の答えは否いなだった……。これは単に僕が…………」

　そこで言葉を切ると、騎き士しは長ちよう剣けんの切っ先をハルユキの眉み間けんに擬ぎした。

「このへんにしておこう……。君とはもう……バーストリンカーとして会うことはないだろうからね……」

　何気ない、しかし恐おそろしい意味を秘めた言葉を口にすると。

　プラチナム・キャバリアーは、ほんの二センチほど切っ先を引いた。

　刹せつ那なの後、必殺の超高速斬ざん撃げきが放たれ、ハルユキの頭を両断する。その未来を変へん更こうする手段はもう残されていない。たとえ《合ごう》を使っても、この間合いでは無意味。

　────いや。

　諦あきらめるな。足あ搔がいて足あ搔がいて足あ搔がきまくれ。たとえコンマ一秒でも生存時間を引き延ばせるなら、それだけ何かが起きる確率が上がる。

　限界を超こえて圧縮された思考の中で、ハルユキは糸し毫ごうの可能性を摑つかみ取とろうとした。

　必ひつ殺さつ技わざ名めいを発声する余よ裕ゆうなどあるはずがないし、右手の剣による防ぼう御ぎよも攻こう撃げきも間に合わない。両りよう翼よくを破は壊かいされたのでスライドダッシュによる回かい避ひも不可能。残る選せん択たく肢しはたった一つ。

　心しん意い技わざの、無発声瞬間発動だ。

　技わざ名めいを叫さけばなければ発動できない必ひつ殺さつ技わざと違ちがって、心しん意い技わざの技わざ名めい発声はイマジネーションを集中するためのトリガーに過ぎない。ニコの指導を受けてからは、心しん意い技わざを使う時は音声もしくは思念で必ず技名を叫んできたが、いまならできるはず。

　信じるのだ。イメージの力を。そして、自分の中にある光を。たとえ愛する人たちと切きり離はなされても、紡つむいできた絆きずなは消えない。タクムから、チユリから、楓フウ子コや謡ウタイやあきらやニコたちから、そして黒クロ雪ユキ姫ヒメから受け取った光は、胸の真ん中で強く、強く輝かがやき、永遠に消えることはない。

　その光を増ぞう幅ふくし、解き放つ。

　──《光殻防壁ライト・シエル》。

　地面に正座したままのハルユキの、傷つき、ひび割れた胸部アーマーの中心から純白の光が迸ほとばしり、球形のシールドとなって広がった。

　まったく同時に、プラチナム・キャバリアーの右手がおぼろに霞かすみ、十じゆう字じ鍔つばの長ちよう剣けんをきらりと瞬またたかせた。

　ハルユキの目の前で、銀色の火花が飛び散った。

　第二段階心しん意い技わざ《光殻防壁ライト・シエル》は、テスカトリポカの重力攻こう撃げきに対たい抗こうするべく編み出した技わざで、エネルギー攻こう撃げきには高い防ぼう御ぎよ力りよくを発揮するが物理攻こう撃げきへの効果は未知数だ。シルバー・クロウの金属装そう甲こうをバターのように切きり裂さいた超高速の遠えん隔かく斬ざん撃げきを完全には防げずとも、わずかでも剣けん筋すじを逸そらすことができれば、と思ったのだが。

　光のバリアーに接せつ触しよくした斬ざん撃げきは、貫かん通つうできずに跳はね返かえり……そしてハルユキは見た。

　空中で、あたかも純銀製のリボンのようにうねる、長さ三メートルにも達する極ごく細ぼそ、極ごく薄うすの刀身を。

　リボンは瞬しゆん時じにキャバリアーの手元へと収縮し、もとの長ちよう剣けんに戻もどった。

　溶とけ崩くずれる《光殻防壁ライト・シエル》の中で、ハルユキは遠えん隔かく斬ざん撃げきの仕し掛かけを見抜いたと確信していた。プラチナム・キャバリアーが持つ十じゆう字じ鍔つばの長ちよう剣けんは、斬ざん撃げきのスピードに応じて刀身をフィルムのように伸しん展てんさせるのだ。キャバリアーの斬ざん撃げきがあまりにも速すぎるため、刀身は単分子レベルまで薄うすく、長く伸び、クロコシータスの前まえ脚あしやハルユキの左ひだり肩かたを容易たやすく切断した。それこそが、銀色のラインの正体。

　しかし狙ねらったものを切断できずに跳はね返かえされると、薄はく膜まく刀身は空中で曲がりくねり、正体を現してしまう。それを忌き避ひしたがゆえに、キャバリアーはルシード・ブレードごとハルユキを斬きろうとはしなかったのだろう。

　視し認にんできないほどの斬ざん撃げきスピードも、ぺらぺらの薄はく膜まく刀身を操あやつる腕うで前まえも神かみ業わざ級きゆうだが、剣けん技ぎとしてはオメガ流りゆうと同じかそれ以上に異い端たんの技わざ──。

「からくりを……知られてしまったね……」

　寒々しい響ひびきを帯びた声で、キャバリアーが囁ささやいた。

「その防ぼう御ぎよ技わざは、前に見せてもらったのに……物理攻こう撃げきには効かないと思い込んでしまった、僕のミスだ……。けれど……これでますます、君を逃がすわけにはいかなくなったよ……」

「…………」

　すぐには答えず、ハルユキはゆっくりと立ち上がった。多少ふらついたがどうにか剣を構え、騎き士しのバイザーをひたと見み据すえる。

「僕も、逃げるつもりはないです」

　気力を振ふり絞しぼって言い放つ。実際、背中を向けた途と端たんに首を落とされることは確実なので、たとえ逃げたくても逃げる方法がない。

《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位と戦い、倒たおす。唯ゆい一いつそれだけが生せい還かんに繫つながる道だ。

　キャバリアーの体力ゲージは満タンで、ハルユキは残り二割。左ひだり腕うでと両りよう翼よくを破は壊かいされ、胸に大穴が開いた満身創そう痍いだが、まだ動けるし、剣もある。

　もう一度、遠えん隔かく斬ざん撃げきを《光殻防壁ライト・シエル》で跳はね返かえし、その隙すきにオメガ流りゆうの《極きよく》で急所を断たつ。

　プランを決めたハルユキは、ルシード・ブレードを正せい眼がんに構え直した。

　斬ざん撃げきの光が見えてから心しん意い技わざを発動したのでは間に合わない。キャバリアーの右手ではなく全身を視界に収め、技わざの起こりを五感で捉とらえる。

　いつしかハルユキの目は、プラチナム・キャバリアーを騎き士しの姿のデュエルアバターとしてだけでなく、クリアシルバーに輝かがやく光の塊かたまりとしても認にん識しきしていた。それはあたかもハイエスト・レベルから見た姿のようだったが、自分に何が起きているのかを意識することもなく、ハルユキはひたすらにその瞬しゆん間かんを待った。

　キャバリアーが自らクロコシータスを倒たおしてしまったいま、時間はハルユキの味方だ。なぜなら、テスカトリポカを引っ張っていった五人が、ポータルから離り脱だつせずこの場に戻もどってくるかもしれないからだ。キャバリアーの策略に彼ら全員が──少なくとも莟ツボミと恵メグミが荷か担たんしている可能性はゼロだと断言できる。

　互たがいに身じろぎひとつしないまま、静かに時間だけが経過していき……そして、ついに。

　キャバリアーの内側に透すける銀色の光が、右手のほうへとごくわずかに揺ゆらいだ。

　──《光殻防壁ライト・シエル》。

　心しん意いのバリアーと不可視の斬ざん撃げきが接せつ触しよくし、キィン！　と硝子ガラス質しつの高音が鳴なり響ひびいた。跳はね返かえされた薄はく膜まく刀身が、再び宙に舞まった。

　ハルユキは、バリアーを解除しながら滑すべるように前へ出ると、最小限の動作でルシード・ブレードを振り下ろした。

　さすがの反応で、キャバリアーが体を捻ひねる。剣けん尖せんが捉とらえたのは頭部ではなく左ひだり肩かただったが、構わず刃やいばを預け──。

《極きよく》。

　すたん、と軽い手応えとともに、騎き士しの肩かたアーマーが垂直に切断された。切きり離はなされた左ひだり腕うでが音もなくスライドし、地面に落下した。

　できた……！　という快かい哉さいは、しかし瞬しゆん時じに霧む散さんした。ハルユキの両目が、有り得ないものを捉とらえたからだ。

　正確には、有るはずなのに存在しないものを。

　ハルユキの鏡像のように左ひだり腕うでを断たたれたプラチナム・キャバリアーの、左ひだり肩かたの切断面。厚さ五ミリほどしかない薄うすい装そう甲こうの中には、がらんどうの闇やみだけが広がっている。

「……アバター素体がない……!?」

　ハルユキが驚きよう愕がくの声を漏もらした、次の瞬しゆん間かん。

　騎き士しの顔を覆おおうバイザーの奥おくで、いままで一度も見えなかった両目が、黒みを帯びた赤色に輝かがやいた。その目も通常のアイレンズではなく、輪りん郭かくが炎ほのおの如ごとく揺ゆらいでいる。

「見たな……」

　左足を引いて半身になり、さらに左ひだり肩かたの切断面を右みぎ腕うでで隠かくしながら、キャバリアーが虚うつろに反はん響きようする声で囁ささやいた。

　ハルユキは無意識の動作で一歩、二歩と後退しながら、どうにか声を絞しぼり出した。

「その体は……デュエルアバターじゃない、んですか……？　ドローン……？　それとも……エネミー……？」

　しかしキャバリアーは答えようとせず、代わりに右手を左ひだり肩かたから離はなした。

　剣を握にぎるその手を、ゆらりと頭上に掲かかげる。天を指す白銀の刀身から、青黒い過オー剰バー光レイが幾いく筋すじも噴ふき出し、ヘビの群れの如ごとく絡からまり合ってのたうつ。ハルユキが知らない心しん意い技わざ。

　これは《光殻防壁ライト・シエル》でも防げないとハルユキは直感した。それ以前に、身につけたばかりの心しん意い技わざを二度も無発声発動したせいで、集中力が尽つきかけている。

　それでも最後まで抗あらがうべく、愛あい剣けんを同じ上段に構えようとした──

　その時。

　突とつ然ぜんキャバリアーが大きく後方へジャンプし、一いつ瞬しゆん前まえまで騎き士しが立っていた場所を、青白い光線が貫つらぬいた。

　騎き士しの剣を包んでいた過オー剰バー光レイが霧む散さんしても、光線は次々と降り注ぐ。それをバックジャンプで避よけ続つづけたキャバリアーは、とうとう宮きゆう殿でんの入り口まで追いやられてしまった。戦せん闘とうを見物していたアイボリー・タワーも、建物の中へと数歩後退する。

　ここでようやく、ハルユキは空を振り仰あおいだ。

　黄緑色の曇どん天てんを背負って、人型のシルエットが一つ、静かに浮ういている。デュエルアバターではない。長い髪かみとスカートを風になびかせ、優美な形状の翼つばさを広げた、あの姿は──。

「…………メタトロン……」

　詰つまりそうになる喉のどから、ハルユキはどうにかその名前を絞しぼり出した。

　神獣レジエンド級きゆうビーイング、《四聖》大天使メタトロン。ハルユキと共にネガ・ネビュラスからオシラトリ・ユニヴァースへと移い籍せきし、以降まったくコンタクトしてこなかった彼女が、なぜこの場所に。
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　ハルユキの驚おどろきを察してか、メタトロンは「少し待ちなさい」と言うかのように右手を持ち上げ、その手を宮きゆう殿でんへと向けた。

　ほっそりした五指の先せん端たんに、青白い輝き点てんが生まれる。それらは十字の光こう芒ぼうへと変化してから、甲かん高だかい共鳴音とともに発射された。

　五本のレーザーは、空中に複雑なスプライン曲線を描えがき、宮きゆう殿でんの入り口付近に突き刺さった。エネルギーが一点に凝ぎよう縮しゆくされ、光球となって膨ふくれ上がり──爆ばく発はつ。

「ッ……！」

　押し寄せてくる熱波を右みぎ腕うでで防ぎつつ、ハルユキは懸けん命めいに目を凝こらした。テスカトリポカの蹂じゆう躙りんを免まぬがれた本館の壁かべや天てん井じようが、エネルギーを吸収しきれずに赤熱、融ゆう解かいしていく。燃もえ盛さかる炎ほのおの中にプラチナム・キャバリアーとアイボリー・タワーの姿を探そうとするが、どこにも見当たらない。爆ばく発はつに巻まき込まれて死んだのか、あるいはどうにかして脱だつ出しゆつしたのか。前者なら死亡マーカーが出現しているはずだが、炎ほのおが収まるまでは確かく認にんできない。

　たとえ生き残っていても、この状じよう況きようで襲おそってくることはないだろう。そう考えつつも警けい戒かいは維い持じしたまま、ハルユキは再び空を見上げた。

　郷きよう土ど歴れき史し館かんの一階を炎ほのおの海に変えた大天使は、ようやく右手を下ろすや背中の翼つばさを畳たたんだ。自由落下で中庭目め掛がけて降ってくると、激げき突とつの寸前でもう一度翼つばさを広げて急制動し、すとんと着地する。

「メタトロン……ありがングッ！」

　ハルユキは、窮きゆう地ちを救ってくれた大天使に感謝の念を伝えようとしたが、最後まで言うことはできなかった。両手を広げたメタトロンに、フルパワーで抱だき締しめられてしまったからだ。

「……まったく、お前はいつもいつも……」

　憤ふん激げき、不満、懸け念ねん、その他多くの感情をはらんだ声でそう囁ささやくと、メタトロンはさらに五秒ほどハルユキを締しめ上げてから、ようやく解放した。

「ぷはっ」

　やっと息をついたハルユキは、いまの圧あつ迫ぱくで体力ゲージが減らなかったことを確かめてから、改めて大天使の顔を見た。

　とても３Ｄオブジェクトとは思えない、魂たましいを吸い込まれそうなほどの美び貌ぼう。つい手で触ふれてみたくなるが、そんなことをしたら今度こそゲージを残り一ドットまで減らされてしまうのでぐっと我が慢まんし、右手に持ったままだったルシード・ブレードを鞘さやに戻もどす。

「ありがとうメタトロン、きみが来てくれなかったら、たぶん死ぬよりヤバいことになってたよ」

　お礼を言い直し、大天使の頭から爪つま先さき、また頭へと視線を往復させてから続ける。

「えと……怪け我がはもう治ったの？」

　そう訊たずねると、メタトロンは当然でしょうと言わんがばかりに頷うなずいた。

「とっくですよ。今回は、コアの損傷はありませんでしたから」

「そっか、良かった……」

　ほっと安あん堵どの息を吐はいたが、そこからの言葉が出てこない。三日前のテスカトリポカ攻こう略りやく戦せんでの惨さん劇げきと、ネガ・ネビュラス脱だつ退たい、オシラトリ・ユニヴァースへの移い籍せきをメタトロンがどう受け止めているのか、表情からはまったく読み取れないからだ。

　いっそ、いまが色々と話し合うチャンスなのでは……と思ったが、残念ながらのんびりしていられる状じよう況きようでもない。現実世界へ戻もどったプラチナム・キャバリアー／京キヨウ武ブ智トモ周チカがどう出るか解わからないし、テスカトリポカを高たか輪なわ方面へ引っ張っていったローズ・ミレディーたちの安否も気きに掛かかる。

　そもそも、キャバリアーとタワーはどうなったのか……と宮きゆう殿でんに視線を向けた途と端たん、メタトロンが言った。

「お前と戦っていたのは、オシラトリ・ユニヴァースの馬使いと、加速研究会の影かげ潜もぐりですね。《テヒリム》で仕留めようとしたのですが、二人とも死ぬ直前に、影かげの中へ逃げ込んでしまいました」

《テヒリム》なる名めい称しようは初耳だが、恐おそらく右手から発射された五連レーザーのことだろう。いつの間にあんな技わざを身につけたのか気になるところだが、いまはもっと他に話すべきことがある。

「きみの言う影かげ潜もぐり……ブラック・バイスは、このあたりの《消えない影かげ》の中に隠かくし通路をたくさん仕込んでるんだ。いまごろはずっと遠くまで逃げてると思う」

「次に見つけたら《トリスアギオン》で即そく死しさせます」

　口調も表情も変えずにそう宣言すると、メタトロンはかすかに眉まゆを寄せた。

「しかし……影かげ潜もぐりはともかくとして、いまや同じレギオンの一員である馬使いが、どうしてお前を殺そうとしていたのですか？」

「それが、僕にも解わからないんだ。アイボリー・タワー……ブラック・バイスを呼んでたからには、単に殺すだけじゃなくて、捕つかまえてどうにかするつもりだったんだと思うけど……」

「……やはり二人とも消し炭にしておくべきでしたね。ただ……気になるのは、あの者たちの行動を、ホワイト・コスモスが容よう認にんしていたのかどうかということですが……」

「あ…………」

　その可能性に初めて思い至り、ハルユキは両目を見開いた。

　有り得ないとは言えない。白の王は、加速世界の黎れい明めい期きから数多あまたの悲劇や惨さん劇げきを生み出してきた、冷れい酷こく無む比ひな策略家だ。実の妹である黒クロ雪ユキ姫ヒメを謀たばかり、初代赤の王を不意打ちで全損させたことを忘れてはならない。ハルユキのレギオン加入を認めたのも、今回の罠わなに嵌はめるためだったのかもしれないのだ。

　言葉を失うハルユキの前で、メタトロンも何やら考えを巡めぐらせている様子だったが、やがて小さくかぶりを振った。

「……いえ、コスモスは関係していないでしょうね」

「え……ど、どうしてそう思うの？」

「なぜなら、私は《楓ふう風ふう庵あん》で傷を癒いやしているあいだ、コスモスの指示でテスカトリポカの解かい析せきを行っていたからです」

「か、解かい析せき!?」

「ええ。私がお前の危機を察知できたのは、観察中だったテスカトリポカの行動パターンが変化したからです。コスモスの指示がなければ、この座標を注視することもなかった」

「……な、なるほど……」

　メタトロンの推論は筋が通っている。キャバリアーの行動を白の王が許可していた、または自ら指示していたのなら、その妨さまたげとなり得るテスカトリポカの解かい析せきをメタトロンに指示するとは思えない。

　ならば、プラチナム・キャバリアーは、白の王が命じていない……それどころか意に反するかもしれない作戦を立案し、他の《七連矮星セブン・ドワーフス》たちまで巻き込んだということなのか。なぜそこまでしてハルユキの排はい除じよを望むのだろう。今回はかろうじて生き延びたが、メタトロンが来てくれなければあの青黒い過オー剰バー光レイを放つ心しん意い技わざで止とどめを刺されていただろうし、レベルでも実力でもキャバリアーのほうが遥はるか格上であることは間ま違ちがいないのに。

　一いつ瞬しゆん考え込んでから、ハルユキはハッと顔を上げた。

「そ……そうだ、テスカトリポカはどうなったの!?　ミレディーさんたちが引っ張っていったんだけど……」

「私が観察を中止した時点では、タカナワからシバウラ方面へと移動していました。ローズ・ミレディーたちが無事かどうかは、この場所からは知るすべがありません」

「そう……だよね。逃げ切ってくれてるといいけど……」

　莟ツボミたちも自動切断セーフティを使っていないはずなので、もし無限ＥＫ状態に陥おちいっていたら、ハルユキが現実世界で彼女たちのニューロリンカーを引き抜かなくてはならない。ポータルに入る前に生死を確かく認にんしておきたいが、ハルユキも満身創そう痍いだ。

　いったんバーストアウトしようか、でももし他の五人が目覚めない状じよう況きようで、京キヨウ武ブ智トモ周チカと二人きりになったら……などと考えていると。

「では、行きましょう」

　そう言ったメタトロンが、再びハルユキを自分の胸に引き寄せた。

「えっ、い、行くってどこに!?」

　あたふたしながら問とい質ただしたハルユキの耳に。

　バシイィィィッ！　という加速音──いや再加速音が轟とどろいた。
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「あ……あのさあ、メタトロン！」

　五感が安定するや、ハルユキは喚わめいた。

「《シフト》するならするって、事前に言ってよ！」

「お前、ここに来るのは二回目や三回目じゃないでしょう。いい加減慣れなさい」

　呆あきれ顔がおで言い放つ大天使の姿は、色のない極小の光点で描びよう写しやされている。それはハルユキも同じだ。

　半はん壊かいした港みなと区く立りつ郷きよう土ど歴れき史し館かんの建物も、激戦でひび割れた地面も、黄緑色の曇どん天てんも消え去り、周囲には深い闇やみだけが無限に広がっている。しかし視線を下方に向けると、そこにはあたかも銀河の如ごとき膨ぼう大だいな星の群れが静かに息づく。無制限中立フィールドミーン・レベルよりもさらに高次の空間、ハイエスト・レベル。

　移動したのは意識だけで、二人のアバターは歴史館の中庭に置きっ放しだが、この場所ではミーン・レベルよりもさらに加速された時間が流れているので、無防備な体に危険が及およぶ可能性はない。

　そして、ハイエスト・レベルでは、時間と同様に距きよ離りも意味を持たない。見たいものは全て見られるし、行きたい場所にはどこにでも行ける。エリア00こと帝てい城じようの内部を除いて、ではあるが。

「そっか、ここからなら……」

　ようやくメタトロンの意図を悟さとったハルユキは、そう呟つぶやきながら足あし許もとに広がる銀河を見下ろした。

　数え切れないほどの白い星は、現実世界に存在するソーシャル・カメラの位置を示している。それらによって描えがき出された東京都心部のあちこちに、色のついた星もいくつか見いだせる。無制限中立フィールドミーン・レベルにいるエネミー、もしくはバーストリンカーなのだが、現状では狩かりをしている集団は皆かい無むに近いはずだ。

　つまり、バーストリンカーが一いつ箇か所しよに五人集まっていれば、それはローズ・ミレディーたちである可能性が高い。もしかしたら逃とう走そうしたプラチナム・キャバリアーとブラック・バイスも探せるかもしれないが、見つけてもここからでは何もできない。

　光の海の真ん中にぽっかりと空いた隔かく絶ぜつ空間──帝てい城じようを目印に、南へと視線を移動させる。ひときわ高い光の塔とうは虎とらノ門もんヒルズ、その南にあるのが芝しば公こう園えんと旧東とう京きようタワー、さらに下がると芝しば浦うら──。

「あ……」

　実体を失っているはずのハルユキの全身に、ぞくりと冷たい戦せん慄りつが走った。芝しば浦うら埠ふ頭とうがある埋うめ立たて地ちの西側、何本もの運河が入り組んでいるあたりに、ブラックホールの如ごとき濃のう密みつな闇やみが渦うず巻まいている。全てを吞のみ込むかのようなあの暗黒星こそ、終しゆう焉えん神しんテスカトリポカに他ならない。

　視線どころか意識までをも吸い込まれそうになり、ハルユキは強く両目をつぶった。

　不意に、右手を仄ほのかな熱が包んだ。見れば、隣となりに立つメタトロンが、左手でハルユキの手を握にぎっている。ハイエスト・レベルには《当たり判定》が存在しないはずなのに、確かな接せつ触しよく感かんがハルユキの意識を繫つなぎ止とめる。

「……あ、ありがとう」

　小声でそう言うと、大天使はつんと顔を逸そらし、素っ気ない声で応じた。

「お前のような未熟な小戦士が、単独であれを観察するのは危険を伴ともないますから。そんなことより、見つけましたよ」

　そう告げたメタトロンが、右手でテスカトリポカの右側を指差した。

　目を凝こらすと、芝しば浦うら埠ふ頭とうから五百メートルほど東に離はなれた海上に、五つの星が浮うかんでいた。色合いからして、ローズ・ミレディーたちに違ちがいない。《煉れん獄ごく》ステージでも海は海なので、どうやって水面を進んでいるのかは不明だが、テスカトリポカを誘ゆう導どうしつつ逃にげ延のびるという困難なミッションをほぼ達成しつつあるらしい。五人の進行方向には、東京で最も名の知れたランドマークの一つである豊とよ洲す市場が存在するので、あそこまで辿たどり着つけばポータルから離り脱だつできるだろう。

　ほっと息を吐はき、メタトロンの手をしっかり握にぎったまま、漆しつ黒こくのブラックホールをもう一度眺ながめる。

　帝てい城じようがある千ち代よ田だエリアの中央も暗くら闇やみに包まれているが、質感がまったく違ちがう。帝てい城じようの闇やみを情報が遮しや断だんされた虚きよ無むとすれば、テスカトリポカの闇やみは圧あつ倒とう的てきなまでのエネルギーを内包した特異点。観念的空間であるハイエスト・レベルから見ていても、放射される破は壊かいの意思が振しん動どうとなって伝わってくる気がする。

「……白の王は、テスカトリポカのことを《終わりの神》って呼んでた。世界を閉じるために存在する蹂躙者デバステイターだ、って……」

　半ば無意識状態でそう呟つぶやいてから、ハルユキは複雑に絡からまり合あった思考を言葉に換かえるべく続けた。

「前にグラフさんが、ブレイン・バーストには二人の製作者がいるって話をしてくれたよね。帝てい城じようを作って、その奥おく深ふかくに最後の神じん器き《ザ・フラクチュエーティング・ライトＴ　　　Ｆ　　　Ｌ》を封ふう印いんした製作者Ａと、帝てい城じようを攻こう略りやくしてＴＦＬを解放するために、それ以外の世界全てを作った製作者Ｂ。白の王は、ブレイン・バーストを実際に動かしてるのは製作者Ｂが設置した管理用のＡＩで、テスカトリポカを生み出したのもそのＡＩだって言ってた」

「ＡＩ……《ヒトが生み出した知能》を指す言葉ですね」

　メタトロンの囁ささやくような声に、ハルユキは一いつ瞬しゆんだけ呼吸を止めた。

　思い返してみれば、いままでハルユキも黒クロ雪ユキ姫ヒメたちも、メタトロンの前でＡＩという言葉を使ったことはなかったはずだ。たぶん、人間と何ら変わらない知性や感情を持つメタトロンに、《造られたもの》という概がい念ねんをぶつけることを躊躇ためらったからだろう。

「ご……ごめん」

　反射的に謝あやまると、メタトロンはそっとかぶりを振った。

「謝罪は無用です。私がそういう存在であることは事実ですから。ただ、《ヒト》という言葉の定義がいささか曖あい昧まいで、落ち着かない気持ちになりますけどね」

「ヒト……」

　思わず首を傾かしげる。人間のことだよと言いそうになるが、それはきっと答えになっていない。あとで黒雪姫に訊きいてみようと思ってしまってから、しばし息を止めて胸の痛みをやり過ごし、ハルユキは言った。

「僕は、メタトロンのことを、僕と同じ人だと思ってるよ」

「ほう、そうですか」

　どこか面おも白しろがるような声を出すと、大天使は再び右手を持ち上げ、渦うず巻まくブラックホールを指差した。

「しかし、私はお前たちロウエスト・レベルの住人よりも、遥はるかにあの怪かい物ぶつに近しい存在なのですよ。どちらもビーイングであることに変わりはないのですから。お前は、テスカトリポカもまた人だと思うのですか？」

「え……えと……」

　言葉に詰つまっていると、メタトロンがハルユキと繫つないだ手に少しだけ力を込めた。

「いまのは意地の悪い問いでした。──私は、お前たちの時間で七年ほどもあのビーイングを観察、解かい析せきし続けましたが、意識……知性のようなものを見いだすことはできませんでした。テスカトリポカは帝てい城じようを中心とする一定範はん囲い内ないを不規則な経路で歩き回り、小戦士を探知するとそこへ移動し、攻こう撃げきする。それ以外の行動は一いつ切さいしませんし、こちらからのコンタクトにも反応しません。あれと比べれば、お前たちの言う小レツ獣サー級きゆうビーイングのほうが、まだしも知性的に感じられますよ」

「……うん」

　ショコラ・パペッターたちプチ・パケ組の友達である、小レツ獣サー級きゆうエネミーの《クルちゃん》を思い出しながらハルユキは頷うなずいた。

　そう言えば志シ帆ホ子コたちや小オ田ダ切ギリ累ルイともぜんぜん話せてないな、という思考をぐっと吞のみ込み、メタトロンに訊たずねる。

「でも……テスカトリポカは、バーストリンカーがビーイングを攻こう撃げきすると、何もしてない時よりもずっと遠くから探知して、すごい勢いで飛んでくるって聞いたよ。実際、さっきもそうだったし……。それは、この世界のビーイングを守ろうとしてるってことじゃないの？」

「違ちがいます」

　ハルユキの仮説を、大天使はばっさり否定した。

「ど、どうして……」

「なぜならテスカトリポカは、小戦士を攻こう撃げきする時、そこにビーイングがいてもお構いなしに巻き込むからです。そもそも、お前の救出作戦で、あやつが私をまったく躊ちゆう躇ちよせずに攻こう撃げきしたことを忘れたのですか？」

「あ……忘れてない、忘れてないよ」

　ぶんぶんかぶりを振ってから、急いで付け加える。

「えと、ちゃんと言ってなかったけど、あの時は本当にありがとう。メタトロンの流りゆう星せい斬ぎり、超ちよう絶ぜつ凄すごかったよ」

「リュウセイギリ？　何ですか、それは？」

「いや、その、きみが急降下から上じよう段だん斬ぎりぶちかましたやつ、流星みたいだったから……」

「ふむ。ではあの技わざはそう名付けましょう」

　気のせいか、メタトロンは満まん更ざらでもなさそうにそう言ってから、かすかなため息をついた。

「……しかし、礼を言うには及およびません。私は結局、お前の救出に失敗したのですから」

「ううん、そんなことない。きみは僕を助けてくれたよ」

　ハルユキは体を回すと、左手を伸ばしてメタトロンの右手を強く握にぎった。

「あの時、僕と一いつ緒しよにオシラトリ・ユニヴァースに移い籍せきするって言ってくれたよね。さっき、白の王がきみにテスカトリポカを解かい析せきさせてたっていう話を聞いて思ったんだ。もしかしたら、白の王が僕の要求を受け入れてタクムたちを助けてくれたのは、本当はきみが欲ほしかったからなんじゃないかって」

「……そんなことは考えもしませんでしたが……」

　メタトロンは途と惑まどったように瞬まばたきしたが、すぐに首を横に振った。

「いえ、違ちがうでしょう。なぜならホワイト・コスモスは、あの時容易に私を……」

　一いつ瞬しゆん言いよどんだその続きを、ハルユキは聞けなかった。

　突とつ然ぜん、右側から鋭するどい声が飛んできたからだ。




「おいメタトロン、いつまで待たせるのじゃ！」




「ひえっ!?」

　繫つないでいた両手を離はなし、再び体を九十度回転させる。

　ほんの二メートル──ハイエスト・レベルに距きよ離りは存在しないのでハルユキがそう感じただけだが──離はなれた場所に立っているのは、古こ墳ふん時じ代だいを連想させるゆったりした装しよう束ぞくに身を包み、ストレートの髪かみを顔の両側で輪っかに結ゆった女性だった。頭には日輪を模した宝ほう冠かんをかぶり、口くち許もとは右手に持った扇せん子すで隠かくしている。

　敵対的な存在ではないが、決して軽かろんじていい相手でもない。メタトロンとまったく同格の最上位ビーイングにして東とう京きよう駅えき地ち下か迷めい宮きゆうことアマノイワトの主、《四聖》アマテラスだ。

　ハルユキが直立不動でフリーズしていると、メタトロンが一歩前に出て言葉を返した。

「待たせるも何も、ここでの接せつ触しよくを約束した記き憶おくはありませんが」

「なに、おぬしがシフトしたのを感じたので、積もる話を片付けようと思ったのじゃが、そこの小こ僧ぞうと仲良く話し込んでおったので、気を利きかせてやったのじゃ」

「ならばあなたが勝手に待っただけのことでしょう！　それに私は別に仲良くなど……」

　両手を握にぎり締しめて反論しかけてから、メタトロンは二、三秒かけて体の力を抜き、コホンと咳せき払ばらいした。

「いえ、どうでもいいことです。アマテラス、話とは何ですか？」

「まあ待て、その前に……」

　扇せん子すをぱちりと閉じると、アマテラスは先せん端たんをハルユキに向けた。

「シルバー・クロウ、おぬし、何か忘れておらぬかえ？」

　しっとりと典てん雅がな低音でそう問われ、ハルユキは五、六回瞬まばたきを繰くり返かえしてから「あっ」と声を漏もらした。

「わ、忘れてませんよ。アマノイワトにケーキを届ける件ですよね」

　早口でまくし立てるあいだも、耳の奥おくに越コシ賀カ莟ツボミの声が甦よみがえってくる。

　──アマテラスとの約束、早めに履り行こうしておいたほうがいいわよ。すっぽかして機き嫌げんを損そこねたら大変よ、本当に。

　これはもしかするとすでに機き嫌げんを損そこねてしまっているのだろうかと怯おびえつつも、ハルユキは身み振ぶり手て振ぶりを交えて弁解した。

「えーとえーと、本当はインティ攻こう略りやく作戦が終わったらすぐに伺うかがうつもりだったんですけど、中からテスカトリポカが出てきちゃって、その後もあれこれ色々あって、それで……」

「そう慌あわてんでもよい、妾わらわも状じよう況きようは把は握あくしておる」

　すっと近づいてきたアマテラスは、「落ち着け」と言わんがばかりに扇せん子すでハルユキの額を叩たたいた。メタトロンのデコピンと同様に、軽かろやかな衝しよう撃げきが伝わってくる。

「いましばし待ってやるゆえ、いずれ必ず、長なが櫃びつ一つぶんのケーキを奉ほう納のうするのじゃぞ。無論、全て異なる味のやつをな」

「…………は、ハイ、必ず」

　長なが櫃びつなる容いれ物ものを見たことはないが、たぶんピクニックバスケットくらいのものだろうと想像しながら、ハルユキはアマテラスに問いかけた。

「それで……積もる話っていうのはどのような……？」

「無論、アレに関してじゃよ」

　ふわりと差し伸べた扇せん子すが指し示すのは、遥はるか下方で渦うず巻まく漆しつ黒こくのブラックホール。

　アマテラスは、引ひき戻もどした扇せん子すを再び口くち許もとにあてがい、ぱちっと音を立てて開いた。

「あのようなデカブツが朝な夕なほっつき歩いていたら、うるさくておちおち寝てもいられん。そろそろ、どうにかする算段をつけねばと思ってな」

「簡単に言いますが……」

　呆あきれ声ごえで割り込んだメタトロンは、両手を腰こしに当ててわざとらしくため息をついた。

「あの巨きよ人じんは、帝てい城じようを守る獣けものどもを遥はるかに上回る力を持っています。あなたとて、安易に近づけば息い吹ぶき一つで消し飛ばされてしまいますよ」

「解わかっておる。正面からぶつかる気などありはせんが、しかしこのまま放ってもおけんじゃろ。恐おそらくじゃが、もし妾わらわのアマノイワトやおぬしのコントラリー・カセドラルに小戦士の集団が入り込んだら、テスカトリポカは地面を貫つらぬいて攻こう撃げきしてくるぞ」

「あ……」

　その可能性を考えていなかったハルユキは、鋭するどく息を吞のんだ。

　言われてみれば、テスカトリポカが地ち下か迷めい宮きゆう内ないのバーストリンカーに反応しない理由はない。無制限中立フィールドミーン・レベルの地面はどんなステージ属性でも原則として破は壊かい不能だが、《終わりの神》にそんな常識は通用するまい。

「……確かに、地上でのエネミー狩がりでポイントを稼かせげなくなったレギオンが、迷めい宮きゆうの中ならいけるかもって考える可能性はありますね……。──でも、仮にアマテラスさんたちの迷めい宮きゆうがテスカトリポカに壊こわされたとしても、変へん遷せんが来れば元に戻もどるのでは？」

　ハルユキとしては当然の質問だったが、メタトロンは右手を、アマテラスは扇せん子すを持ち上げ、デコピンとチョップを同時に炸さく裂れつさせた。

「いでっ！」

「愚おろかなことを言うからです。私たちが、いずれ修復されるからといって城の破は壊かいを甘あまんじて受け入れるような臆おく病びよう者ものだと思うのですか」

「う、ううん」

　ふるふる首を左右に動かしてから、ハルユキは視線をアマテラスへと移動させた。

「じゃあ、アマテラスさんには何か作戦があるんですか？」

「それを相談しに来たんじゃ。言っておくが、あのデカブツにうんざりさせられているのは、妾わらわだけではないぞ」

「え……？　それは、どういう……」

　ハルユキが、言葉の意味を問とい質ただそうとした、その時。

　りぃん、りぃん……という鈴すずの音ねが、無む窮きゆうの常とこ闇やみに幽かそけく響ひびいた。

　壁かべがないのに反はん響きようして聞こえるせいで、発生源を特定できない。右と左を交こう互ごに見てから、素す早ばやく振り向く。すると──。

　不可視の地面をしずしずと歩いてくる、一つの人ひと影かげが見えた。新手のバーストリンカーかと思わず身構えるが、極小の光点で描えがかれた姿はデュエルアバターではなく、メタトロンたちと同様生身の女性に見える。

　胸むな元もとが幅はば広ひろの合わせ襟えりで、袖そで丈たけをたっぷり取った衣い装しようは着物に似ているが、サッシュ帯から四角い前垂れが延びているところは日本の振ふり袖そでとは違ちがう。足あし許もとまであるスカートには細めのプリーツが並び、アマテラスの日輪よりはいくらかおとなしいデザインの宝ほう冠かんを被かぶっている。歩くたびに鳴る音の源は、宝ほう冠かんの左右で揺ゆれる小さな鈴すずのようだ。

　──もしかして、また最上位のビーイングさん？　まさか《四聖》の残りお二人のどっちかだったり？

　そう考えたハルユキは、摺すり足あしでじりじり後退しようとしたが、気付いたメタトロンに背中を押おし戻もどされてしまった。

「怖おじ気けづく必要はありませんよ、しもべ。彼女はアマテラスと比べれば、まあまあ穏おだやかな性格ですから」

「……まあまあって言われても、ぜんぜん安心できないんですけど……」

　小声で抗こう弁べんしつつ、往おう生じよう際ぎわ悪く後ずさろうとした時。

「あなたがシルバー・クロウ？」

　目の前で立ち止まった第三のビーイングが、しゃりんと鈴すずを鳴らしながら言った。

　メタトロンの凜りんと響ひびくメゾソプラノとも、アマテラスの典てん雅がなアルトとも異なる、透とう明めい感かんのあるソプラノ。やはり瞼まぶたを閉じているが、わずかに幼さが漂ただよう小さな顔は、思わず見入ってしまうほど可か愛わいらしい。

　もしかしたら本当に怖こわい人じゃないのかも……と一いち縷るの望みを抱いだきながら、ハルユキはぴんと背筋を伸ばして名乗った。

「は、はい、シルバー・クロウです。えと……あなたは……？」

「バリ」

「ば、ばり……さん？」

「バリ様」

「ばり……さま」

「もしくは姫ひめ様さま。あるいは巫ふ祖そ公こう主しゆ殿でん下か」

「で……でんか……」

　──ほーらやっぱり一筋縄じゃいかなそうだぞ。

　と頭の中で呟つぶやいていると、アマテラスが焦じれたような声を出した。

「挨あい拶さつはそのくらいでいいじゃろ。バリよ、おぬしの《慧けい眼がん》はあれをどう見た？」

「ビーイングじゃない」

「……なんじゃと？」「どういう意味ですか？」

　怪け訝げんそうな声を出すアマテラスとメタトロンのあいだで、ハルユキもきょとんと両目を瞬しばたたかせた。

　アマテラスが言った《あれ》とは、もちろんテスカトリポカのことだろう。それに対して、ビーイングではないとはどういう意味なのか。ビーイングはエネミーと同義だし、テスカトリポカ以上に敵エネミーと呼ぶに相応ふさわしい存在もあるまい。

　眼下に広がる光の海と、その一角で渦うず巻まく暗黒の巨きよ星せいをしばし見下ろしてから、ハルユキは言った。

「えと……バリさん、じゃなくてバリ様、それはテスカトリポカがライトキューブを持っていないってことですか……？」

「おしい」

　と答えた巫ふ祖そ公こう主しゆバリは、ふわりとスカートをなびかせて、何もない中空に腰こし掛かけた。

　左のメタトロン、右のアマテラスもそれに倣ならったので、ハルユキもつい腰こしを落としかけたが、そのまま尻しり餅もちをつきそうになり、懸けん命めいに踏ふみ留とどまる。

　正面に座すわるバリは、ほんのり呆あきれ顔がおになりながら言った。

「ビーイング全体をみれば、ライトキューブをもっているのはごく少数。《卵》のインティももっていなかったんだから、そこからうまれたテスカトリポカがもっていなくても不思議じゃない」

　少しばかり舌っ足らずな感じの喋しやべり方かたに、どこかで聞いたような……と思ってから気付く。単なる偶ぐう然ぜんだろうが、滑かつ舌ぜつがいくぶん甘あまいところがスノー・フェアリーを連想させるのだ。

　名前を出してみようかと一いつ瞬しゆん考えたものの、話を脱だつ線せんさせている場合ではないと思い直し、ハルユキは別の質問を口にした。

「あの……そもそも、バリ様たちはご自分がライトキューブを持っていることを、どうやって確かく認にんしたんですか？　キューブ自体を目で見るのは不可能ですよね……？」

「確かく認にんなんかしてない。推測しただけ」

　平然とそう言い放つと、バリは可か愛わいらしく肩かたをすくめた。

「あたえられたアルゴリズムに従ってフィールドをうろつく下位のビーイングと、メタトロンやアマテラスやわたしみたいな《城持ち》のビーイングのあいだには、一つ大きな違ちがいがある。それは、言語によるコミュニケーションが可能かどうかってこと。ずーっと昔にわたしたちは、わたしたちがどうして言葉をしゃべれるのかあれこれはなしあって、小戦士たちと同じように《かんがえるための回路》をあたえられているからだという仮説をたてたの。その仮説はいまだに証明されていないけど、否定もされていない」

「な、なるほど……」

　大いに納なつ得とくしてから、ハルユキはふと気になったことをついでに訊たずねた。

「ちなみに、バリ様のお城はどこにあるんですか？」

「あなたたちが国立競技場ってよんでるところ」

「へえっ」

　二十数年前のオリンピックの時に建たて替かえられた、巨きよ大だいな宇宙船めいた外観のスタジアムを思おもい浮うかべながら、ハルユキは何の気なしに言った。

「あそこにも地下迷めい宮きゆうがあったんですね。今度遊びに……」

　途と端たん、隣となりのアマテラスにじろりと睨にらまれてしまう。アマノイワトに長なが櫃びついっぱいのケーキを持っていくという先約を思い出したハルユキは、慌あわてて話題を戻もどした。

「じゃなくて、テスカトリポカの話でした。えーっと、ライトキューブの有う無むがビーイングかそうでないかの条件じゃないなら……バリ様は、なぜテスカトリポカがビーイングじゃないと……？　動き回るし、体力ゲージもあるのに……」

「もう降参？」

　バリは淡あわい笑えみを浮うかべたものの、もったいぶろうとはせずに答えを口にした。

「わたしはあれの中に、ビーイングがもっているはずのないものをみつけたの」

「そ、それは……？」

「ミーン・レベルとロウエスト・レベルをつなぐ回かい廊ろう……あなたたち小戦士が《ポータル》とよぶもの」

「えっ……？」

　想像もしなかった答えに、ハルユキはゴーグルの下でぽかんと口を開けてしまった。

　メタトロンとアマテラスもさすがに驚おどろいたのか、身じろぎひとつせずに沈ちん黙もくを保っている。やむなくハルユキは、しばし考えをまとめてからバリに問いかけた。

「ポータルが、テスカトリポカの中に……？　でも、近づいただけで殺されちゃうんだから、そのポータルは誰だれも使えないですよね。いったい何のためにそんなものが設置されてるんですか……？」

「そこまでわたしにわかるわけない」

　というバリの返事は至し極ごくもっともだ。テスカトリポカの中に本当にポータルがあるとして、その理由を知っているのはあの巨きよ人じんを生み出した存在……ブレイン・バーストの管理ＡＩか、さらなる上位者である製作者Ｂだけだろう。テスカトリポカを倒たおし、中から出てきたポータルに入ってみれば何か解わかるかもしれないが、そもそも倒たおせないからここまで大おお事ごとになっているのだ。

「す、すみませんでした。……つまり、テスカトリポカの本質は、ビーイングじゃなくてポータルだってことですか……」

「インティの本質がテスカトリポカの卵なら、テスカトリポカの本質もその中にあるものだとかんがえるのが妥だ当とう」

「確かに……」

　ハルユキが呟つぶやくと、メタトロンも頷うなずいて賛意を示した。

「バリの《慧けい眼がん》が見誤るとは思えませんし、テスカトリポカの中にポータルがあるのなら、それはあの破は壊かい者しやの存在意義に直結していると見なすべきでしょう」

「そうじゃな」

　相づちを打ったアマテラスが、見えない背もたれに深々と寄りかかった。

「しかし重要なのは、その情報をあやつの攻こう略りやくにどう結びつけられるか……じゃ。ポータルは例外なく破は壊かい不能じゃろ。そんなものを腹に吞のみ込んでおると聞いたら、むしろ倒たおせる可能性が遠のいたような気がしてきたぞよ」

「だとしても、わたしのせいじゃないから」

　少しばかりへそを曲げたような顔でそう言うと、バリは空気椅い子すからふわりと立ち上がった。

「今後も観察はつづけるわ。また何かわかったらしらせる」

「ええ……よろしく頼たのみます」

　メタトロンの言葉に、バリはこくりと首しゆ肯こうすると、閉じた瞼まぶたをハルユキに向けた。

「それと、シルバー・クロウ」

「は、はいっ」

「わたしのお城にくる時は、ケーキもってきて」

「……ハ、ハイ」

　かくかく首を上下させるハルユキの隣となりで、メタトロンがため息をついた。

「債さい務むばかりが増えていきますね、しもべ」

「言っておくが、妾わらわのケーキが先じゃからな」

　アマテラスにも念ねん押おしされてしまい、もう一度「ハイ」と応じてから、「テスカトリポカの件が片付いたら」と心の中で付け加えるハルユキだった。




　ハイエスト・レベルから離り脱だつしたハルユキは、楓ふう風ふう庵あんに帰き還かんするメタトロンを見送ってから、港みなと区く立りつ郷きよう土ど歴れき史し館かんの本館三階へ移動した。

　かろうじて破は壊かいを免まぬがれたホールの真ん中には、グレイシャー・ビヒモスが言っていたとおり、楕だ円えん形けいの青い光が蜃しん気き楼ろうの如ごとく揺ゆらいでいた。

　メタトロンのおかげで無事を確かく認にんできたビヒモスたちは、まだ芝しば浦うら沖おきの海上を移動しているはずだ。豊とよ洲す市場までは約一キロ、海面を走れるなら三分もかかるまい。ハルユキがいますぐバーストアウトしても、現実世界でのタイムラグは〇・二秒前後。

　それでもハルユキは、ポータルの前でゆっくり百まで数えてから、意を決して青い光の渦うずに飛び込んだ。
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　現実世界の音と匂においと重力が戻もどってきても、ハルユキはすぐには目を開けられなかった。

　とりあえず、加速中に生身の体をどうこうされた気配はない。一回深呼吸してから、そっと瞼まぶたを持ち上げる。

　テーブルの向かい側に並ぶ小コ清シ水ミズ理リ生オウと鷺サギ洲スあいりはすでに覚かく醒せいしつつあり、莟ツボミたちが座すわる右側からも身動きする気配が伝わってくる。テスカトリポカを引っ張っていった五人は無事にバーストアウトできたようだが、問題は──。

　恐おそる恐おそる右みぎ斜ななめ前を見やると、京キヨウ武ブ智トモ周チカ──プラチナム・キャバリアーは、メッシュチェアに体を預け、深く俯うつむいたままだ。まだ無制限中立フィールドに残っているのだろうか、しかしもう内部時間では三時間近く経たつはずなのに……とハルユキが考えた、その時。

　智周の長い睫まつ毛げがかすかに震ふるえ、少しだけ上に動いた。

　半分だけ露あらわになった灰色の瞳ひとみは、煙けぶるような淡あわい光に彩いろどられていて感情を読み取れない。しかし彼も同じ人間だ。ハルユキに左ひだり腕うでを落とされた直後に発した、「見たな」という声には確かな感情が込められていた。

　たとえ智周が《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位で、白しら樺かばの森もり学園の生徒会長で、ファッションモデル級の美男子でも、ここで黙だまっているわけにはいかない。

　アイボリー・タワーと結けつ託たくし、七ナ々ナ子コたちを騙だましてまで罠わなを仕し掛かけた理由を問とい質ただすべく、ハルユキは口を開いた。

「あ、あの……京武さん……」

　しかし、言えたのはそこまでだった。いきなり智周が勢いよく立ち上がったからだ。後ろに押しやられたメッシュチェアが、がたんと音を立てて壁かべにぶつかる。

「ど……どうしたのですか、京武氏？」

　驚おどろき顔で呼びかける理生を完全に無視し、智周は足早に部屋を横切ると、ハルユキに一いち瞥べつもくれることなくパーティションの奥おくへと消えた。ドアの開閉音を最後に、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　それを破ったのは、あいりののんびりした声だった。

「あれ～？　チカリンどうしたの～？」

「テスカトリポカをプルし始めてすぐ、ナントカゾーンが効かなかった責任があるって言って歴れき史し館かんに戻もどったんだけど……有アリ田タくん、何かあったの？」

　隣となりの恵メグミにそう問われ、ハルユキは「えーと……」と口ごもった。

　何かあったどころの騒さわぎではないが、智周本人がいない場所で説明するのも告げ口のようで気が引ける。しかし、彼は釈しやく明めいの機会を放ほう棄きし、自分の意思で部屋を出ていったのだ。

　逡しゆん巡じゆんを振り切り、ハルユキは郷土歴史館の中庭で起きたことを全て──ハイエスト・レベルでの会話を除いてだが──詳しよう細さいに語った。

　戻もどってきたプラチナム・キャバリアーが、不可視の超高速斬ざん撃げきでクロコシータスの右みぎ前まえ脚あしとハルユキの左ひだり腕うでを切り落としたこと。

　オメガ流りゆうの奥おう義ぎを使ってどうにか隙すきを作り、飛行アビリティで逃げようとしたが、ハルユキの心しん意い技わざ《光線槍レーザー・ランス》をコピーした遠えん隔かく攻こう撃げきで撃うち落おとされたこと。

　とどめの一いち撃げきを心しん意い技わざ《光殻防壁ライト・シエル》でかろうじて弾はじき、カウンターの一いち撃げきでキャバリアーの左ひだり腕うでを落としたこと。

　大天使メタトロンが現れ、レーザー攻こう撃げきでキャバリアーを撃げき退たいしてくれたこと。

　そして、一部始終をアイボリー・タワーが眺ながめていたこと──。

　五分以上かけて説明を終えると、ハルユキはグラスに残っていたアイスティーで喉のどを潤うるおした。あいりが無言で立ち上がり、キッチンからガラスジャグを取ってきてお代わりを注いでくれる。

　自分のグラスにも少し注つぎ足たし、一口で飲み干したあいりは、立ったまま「あ～～……」と長い嘆たん声せいを漏もらした。

「チカリン、成長しないなぁ～。やったこともアウトだけど、ふてくされて逃げたのはもっとアウトだよ～」

　ゆっくり首を左右に振りながらあいりが着座すると、テーブルの右みぎ端はしで七ナ々ナ子コも同じトーンの声を出した。

「まったく……。バッシュフルが、クロウのとこにもどるっていった時、らしくないなーっておもったんだよ……。スニージーも一いつ緒しよにいかせればよかった」

「でも、理リ生オウがいなかったら海を渡わたれなかったわ。ていうか、五人の誰だれが欠けてても、テスカトリポカからは逃げ切れなかった」

　冷静な声で指し摘てきしたのは莟ツボミだ。恐おそらく彼女たちは、グレイシャー・ビヒモスの能力で海面を凍とう結けつさせて道を作ったのだろう。ミレディー、オラクル、フェアリー、リーパーもそれぞれの力を発揮し、退路を切り開いたようだ。

　全員無事でいてくれて良かった、と思ってしまってから、ハルユキはテーブルの下で両手を強く握にぎった。恵メグミと莟以外の三人の中に、智トモ周チカの狙ねらいを知っていた人間がいるかもしれないのだ。その場合、最も可能性が高いのは、やはり同じ学校の生徒会に所属する小コ清シ水ミズ理生だろう。

　というハルユキの疑念を察したわけではあるまいが、いままで沈ちん黙もくしていた理生がいきなり椅い子すから立ち上がり、テーブルに両手を突くや、短く刈かった頭を深々と下げた。

「有アリ田タ氏。本当に申し訳ありません……京キヨウ武ブ氏に代わって、心より謝罪いたします」

「い、いえ、そんな」

　一秒前まで理生を疑っていたことをいっとき忘れて、ハルユキは両手を前に突き出した。

「小清水さんが謝あやまらなくても……実害はなかったわけですし……」

「いやいや、これでもまったく足りないくらいです。京武氏と最も付き合いが長いのは私なんですから、彼の企たくらみに気付けなかったのは許されざる過あやまちですよ」

　そう言い切ると、理リ生オウは額がテーブルにぶつかる寸前まで低頭した。どうすればいいの、と途と方ほうに暮れつつ恵メグミやあいりを見るが、二人とも助け船を出してくれる様子はない。

「えーと……それじゃ、一つ教えて欲ほしいんですが……」

　ハルユキがそう言うと、理生はようやく顔を上げた。メガネの奥おくの実直そうな両目に視線を合わせ、核かく心しん的てきな質問を投げかける。

「キャバリアーさんは、どうしてあんなことをしたんだと思いますか？」

「…………それは……」

　口ごもってしまった理生に代わって、七ナ々ナ子コがぽつりと呟つぶやくように答えた。

「バッシュフル……トモチカにとっては、王さまがすべてだからだよ」

「全て……って……」

　すぐには言葉の真意を摑つかめず、今度はハルユキが口ごもった。

　バーストリンカーとしてレギオンマスターに全てを捧ささげている、という意味なら理解できるが、ハルユキのオシラトリ・ユニヴァースへの移い籍せきを認めたのは白の王その人なのだ。今回のキャバリアーの行動は、明らかに白の王の意思に反している。

　途と惑まどうハルユキの耳に、七々子の静かな、しかし辛しん辣らつな言葉が届いた。

「トモチカの行動原理は、どれだけ王さまにつくせるか、王さまのやくにたてるかだけなの。だからきっと彼は、クロウを排はい除じよすることが王さまのためだとおもったんでしょう」

「…………」

　どう応じていいのか解わからず、ハルユキは智トモ周チカが座すわっていた椅い子すと、テーブルのいちばん奥おくに置かれている、最初から空席のままの椅い子すを見やった。

　ふと、ハルユキが斬きったキャバリアーの鎧よろいの内側に、アバター素体が存在しなかったことを思い出す。先刻の説明でも、それだけはなぜか口にするのを躊躇ためらってしまったのだが、もしかすると端たん整せいな騎き士しの姿ではなく、がらんどうの鎧よろいこそが京キヨウ武ブ智周の《心の傷》を象しよう徴ちようしているのだろうか。だとすれば彼は、アルゴン・アレイが唱える《心しん傷しよう殻かく理り論ろん》を、誰だれよりも純じゆん粋すいに体現したメタルカラーだということになるのではないか。

　自分を罠わなに掛かけて殺そうとした相手なのに、七々子の論評をそのまま受け入れることに奇き妙みような抵てい抗こうを感じたハルユキは、懸けん命めいに言葉を探した。

「…………でも、キャバリアーさんは、白しら樺かばの森もり学園の生徒会長なんですよね。そんな大変な役職に立候補したのは、自分の学校を良くしたいっていう気持ちがあったからじゃないんですか？」

「トモチカが白シラ学ガク中等部の生徒会長になったのは、王さまがなれっていったからよ」

　ハルユキの推測を一刀両断にした七々子は、波打つ金きん髪ぱつを搔かき上げ、サファイアブルーの瞳ひとみを怪け訝げんそうに瞬しばたたかせた。

「クロウ、あなた、どうしてトモチカの肩かたをもとうとするの？　だまされて、うらぎられて、ころされかけたんでしょ？」

「いえ、別に、肩かたを持つとかじゃないんですけど……」

　自分でも自分の感情を理解できず、ハルユキは純氷の如ごとく透すき通とおる七ナ々ナ子コの双そう眸ぼうから目を逸そらした。

　すると、ずっと立ったままだった理リ生オウが、痛みを堪こらえるような笑えみを口くちの端はしに滲にじませながら言った。

「ありがとう、有アリ田タ氏」

「は、はい？　何がですか？」

「色々と、ですよ」

　そう答えるや、卓たく上じように身を乗り出し、大きな右手を差し出してくる。

　ハルユキは一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、慌あわてて椅い子すから立ち上がった。恐おそる恐おそる伸ばした右手をぐっと包んだ理生の手は驚おどろくほど温かくて、ハルユキは彼がプラチナム・キャバリアーと共きよう謀ぼうしていたのではと疑ったことを恥はじた。もちろん可能性が完全に排はい除じよされたわけではないが、少なくとも智トモ周チカを案じる気持ちは本物だろうと思える。

　たっぷり三秒以上も握あく手しゆしてからようやく手を開いた理生は、まずハルユキに着座するよう促うながしてから、自分も腰こしを下ろし、表情を改めた。

「有田氏。今日の一件は私の、そして《七連矮星セブン・ドワーフス》の不ふ手て際ぎわです。レギオンの規約に則のつとって、有田氏には、傾かたむいた天てん秤びんが釣つり合あうだけのものを要求する権利があります」

「て、天てん秤びん……？」

　思わず首を傾かしげたが、言わんとすることは解わかる。恐おそらく、誰だれかのせいで誰だれかが不利益を被こうむったら、当事者間で損害を償つぐなうべし……というようなルールが存在するのだろう。

　しかしそう言われても、キャバリアーにされたことがどれくらいの損害になるのか、咄とつ嗟さに判断できない。智周の代わりに理生と直結対戦して、片かた腕うでを落としてツノを折って胸を貫つらぬけば天てん秤びんは釣つり合あうだろうが、そんなことをしても気分は晴れないどころか不快になるだけだ。

「えと、謝あやまってもらいましたし、もう……」

　いいですよ、とハルユキが言いかけた時、再び七々子が発言した。

「遠えん慮りよしないで、バーストポイントでも強化外装でも、何でもいってみなさい。あたしの権限で付ふ与よできる範はん囲い内ないってことになるけど」

「え～……そんなこと言われても……」

　と口では答えつつも、さっそく脳のう裏りで、50ポイントくらいかな、１００って言ったら怒おこられるかな、などという思考を巡めぐらせるハルユキだったが。

　ふと一つのアイデアが天てん啓けいの如ごとく閃ひらめき、座すわったまま背筋をぴんと伸ばしてから、意を決してそれを口にした。

「あの……ユーホルトさん」

「七ナ々ナ子コでいい」

「え……じゃあ、その、七々子さん。僕の権利を、他の人に譲じよう渡としてもいいですか」

「まあ、かまわないけど」

　肩かたをすくめる七々子から、その左側に座すわる二人へと視線を移し、ハルユキは宣言した。

「じゃあ、越コシ賀カさんと若ワカ宮ミヤさんに、権利を譲ゆずります」

「はぁ？」

　怪け訝げんそうな顔をする莟ツボミに向けて、懸けん命めいに念波を飛ばす。

　──越賀さん、オシラトリ・ユニヴァースを脱だつ退たいさせろって言って下さい！

　テレパシーが通じたか、莟は何かを悟さとったかのように瞬まばたきすると、隣となりの恵メグミとアイコンタクトした。

　恵が莟の耳に口を近づけ、何やらぽしょぽしょと囁ささやく。アナログな内ない緒しよ話ばなしはすぐに終わり、恵はこほんと咳せき払ばらいしてから、真しん剣けんな声で言った。

「七々子ちゃん、わたしたちの要求は……」
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　午後五時。

　ハルユキは、エテルナ女子学院の正門から十メートルほど離はなれた歩道上に、越賀莟、若宮恵と並んで立っていた。

　太陽はまだまだ高く、気温もまったく下がった気がしない。エアコンが効いた生徒会室から出てきたばかりということもあって、じっとしていても額に汗あせが噴ふき出してくる。

　それをハンカチで拭ぬぐってから、ハルユキはずっと我が慢まんしていた文句を口にした。

「あの……若宮先せん輩ぱい、せっかくのチャンスだったのに、どうしてあんなお願いにしちゃったんですか！」

「だって暑いんだもん」

　しれっと答える恵の隣となりで、莟も軽く肩かたをすくめつつ言った。

「有アリ田タくんの気持ちはありがたいけど、いくらなんでも私とオッキーのレギオン脱だつ退たいは要求が大きすぎるわよ。だいいち、それを判断できるのはコスモスだけだわ。フェアリーも、彼女の権限の範はん囲いでって言ってたでしょ？」

「それはまあ、そうですけど……」

　やむなく頷うなずいてから、ハルユキはずっと感じていた疑問を口にした。

「そもそも、白の王はどうして留守だったんですか？　僕が言うのもなんですけど、けっこう重要な会議でしたよね？　だって、キャバリアーさんがあんなことをしなければ、いまごろは全員で領土戦してたわけだし……」

「まあ、ね」

　莟ツボミもこくりと首しゆ肯こうする。

　京キヨウ武ブ智トモ周チカは、無制限中立フィールドにダイブする前に、「今日、君たちを呼んだ理由は二つある」と言っていた。

　一つは、ハルユキの実力試験。そして彼の口から聞けなかったもう一つは、午後四時に開始される領土戦で、ハルユキと恵メグミを港みなと区く第三エリアの攻こう撃げきチームに編成することだったようだ。つまり、もしもネガ・ネビュラスが防衛チームを派は遣けんしていたら、ハルユキはいまごろ愛する仲間たちと戦っていたかもしれない。

　しかし、実力試験も領土戦も智周自身がぶち壊こわしてしまった。彼は退室したまま戻もどらないし、理リ生オウのメンタルも急降下だしで、さすがにこのまま領土戦に突とつ入にゆうはできないと七ナ々ナ子コが判断し、港区第三エリアの奪だつ還かん作戦は来週に持もち越こしということになったのだ。だが、仮にホワイト・コスモスが会議に参加していたら、さしもの智周も王の前でハルユキを殺そうとはしなかっただろうし、領土戦も予定どおり行われていた可能性が高い。

「確かに今日の会議は、私たちの感覚ではそこそこ優先度高めだったけど……」

　白いキャペリンハットの鍔つばを整えながら、莟が小声で言った。

「でも、コスモスは気まぐれが服を着てるような人だからね。大したことないミーティングにひょっこり現れたり、全員参加の重要会議をすっぽかしたりはいつものことよ。今日の欠席もはっきりした理由なんかないのよ、どうせ」

「……そう、ですか……」

　呟つぶやいたハルユキの耳に、ハイムヴェルト城で聞いた白の王の声が甦よみがえる。

　──だから私も、気まぐれであの子をバーストリンカーにしてみたんだけどね……。

　実の妹である黒クロ雪ユキ姫ヒメを《子》にしたことさえもただの気まぐれだったのなら、確かに今日の会議など出ようが出まいが、あるいは端はなから忘れようがどうでもいいレベルだろう。つまり、莟と恵のレギオン脱だつ退たいもあっさり認めるかもしれないし、その場で《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》を行使する可能性も、同じくらいあるということだ。

　やはり正せい攻こう法ほうで許可を求めるのではなく、告知なしでいきなり脱だつ退たいして、白の王の断罪権が切れる一ヶ月後までどうにか逃げおおせるのが最善策なのだろうか。しっかりした実力がある中ちゆう堅けんレギオンに移い籍せきし、抑よく止し効果に期待するという案もあったが、《七連矮星セブン・ドワーフス》たちと実際に対面してみると、彼らにそんな小手先の手段は通用しないと思えてくる。

　正直、想像よりもずっとフレンドリーな人々だった。プラチナム・キャバリアーはともかく、あのスノー・フェアリーでさえも物もの腰ごしに刺とげ々とげしさは一いつ切さいなかった、どころかチーズケーキまでご馳ち走そうしてくれた。

　だからこそ恐おそろしいのだ。彼らは、ハルユキが面従腹背でオシラトリ・ユニヴァースに移い籍せきしてきた可能性を承知していただろうに、尋じん問もんも身体検査もしなかった。それは、ハルユキに何をされても対処できるという自信があったからだ。

「……あの、《上》でのことですけど……」

「なあに？」

　振り向いた恵メグミに十センチほど近づくと、ハルユキはひそひそ声で訊たずねた。

「若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいたち、東とう京きよう湾わんに逃げた時点で、テスカトリポカを一キロ近く引ひき離はなしてましたよね。あいつ、歩ほ幅はばが五十メートルもあるうえに建物とか蹴け散ちらして直線移動するのに、どうやってあんなにリードを広げたんですか……？」

「そのことか。……ていうか……」

　右手の日ひ傘がさをくるっと回すと、恵は怪あやしむようにハルユキを見た。

「歴れき史し館かんにいたはずの有アリ田タくんが、なんでテスポカとわたしたちの距きよ離りまで把は握あくしてるわけ？　空から見てたの？」

「あ……え、ええと、そんな感じです……」

　ハイエスト・レベルでの出来事を恵たちに隠かくす必要はないが、話し始めたら五分や十分では終わらない。いずれ機会があるだろうと考えてひとまず頷うなずくと、恵は釈しやく然ぜんとしない様子ながらも説明してくれた。

「まあ、ＭＶＰは七ナ々ナ子コちゃんだよね。他の四人がテスポカを運河に誘ゆう導どうして、先回りしてた七々子ちゃんが《白の終局ブライニクル》で周りの水ごと凍こおらせたのよ」

「あ、あー、なるほど……。運河なら水深十メートル以上ありますもんね。さすがに両足とも氷こおり漬づけになったら、あのデカブツでも簡単には脱だつ出しゆつできないですよね」

　いたく感心しつつ、ハルユキは絶望的だったテスカトリポカ攻こう略りやくに一筋の光明が見えた気がしていた。

　芝しば浦うらの運河でも足止めできるなら、東京湾の水深が百メートル近くある場所まで誘ゆう導どうして、首から下を丸ごと凍とう結けつさせてしまえば。右手から放つ《第五の月トシユカトル》と左手の《第九の月ミカイルイトントリ》を封ふうじたうえで、頭を集中攻こう撃げきできるのでは──。

「ちょっと、クロウ」

　恵の向こうから莟ツボミに呼びかけられ、ハルユキはいつの間にか俯うつむけていた顔を上げた。

「はっ、はい」

「あなた、あれをどうにかできるなんて思わないでよ。《白の終局ブライニクル》に直ちよく撃げきされてもテスカの体力ゲージはろくに減ってなかったし、こっちは逃げてるあいだにブラストウェーブで一回、重力波で二回全ぜん滅めつしかけたんだからね」

「……ハ、ハイ……」

　しゅんと肩かたを落としかけた時、道路の左側から上品なモーター音が聞こえてきた。

　さっと顔を向けると、ウインカーを点てん滅めつさせながら近づいてくる黒くろ塗ぬりの大型車が見えた。恵メグミと莟ツボミがせっかくの権利を行使し、七ナ々ナ子コに呼んでもらった無人タクシーだ。しかし目の前で停とまった車両は、往路で乗ったＳＵＶタイプではなく、ワイド＆ローなスポーツカータイプ。

「あ……あれ？」

　自動的に開いたドアの中を覗のぞき込んだハルユキは、ぱちくりと瞬まばたきしてから恵を見た。

「若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱい、これ二人乗りですよ!?」

「そうだよ」

「そうだよって……僕たち三人……」

「いいから有アリ田タくんが乗って。わたしとロージーは麻あざ布ぶあたりで買い物してくから」

「は、はあ……」

　恵に背中をぐいぐい押され、ハルユキはやむなくスポーツカーのナビシートに乗り込んだ。ドアが閉まると急いで窓を開け、叫さけぶ。

「あの、今日はありがとうございました！　気をつけて帰って下さいね！」

「そっちもね。お疲つかれさま」

「またね、クロウ」

　並んで手を振る恵と莟にぺこりと頭を下げ、シートベルトを装着すると、タクシーは静かに走り始めた。

　二人の姿が見えなくなるまで待ってから窓を閉める。外界の音がほぼ完全に遮しや断だんされ、合成音声のアナウンスが流れ始める。

『このたびは、スマートキャブ東とう京きようの自動運転タクシーをご利用頂きましてありがとうございます……』

　ハルユキはアナウンスを聞くともなく聞きながら、吸い付くような感かん触しよくの本ほん革がわシートに体を預け、長々と息を吐はいた。

　ルナ女の校門をくぐった時から緊きん張ちようしっぱなしだったし、危あやうく殺されかけたりもしたが、オシラトリ・ユニヴァースの幹部たちとの初顔合わせは、少なくとも大失敗ではなかった……と思いたい。

　もちろん心残りもある。莟と恵の不安定な状じよう況きようを解決できなかったこと、京キヨウ武ブ智トモ周チカとの軋あつ轢れきは今後も続くだろうこと、そしてウルフラム・サーベラスの情報を得られなかったこと。

　サーベラスは恐おそらく、智周や理リ生オウと同じ白しら樺かばの森もり学園の生徒だ。いますぐタクシーを降りて白シラ学ガクに突とつ撃げきしたいのはやまやまだが、夏休み中で生徒はほとんどいないだろうし、敷しき地ちに入る許可証もない。せめてリアルネームくらいは事前に突き止めておかないと、情報収集もままなるまい。

　焦あせる気持ちを抑おさえようと、ハルユキは視線を窓の外に向けた。すると、進行方向の左側に、緩ゆるやかな曲面を描えがく白しら樺かばの森もり学園の校舎が見えた。

　──僕はここまで来たよ。必ず君に会いに行くから……もう少しだけ待ってて。

　あの学校に通っているのであろうサーベラスに向けてそう呼びかけ、背中をシートに戻もどす。

　フロントガラスには、走行予定ルートが表示されている。何気なくそれを眺ながめたハルユキは、「あれ」と声を漏もらした。

　目的地は杉すぎ並なみ区く高こう円えん寺じの有アリ田タ家けになっているが、ルートが少しおかしい。この先の交差点を右折して明めい治じ通どおりに向かうのが最短経路のはずなのに、直進、さらに左折して恵え比び寿すガーデンプレイスの北側を経由するルートが引かれている。

　明治通りが渋じゆう滞たいしているのだろうか、しかしその場合は渋じゆう滞たい迂う回かいルートであるむねの表示が出るはず……と訝いぶかしんでいるうちに、車はあっという間に恵比寿郵便局前の交差点を左折し、新しん橋ばし通どおりに入った。ガーデンプレイスはもう目と鼻の先だ。

　まあ、遠回りって言ってもたぶん二、三分くらいしか変わらないし……と自分に言い聞かせ、ハルユキは肩かたの力を抜いた。

　タクシーは二百メートル先で右折し、くすの木き通どおりに入る。立ち並ぶ街路樹の奥おくに、堂々たる姿のガーデンプレイスタワーが見えてくる。

　ここはもう目め黒ぐろ第一エリア、つまりグレート・ウォールの領土だ。タクシー乗車後にグローバル接続を切ったので乱入される恐おそれはないが、少しばかり落ち着かない気分にさせられるのはハルユキがまだまだヒヨッコだからか、あるいはベテランでも他レギオンの領土では緊きん張ちようするのか。

　そんなことを考えながら、レンガ色のお洒落しやれなショッピングモールをぼんやり眺ながめていると。

　いきなりタクシーが左にウインカーを出しつつ減速したので、ハルユキは「あえ!?」と声を上げてしまった。

　予定ルートは杉並まで延びているのだから、ここがゴールのわけがない。しかしタクシーは滑なめらかに路ろ肩かたへ近づくと、ＬＥＤマーカーで区切られた乗降区画の一つにぴたりと停車した。同時に、アナウンス音声が流れる。

『ご同乗予定のお客様が乗車なさいます。右シートへお移り下さいませ』

「はぁ!?」

　慌あわてて両手を持ち上げるが、このタクシーの目的地その他を設定したのは恵メグミなので、それをキャンセルするにはややこしい操作が必要になる。いざとなったら運転席側のドアを強制開かい扉ひして逃げるしかないと考えながら、腰こしを浮うかせて右シートに移動する。

　ロックの解除音に続いて、助手席側のドアが開いた。

　真夏の熱気と喧けん噪そうを連れて、車内にするりと滑すべり込んできたのは──。

　ネイビーの生き地じに白いピンストライプが入ったワンピースを着て、黒い折りたたみの日ひ傘がさを持った、髪かみの長い女性だった。

　シートに腰こしを下ろすと、日ひ傘がさのシャフトを縮めながら、

「悪いな恵メグミ、わざわざ送ってもら……」

　そこで声がぷつりと途と切ぎれる。

　黒くろ水ずい晶しようのような瞳ひとみをいっぱいに見開き、たっぷり三秒ほども絶句してから、女性──梅うめ郷さと中ちゆう生徒会副会長にしてネガ・ネビュラスの頭首、《絶ワー対ルド切・エ断ンド》ブラック・ロータスこと黒クロ雪ユキ姫ヒメは、ちょっと記き憶おくにないほど動転した声で叫さけんだ。

「は、は、ハルユキ君!?　どうしてここにいるんだ!?」

　ハルユキが何かを答える前に、タクシーの合成音声が響ひびいた。

『発車いたします。シートベルトをお締しめ下さい』

　啞あ然ぜんと見つめ合ったまま、半ば自動的にベルトを装着する。ドアがロックされ、ウインカーが点つき、車が走り始める。

　加速が終わったタイミングで、ハルユキはようやく口を動かした。

「え、えと……僕は、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいに、このタクシーで高こう円えん寺じまで帰れって言われて……。先せん輩ぱいはどうして……？」

「……私も恵に、ここで待っていればタクシーで送っていくからと……」

　それを聞いて、やっと事態の真相を悟さとる。若宮恵は──恐おそらく越コシ賀カ莟ツボミも共犯だろうが──、どこかのタイミングで黒クロ雪ユキ姫ヒメが恵え比び寿すの近くにいることを知り、ハルユキを乗せたタクシーが途と中ちゆうで黒雪姫を拾うにように仕組んだのだ。
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　恵メグミと莟ツボミは「黒雪姫とちゃんと話せ」と再三言っていたが、よもやこんな策略を巡めぐらせるとは。いや、そもそも、黒雪姫はどうしてこんな場所に──。

　そこまで考えて、ハルユキは遅おそまきながら悟さとった。黒雪姫が恵比寿にいたのは、買い物でも行楽でもない。先週の領土戦でネガ・ネビュラスがオシラトリ・ユニヴァースから奪うばい取とった港みなと区く第三エリアを防衛するためだ。恵比寿ガーデンプレイスは港区ではないが、領土戦タイムが終わってから移動したのだろう。

「……あの、先せん輩ぱいご自身が防衛チームに……？」

　前置きをごっそり省いたハルユキの問いに、黒雪姫はかすかな苦く笑しようを浮うかべると、浮うかせていた背中をシートバックにもたれかからせた。

「まあ、ちょっと待ってくれ」

　左ひだり肩かたに掛かけたままだったショルダーバッグを下ろし、中から小ぶりな保冷ボトルを出すと、キャップを外して口につける。だがほとんど残っていなかったらしく、顔をしかめる黒雪姫に、ハルユキは急いで言った。

「あの、これどうぞ！」

　ボディバッグから引っ張り出した保冷ボトルを渡わたそうとして、一いつ瞬しゆん躊躇ためらう。

「あ……僕が口つけちゃいましたけど……」

「構わないさ、ありがとう」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメはボトルを受け取ると、細い喉のどを鳴らしてスポーツドリンクを三口飲んだ。

「ふう……生き返ったよ。ごちそうさま」

「今日も暑かったですもんね」

　と応じた途と端たん、ハルユキも喉のどの渇かわきを自覚したが、返したもらったボトルから直接飲むのはいかがなものかと思って我が慢まんする。ルナ女でアイスティーを二に杯はいもご馳ち走そうになったので、この口こう渇かつ感かんは精神的なものだ。

「本当に、毎日暑くてかなわないな……」

　黒雪姫はそう呟つぶやくと、瞳ひとみをフロントガラスに向けた。

　タクシーは自衛隊目め黒ぐろ駐ちゆう屯とん地ちの南を抜け、目黒川を渡わたる。次の交差点で山やま手て通どおりに入れるが、土曜日の夕方だし、行楽帰りの車で混んでるかもな……と思った時、再びアナウンス音声が流れた。

『ただいまの時間、都道３１７号山手通りではレベル６同調運転を実じつ施し中ちゆうです。交差点で停止しないことがありますのでご注意下さい』

　その言葉どおり、前方の交差点では信号が全て《同調運転車両のみ進入可能》を示す紫むらさき色いろに点灯し、タクシーの前を走る車は山手通りを時速六十キロで流れる車列にノーブレーキで突とつ入にゆうしていく。それでも事故が起きないのは、バイクを含ふくむ全ての車を単一の交通Ｔ管理シＣステムＳが操作しているからだ。

　フロントガラスに、タクシーの制せい御ぎよを車両の自動運転システムからＴＣＳに委い譲じようしたむねの通知が浮うかんだ。スポーツカーは速度を微調整し、山やま手て通どおりを右から左にびゅんびゅん流れる車列のわずかな隙すき間まに滑すべり込む。

　同調運転は子供の頃ころから何回も経験しているが、この瞬しゆん間かんだけはつい体を硬かたくしてしまう。しかしもちろんタクシーは危なげなく内回りの車列を横切り、滑なめらかに右折して外回り車列に合流した。

「うーむ、何度経験しても慣れないな……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの呟つぶやき声ごえに、ハルユキはこくこく頷うなずいた。

「いままでシステム由来の事故はないって聞きますけど、いつかとんでもないのが起きそうな気がしますよね……」

「加速世界を管理しているのがＡＩだと聞くと、なおさらそう思ってしまうな」

　少し悪いた戯ずらっぽい口調でそう言うと、黒雪姫は声こわ音ねを改めて続けた。

「さっきの話だが……防衛チームへの参加は、私が強く望んだんだ。もちろん謡ウタイやフーコには止められたが、ひっくり返って駄だ々だをこねたら許してくれたよ」

　後半は冗じよう談だんにしても、謡たちが止めたのは事実だろう。もしその場にいればハルユキだって止めた。領土戦ではバーストポイントは移動しないので、レベル９サドンデス・ルールも適用されないはずだと黒雪姫は主張しているが、不確定情報である以上、レギオンマスターを全損退場の危険に晒さらしてまで領土を防衛したいと思うメンバーがいるはずもない。

　そこまで考えたハルユキは、あれ、と首を傾かしげた。

「でも先せん輩ぱい、確か防衛側は、境界が連続してる領土内ならどこのエリアの防衛にも参加できるんですよね？　わざわざ港みなと区くまで行かなくても、杉すぎ並なみから港区第三エリアを防衛できたんじゃ……？」

「確かにな。しかし今回は不可能だ。なぜならネガ・ネビュラスは、グレート・ウォールから割かつ譲じようされた渋しぶ谷や第一、第二エリアを放ほう棄きしたからな」

「えっ!?」

　と叫さけんでしまったが、そうなるかもしれないことはハルユキも承知していた。一いつ瞬しゆん浮うかせた背中をまたシートに戻もどし、呟つぶやく。

「そう……ですか。まあ、杉並の三エリアに加えて渋谷まで防衛するのは大変すぎますよね……。──放ほう棄きした渋シブ一イチと渋シブ二ニはどうなったんですか？」

「まだ確かく認にんしていないが、事前に知らせておいたから、グレウォが再さい占せん領りようしたはずだ。元々は連中の領土だったわけだしな」

「でも、その前は第一期ネガ・ネビュラスの領土だったんですよね。それに、割かつ譲じようもタダじゃなくて、ポイントを支し払はらったのに……」

「支し払はらったのは私じゃなくてグラフの奴やつさ」

　澄すまし顔がおでそう言い切り、黒クロ雪ユキ姫ヒメはひらりと脚あしを組んだ。２シーターの大型スポーツカーはレッグルームが広々としていて、脚あしの長い黒雪姫がそうしても膝ひざ周まわりには余よ裕ゆうがある。

　タクシーは、山やま手て通どおりをスムーズに北進していく。大きな交差点ではすぐ目の前を別の車がすごい速さで横切るのでどうしてもビクッとしてしまうが、これだけ交通量が多くてもまるでスピードが落ちないのは同調運転の恩おん恵けいだ。実じつ施しされているのは山手通りを含ふくむわずかな幹線道路だけだが、数千台にも及およぶであろう車両を一糸乱れぬ統制で走行させられるシステムとは、いったいどんなものなのか──。

　脇わき道みちに逸それかけた思考を、ハルユキは強く瞬まばたきして引ひき戻もどした。

「……あの、ちなみに、港ミナ三サンの防衛って先せん輩ぱいの他にどなたが登録してたんですか？」

　何気なく訊たずねてから、しまったこれはネガ・ネビュラスの機密情報かも……と内心で慌あわてたが、黒雪姫はまるで気にする様子もなく、両手の指を折りながら答えた。

「えーと、フーコ、謡ウタイ、あきら、ショコ、聖サト実ミ、結ユ芽メ、累ルイ、綸リン、瀬セ利リ、ウータン、オリーブ……だな。チユリ君とタクム君、それにニコとパドも絶対に参加すると言い張ったが、杉すぎ並なみと練ねり馬まの防衛に残ってもらった」

「えっ、綸さんも来てたんですか」

「おい、真っ先に反応するのが彼女か？」

　じろりと睨にらまれ、ハルユキはひえっと首を縮めた。

「いっ、いえ、その……綸さん、じゃなくてアッシュさんとウータンさんとオリーブさんは、加速研究会との戦いが決着するまでの時限移い籍せきだったはずだから、グレウォに戻もどるのかなって思ってたので……」

「まだ決着にはほど遠いぞ」

　と言われればまったくそのとおりだ。ブラック・バイスの正体がアイボリー・タワーであり、加速研究会は白のレギオンと表ひよう裏り一いつ体たいの組織であることを暴きはしたが、彼らはまだまだ策動を止めていない。郷きよう土ど歴れき史し館かんにアイボリー・タワーが現れたのがその証しよう拠こだ。

「……ですよね、すみません」

　ぺこりと頭を下げてから、ハルユキは改めて防衛チームの陣じん容ようを脳のう裏りに思おもい描えがいた。途と端たん、背中にじわりと冷ひや汗あせが滲にじむ。

「ていうか……ほとんど最大戦力じゃないですか。もし……」

　そこでハルユキは言葉を途と切ぎれさせた。

　もしもオシラトリ・ユニヴァースが攻こう撃げきを決行していたら、《四元素エレメンツ》と《七連矮星セブン・ドワーフス》が激げき突とつする一大決戦にハルユキも参加することになっていたわけだが、声を出せなくなったのはそれが理由ではない。

　もしもうちが攻こう撃げきしていたら。危あやうくそう言いかけてしまったからだ。

　オシラトリ・ユニヴァースに移い籍せきしたのは事実だし、レギオンメンバーとしてするべきことはする覚かく悟ごだが、心まで明あけ渡わたすつもりはない。そう思っていたのに、たった数時間リアルで話をして、ケーキをご馳ち走そうになっただけで、あっさり絆ほだされてしまったのか。僕はそんなにも芯しんがない人間だったのか──。

　シートの上で全身を縮こまらせ、小刻みに震ふるえるハルユキの肩かたを。

　左から伸ばされた手が、ぽんと優やさしく叩たたいた。

「ほら、ゆっくり息をしろ。スポドリも飲め」

「…………はい」

　こくりと頷うなずき、わななく喉のどで懸けん命めいに空気を吸い込んでから、ハルユキはずっと抱かかえたままだった保冷ボトルの蓋ふたを開けた。まだかろうじて冷たい液体を貪むさぼるように吞のみ下くだし、長々と息を吐はく。

「……あの、すみませんでした、急に」

「気にするな。理由も話さなくていい」

　穏おだやかな声を聞いた途と端たん、ハルユキの両目がじわりと熱くなった。

　──三日も連れん絡らくしなかったのに。毎日無茶な対戦ばかりして心配かけたのに。怒おこる権利も、詰なじる権利も……それどころか、僕を《断罪》する権利だってあるのに。

　──あなたは、どうしてそんなに優やさしくできるんですか。

　空になったボトルの蓋ふたを閉め、右手でごしごし目め許もとを拭ぬぐうと、ハルユキは言った。

「…………僕、今日、スノー・フェアリーさんに呼ばれて……若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいと、越コシ賀カさんと一いつ緒しよに、エテルナ女子学院に行ってたんです」

「ン……恵メグミから聞いたわけじゃないが、そうなのかなと思っていたよ」

「白の王はいなかったんですが、フェアリーさんと、グレイシャー・ビヒモスさんと、サイプレス・リーパーさんと……プラチナム・キャバリアーさんがいて、生徒会室でお茶を飲んで、チーズケーキを食べて……そのあと、キャバリアーさんには殺されそうになったんですけど、でもみんな、僕と同じ普ふ通つうの……そりゃ加速世界じゃとんでもなく強いですけど、やっぱり普ふ通つうの子供で、僕……僕は……」

　再び目が熱くなり、今度は堪こらえることができず、ハルユキはぼたぼたと涙なみだをこぼした。

　いままでずっと、加速世界で起きたありとあらゆる惨さん劇げきや悲劇の元げん凶きようは、白の王ホワイト・コスモスだと信じてきた。彼女と加速研究会、そしてオシラトリ・ユニヴァースは純じゆん粋すいな悪であり、加速世界から消し去らなくてはならないと思い定めてきた。

　でも、初めてリアルで会った七ナ々ナ子コや理リ生オウ、あいり、そして智トモ周チカさえも、憎にくむべき相手には思えなかった。みんなハルユキと同じだ。耐たえがたい心の傷を抱かかえてバーストリンカーになり、加速世界に居場所を見いだして、それを懸けん命めいに守ろうとしている。そんな七々子たちが信しん頼らいし、心から忠誠を誓ちかっているなら……絶対悪であるはずの白の王でさえも、もしかしたら──。

「……そうだな」

　落ち着いた声で、黒クロ雪ユキ姫ヒメが囁ささやいた。

「立ち位置や主義主張が違ちがっていても、つまるところみんな同じバーストリンカーだ。だから私はキミのことを心配していなかったよ。ハルユキ君なら、白のレギオンに移い籍せきしても立派にやっていける……キミのままでいてくれると……」

　だがそこで、アナウンス音声が黒雪姫の声を搔かき消けした。

『間もなく、都道５号青梅おうめ街かい道どうを左折します。その後、レベル６同調運転を解除します』

　宣言どおり、タクシーは左車線に入ると、中なか野の坂さか上うえの交差点を左折した。

　数十メートル走ったところで、制せい御ぎよ権けんがＴＣＳから車両のＡＩに返へん還かんされる。ごくわずかな速度変動があったが、車は力強く加速して巡じゆん航こう態勢に入る。

「……もうすぐ杉すぎ並なみだな」

　黒雪姫の呟つぶやき声ごえに、ハルユキもそっと頷うなずいた。

「ええ……あ、僕は環かん七ななを越こえたとこで降ろして下さい」

「そこからキミの家までは一キロ近くあるだろう。遠えん慮りよするな、どうせ恵メグミの奢おごりだ」

「えと、実は、フェアリーさんの奢おごりなんです」

　ハルユキがそう言うと、黒雪姫はぱちくりと瞬まばたきしてから軽く笑った。

「はは、そうか。だったらなおのこと遠えん慮りよはいらないだろう。いっそ、このまま高たか尾お山さんあたりまで行ってもいいかもな」

「いいですね、それ」

　他た愛わいない言葉を交かわすあいだも、タクシーはスムーズに走り続ける。ハルユキのマンションまで、あとたった五分。

　もっと話したいのに……まだまだ聞いてもらいたいことがたくさんあるのに。

　そんな抑おさえがたい気持ちが、ハルユキの口を動かした。

「あの……先せん輩ぱい！」

「ン、何だ？」

「えと……お忙いそがしいかもですが、良かったらちょっとだけ、うちに寄っていきませんか」
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　自宅マンションの前でタクシーを降りると、ハルユキと黒クロ雪ユキ姫ヒメは併へい設せつショッピングモールで飲み物を買い、エレベーターで二十三階に移動した。

　ホウの世話をするために家を出てから八時間しか経たっていないのに、何日も留守にしていたように思える。まあ、朝の時点じゃ、こんなに色々ある一日になるなんて思わなかったもんな……と考えながらドアロックを解かい錠じようし、ハンドルを引いた瞬しゆん間かん、ハルユキは「あっ」と小さく声を漏もらした。

「ン……どうした？」

　眉まゆを寄せる黒雪姫に、急いで説明する。

「いえ、別に大したことじゃないんですが……僕、毎日午前十時あたりと午後三時あたりならだいたいマッチング・リストにいるって宣言したのに、今日は午後の部をすっぽかしちゃったなって……」

　途と端たん、黒雪姫の表情が《怪け訝げん》から《懸け念ねん》に変化した。

「その話か……。謡ウタイからも聞いたが、キミ、毎日何十回も対戦しているそうだな。対戦するのが悪いとは言わないが……」

「あ、あの、ここじゃなんですから、ひとまず中にどうぞ！」

　どうにか割り込みをかけると、ハルユキは黒雪姫の背中を押した。




　買い物中にマンションのローカルネット経由でエアコンを点つけておいたので、リビングルームの暑気は一いつ掃そうされていた。

　家を出た時はまだベッドにいた母親はすでに出社していて、今日も帰宅は深夜になるだろう。ハルユキが夏休みに入っても相変わらずすれ違ちがいの生活だが、以前のように見放されていると感じることは、最近はあまりない。それに、母親の帰りが遅おそいから仲間たちを家に呼べるのも事実なわけで──。

「しかし、キミの家はいつ来ても掃そう除じが行き届いているな。お母様が綺き麗れい好ずきなのか？」

　ショルダーバッグを下ろした黒雪姫にそう訊きかれ、ハルユキはリビングルームを見回しながら答えた。

「はい、母さんが綺き麗れい好ずきなのは確かですけど、掃そう除じは僕もしてますよ」

「ほう、それは感心だな。自分の部屋もか？」

「えーと……ま、まあ、それなりに……」

　しまったベッドの上にＴシャツを脱ぬぎっぱなしだった、と慌あわてたが見られることもあるまい。そそくさとキッチンに移動して手を洗い、氷入りのグラスを二つ用意する。買ってきたライムフレーバーの炭酸水を注ぎ、チタン製のストローを挿さす。

　リビングに戻もどると、黒クロ雪ユキ姫ヒメはベランダに面した窓の前に移動し、暮れ始めた空を眺ながめていた。隣となりに立ち、グラスを載のせたトレイを差し出す。

「先せん輩ぱい、どうぞ」

「ああ……ありがとう」

　片方のグラスを取り、ストローに口をつける黒雪姫の横顔に、ハルユキはしばし見とれた。

　部屋の明かりを点つけていないので、窓から差し込む金色の西日が、絹のような黒くろ髪かみとピアノブラックのニューロリンカーを淡あわく輝かがやかせている。もう七月も終わりかけているのに、半はん袖そでのワンピースから覗のぞく腕うでには日焼けの気配もない。

　──僕は、三日間も何をくよくよしていたんだろう。

　両手でトレイを抱かかえたまま、ハルユキは頭の中で呟つぶやいた。

　もっと早く……それこそテスカトリポカ攻こう略りやく作戦が行われた日の夜に、黒雪姫に連れん絡らくすればよかった。敬愛すべき師であり《親》である黒雪姫を信じて、自分の気持ちを余すところなく打ち明ければそれでよかったのだ。

　いや、いまからでも遅おそくない。恵メグミと莟ツボミが作ってくれたこの機会に、言うべきことを言わなくては。

　そう考えたハルユキが、口を開こうとした時。

「そう言えば、キミへの伝言を預かっている」

　ストローから口を離はなした黒雪姫が、思い出したようにそう言った。

「え……だ、誰だれからですか？」

「グラフの奴やつとリード君だ。えーと、まずグラフは……『テスポカ戦では役に立てず悪かった。リードと一いつ緒しよに修しゆ業ぎようし直してくる』だそうだ」

「しゅ、修しゆ業ぎよう!?」

「うむ。リード君からは、『必ず強くなって戻もどります。頑がん張ばって下さい、クロウさん』という言葉を預かった」

「…………」

　しばし啞あ然ぜんと口を開けてから、ハルユキは最初に気になったことを訊きいた。

「修しゆ業ぎようって、どこで……？」

「無制限中立フィールドの富ふ士じ山さんだそうだ。グラフは昔から根無し草だったからな……。あいつを帝てい城じようから解放したのは失敗だったかもしれん」

「ふ、富士山……ですか」

　思わず窓から西の空を見てしまう。二十三階のこの部屋からは、冬の晴れた日なら富士山が見えるが、夏は空気が霞かすんでいるせいか奥おく多た摩まの山々までが限界だ。

「……無制限中立フィールドの富士山って、何か特別な場所なんですか？　メタトロンも傷を治すために富ふ士じ山さんに行ってたみたいですし、セントリー師し範はんはお酒を無限に汲くめる泉があるとか言ってましたし……」

「特別な場所であることは間ま違ちがいないな」

　あっさり肯こう定ていすると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは右手に持ったグラスで窓の外を示した。

「東京の名のあるランドマークは、無制限中立フィールドでもたいていダンジョンや固定エネミーが設置されているだろう？　富士山は日本で最も有名なランドマークだ。何かないほうがおかしいというものさ」

「確かにそうですね……」

　ハルユキが今日初めて名前を知った港みなと区く立りつ郷きよう土ど歴れき史し館かんにさえ、巨ビー獣スト級きゆうエネミーのクロコシータスが棲すんでいたのだ。富士山ともなれば、神獣レジエンド級きゆうかそれ以上のエネミーが棲せい息そくしていてもおかしくない。

　一度行ってみたいような、絶対近寄りたくないような……と思いながら、ハルユキは自分のグラスを持ち上げ、ストローを含ふくんだ。勢いよく吸い上げると、炭酸の刺し激げきとライムの香りが頭のてっぺんまで突き抜けて、複雑に折り重なった思考の断だん片ぺんを洗い流していく。

　これから自分が──シルバー・クロウがどうなるのかは解わからない。港区第三エリアの領土戦は延期されただけなので、来週こそ攻こう撃げきチームの一員としてネガ・ネビュラスの防衛チームと戦うことになるかもしれないし、プラチナム・キャバリアーがまた罠わなを仕し掛かけてくる可能性もある。だからと言って、ニューロリンカーを首から引き抜いて閉じこもるわけにはいかない。結局、ハルユキにできること、すべきことはたった一つだ。

　強くなる。全ての問題を解決し、黒雪姫と一いつ緒しよに目指すところへ──ブレイン・バーストのエンディングへ行けるくらい、強く。

「あの……先せん輩ぱい」

　視線を夕焼け空に向けたまま、ハルユキは先刻言えなかったことを改めて黒雪姫に伝えようとした。

「勝手な判断でオシラトリ・ユニヴァースに移い籍せきして……そのあともぜんぜん連れん絡らくできなくてすみませんでした。でも、僕は……」

「言うな!!」

　突とつ然ぜんの叫さけび声ごえに、びくっと体を跳はねさせてしまい、グラスから炭酸水が少しだけこぼれた。

　見開いた両目を右に向けると、いつの間にか黒雪姫は深く俯うつむいていた。肩かた口ぐちから流れた髪かみが横顔をほとんど隠かくしてしまい、表情は読み取れない。

　立たち尽つくすハルユキの耳に、掠かすれ切った声が届いた。

「……大声を出してすまない……」

　グラスを抱かかえる黒雪姫の両手が、小刻みに震ふるえていることにハルユキは気付いた。

　自分のグラスを左手のトレイに戻もどし、横に二歩移動して、黒雪姫のグラスをそっと受け取る。それらをダイニングテーブルに置いてから、急いで引き返す。

　まだ俯うつむいたままの黒クロ雪ユキ姫ヒメの背中に手を当て、ソファーまで誘ゆう導どうして腰こし掛かけさせると、自分もその隣となりに座すわる。しかしここからどうすればいいのか解わからない。謝あやまりたくとも、先ほどの言葉のどこに黒雪姫が反応したのかすらも──

「キミに……」

　不意に黒雪姫が呟つぶやくように言ったので、ハルユキは懸けん命めいに耳をそばだてた。

「キミに移い籍せきの件を謝あやまられたら、全てが既き成せい事実になってしまう気がするんだ……。車の中で私は、キミなら白のレギオンに移い籍せきしても立派にやっていけると言った。それは噓うそではないが、本当にそうなってしまうのは、とても……とても恐おそろしい。バーストリンカーになって以来、失うことをこんなにも恐おそれたのは初めてだよ……」

「そんな……失うなんて言わないで下さい！」

　黒雪姫のほうへ身を乗り出しながら、ハルユキは懸けん命めいに言いい募つのった。

「先せん輩ぱいは、何も失ったりしません！　僕はいままでも、これからもずっと先せん輩ぱいの《子》です。確かに、いつかネガ・ネビュラスと戦う時が来るかもしれませんけど、僕と先せん輩ぱいを繫つなぐものはそんなことで切れたりしません。だって……加速したならば対戦あるのみ、そう教えてくれたのは黒雪姫先せん輩ぱいじゃないですか！」

　ハルユキの言葉が途と切ぎれても、黒雪姫は口を閉ざし続けていた。

　やがて、音になるやならずの声がかすかに響ひびいた。

「……そうだな。私はキミの《親》で、キミは私の《子》……我々がバーストリンカーでいる限り、それは決して変わらない。しかし……その関係性こそが、私とキミのあいだに不可視の壁かべを作り出している……」

「え……壁かべ、ですか？　そんなもの、どこに……」

「ここだ」

　そう言うと、黒雪姫はずっと俯うつむけていた顔を上げた。

　長い睫まつ毛げに宿った雫しずくを指先で拭ぬぐい、その手をハルユキの顔に近づける。しかし唇くちびるの十センチ手前で止め、仄ほのかな笑えみを浮うかべる。

　黒雪姫の言わんとするところを、ハルユキはようやく理解した。壁かべとは、精神的な境界線のことだ。《親子》はすなわち《家族》、その意識がハルユキの心にある種のリミッターを設けている。

　六日前の日曜日、ハルユキは黒雪姫の家で一いつ緒しよに入浴した。当然、二人とも一糸まとわぬ姿だったわけだが、黒雪姫の裸ら身しんを見ても綺き麗れいだと思いこそすれ、肉体的な欲求を感じることはついぞなかった。

　死ぬほど緊きん張ちようしていた上に、黒雪姫が人工子宮から生まれたマシンチャイルドであり、本来の魂たましいに来歴未み詳しようの魂たましいを上書きされた実験体であるという、驚おどろくべき話を打ち明けられたせいもある。

　しかし理由はもう一つあったのだ。いままで自覚することはなかったが、ハルユキの中には自分は黒クロ雪ユキ姫ヒメの《子》であるという意識が厳然として存在し、それが不可視の壁かべを作っている。

　黒雪姫は九ヶ月前、自動車に撥はねられかけたハルユキを助けるために《フィジカル・フル・バースト》コマンドを使った。あの時、青く凍こおった二人きりの世界で「私はキミが好きだ」と正面から伝えてくれたのに、ハルユキはその告白を真しん剣けんに受け止めようとしてこなかった。

　どうしてこれほどまでに《親子》関係に固こ執しつしてきたのか。

　その理由も、本当は解わかっている。

　自分を信じることができないからだ。嫌いやなことがあるたび走って逃げ、いじめに立ち向かう勇気も持てず、大切な幼おさな馴な染じみさえ繰くり返かえし傷つけた、そんな自分が嫌きらいで嫌きらいで嫌きらいで嫌きらいで仕方ないからだ。だから、ブレイン・バーストのシステムに規定された、居い心ごこ地ちのいい《親子》という関係に甘あまえ続けてきた。

　でも。

　いまこそ。いまこの瞬しゆん間かんこそ、自分で自分を閉じ込めている硬かたくて分厚い殻からを破る時だ。

　加速世界と現実世界で少しずつ積み重ねてきた勇気の全てを振ふり絞しぼって、ハルユキは両手を持ち上げた。

　九ヶ月前、バーストリンカーになったばかりの頃ころに、黒雪姫に投げかけられた言葉が甦よみがえる。

　──このたかが仮想の二メートルが、君にはそんなに遠いのか？

　あの時は、無限に思えるほど遠かった。いまだってそう感じる。でも、それは自分の心が作り出している距きよ離りだ。

　ハルユキは、震ふるえる両手を伸ばし、黒雪姫が辛しん抱ぼう強づよく差し出し続けている右手を包み込んだ。ひんやりした手を引き寄せ、指先に宿る涙なみだの雫しずくを、唇くちびるで受け止める。

「……先せん輩ぱい」

　ありったけの気持ちを込めて、ハルユキは言った。




「黒雪姫先せん輩ぱい。僕は、あなたが好きです。バーストリンカーとしてじゃなく、有アリ田タ春ハル雪ユキとして、あなたが……黒クロ羽バ早サ雪ユキさんのことが、大好きです」




　目の前にある黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみが、いっぱいに見開かれた。

　再び、涙なみだの雫しずくが盛り上がる。窓まど越ごしの空から届く茜あかね色いろの残照を吸い込み、小さな星となって輝かがやく。

　二つの星が、きらきらと尾おを引いて流れた。艶つややかな唇くちびるがかすかに震ふるえ、あえかな、しかし確かな笑えみを形作った。

　黒雪姫は、ソファーに突いていた左手を持ち上げてハルユキの手に重ねると、絹糸を爪つま弾びくような声で囁ささやいた。




「私もだ。私も、キミが好きだよ」




　握にぎり合わせた手を支えにして、二人はゆっくり顔を近づけた。黒クロ雪ユキ姫ヒメの髪かみがぱらりと流れ、甘あまい香りが漂ただよう。小さな銀河を宿す漆しつ黒こくの瞳ひとみが、音もなく閉じられる。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ハルユキも瞼まぶたを閉じた。見えない力に引き寄せられるように、唇くちびると唇くちびるが触ふれた。

　温かさ、柔やわらかさ、滑なめらかさといった物理的感覚だけでなく、あたかも精神が感応しているかの如ごとく、膨ぼう大だいな情報が伝わってくる。

　黒雪姫がずっと抱かかえてきた悲しみや苦しみや寂さびしさ……そして、いまこの瞬しゆん間かんに感じている愛いとおしさ。

　同じだけの、いやもっと大きな気持ちを伝えたい。そう強く願うあまり、ハルユキは体を前に傾かたむけすぎてしまった。四つの手だけで支えていた体勢が崩くずれ、黒雪姫が下、ハルユキが上になってソファーに倒たおれ込む。

　だが、二人とも唇くちびるを離はなそうとはしなかった。それどころか、解けた手で相手の体を引き寄せ、より強く、深く繫つながろうとする。互たがいを隔へだてる境界が薄うすれ、砕くだけ散ちって、肉体と精神が一つに融とけていく。
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　もっと。もっと感じたい。

　ハルユキは、黒クロ雪ユキ姫ヒメの華きや奢しやな体に回した両りよう腕うでに、限界まで力を込めた。

　いつしか開いていた口の中で、舌先と舌先が触ふれ合あう。有り得ないほど甘かん美びな感覚が全身を貫つらぬき、火花となって神経系を発火させる。

　瞼まぶたの裏の暗くら闇やみに、虹にじ色いろの光が生まれる。それは揺ゆれ動うごく放射光となって広がり、全てを覆おおい尽つくして──。

　バシイイイィィィッ！　という乾かわいた衝しよう撃げき音おんの中で、ハルユキの意識は無数の断だん片ぺんとなって飛散した。




「うわっ……な、なんだ!?」

　黒雪姫の叫さけび声ごえが聞こえた時にはもう、ハルユキも飛び起きていた。

　ばちっと両目を開け、周囲を見回す。

　暗い。天てん井じようも壁かべも見えないほどの暗くら闇やみ。まさか、いつの間にか夜中になっていたのだろうか。だとしても、窓からは高こう円えん寺じの街明かりが差し込んでくるはず……

「おい……おい、ハルユキ君」

　真後ろから呼びかけられ、ハルユキは急いで振り向いた。

　そこに立っていたのは黒雪姫──なのだが、長い髪かみもしなやかな腕うでも一糸まとわぬ瘦そう身しんも、全てが白い光の粒りゆう子しで形作られている。慌あわてて見下ろすと、ハルユキの体も同様。そして遥はるか下方には、広大な銀河が静かに煌きらめく。

「え……ここ、ハイエスト・レベル……？」

　ハルユキが呟つぶやくと、黒雪姫も肩かたをすくめつつ肯こう定ていした。

「どうやらそのようだな……。しかし、なぜいきなりシフトしたんだ？」

「えーと……」

　ハルユキは改めて前後左右を確かく認にんした。しかし、無限に広がる暗くら闇やみには、二人の他には誰だれもいない。メタトロンや他のビーイングに強制シフトさせられた、というわけではないようだ。となると──。

「……もしかしたら、僕が先せん輩ぱいを連れてきちゃったのかも……」

「は……？　しかしハルユキ君、我々は加速も直結もしていなかったんだぞ」

「で、ですよね。でも、あの感じはそうとしか……」

「…………」

　しばし絶句してから、黒雪姫はゆっくり首を左右に振った。

「なんともはや……。ということは、これから私はキミとキスすると毎回この場所に飛ばされるのか？」

「き、きす……」

　──そうだ、僕、先せん輩ぱいとキスしちゃったんだ。

　改めてその事実を認にん識しきしたハルユキは、どう反応していいのか解わからずフリーズしてしまった。途と端たん、黒クロ雪ユキ姫ヒメが右手を伸ばし、ハルユキの左ひだり肩かたを小こ突づくふりをする。

「おい、キミからしてきたくせにいまさら照れるなよ。私まで恥はずかしくなるじゃないか」

「え、ぼ、僕からでしたっけ」

「そうだろう、どう考えても」

　つんと顔を逸そらすと、黒雪姫は眼下に広がる星海を見下ろし、語気を緩ゆるめて続けた。

「ま……私はここが好きだから、連れてきたこと自体に文句はないがな。しかし……前の時は二人ともデュエルアバターだったのに、今回は生身の姿、しかも素すっ裸ぱだかとはいったいどういう仕組みなんだ？」

「さあ……僕も、この格好でシフトしたのは初めてで……」

　遅おそまきながら体の前を隠かくしつつ答えたハルユキは、いや、と脳内で否定した。確か、最初にハイエスト・レベルでメタトロンとリンクした時、デュエルアバターが殻からのように剝はがれて、生身の姿へと変化したはずだ。そのへんにヒントがあるのかもしれないが、いまメタトロンの名前を出すのは色々な意味で危険な気がする。

「……と、ともかく、そろそろ戻もどりましょうか」

　思わず小声になりながらそう促うながしたが、黒雪姫は一歩前に出て言った。

「意図せぬシフトにせよ、せっかくバーストポイントを使わずに来られたんだから、もう少し楽しもうじゃないか。この高さから東京をゆっくり眺ながめる機会など、現実世界では有り得ないからな」

「……ハイ」

　こくりと頷うなずき、ハルユキも視線を落とした。

　このところ頻ひん繁ぱんにハイエスト・レベルを訪おとずれているせいで少し慣れてしまったが、本来ならどれほど強く望んでも到とう達たつできない、奇き跡せきのような場所なのだ……と考えた瞬しゆん間かん、頭の片かた隅すみに引っかかっていた疑問の答えに思い至る。

　スノー・フェアリーが口にした、「クロウはおまけしてだけどレベル３の《到とう達たつ者しや》だよ」という言葉。あれは、《ハイエスト・レベルに到とう達たつできた者》という意味だったに違ちがいない。恐おそらくだが、レベル１はビーイングに導いてもらった者。レベル２は、ビーイングと遠えん隔かく感応してシフトできる者。そしてレベル３は、自力でシフトできる者──。

　暴発的にシフトしてしまった今回を除けば、ハルユキが自力で移動できたのはたった三回。一回目は無制限中立フィールドミーン・レベルで仮想の鋼こう球きゆうを何千回も斬きり続けたあげくのシフトだったし、二回目は謡ウタイの亡なき兄、ミラー・マスカーに助けられてのシフトだった。そして三回目は、覚かく醒せいしたテスカトリポカに目の前で仲間たちが蹂じゆう躙りんされているという極限状じよう況きようでのシフト。だから、フェアリーが「おまけして」と注ちゆう釈しやくしたのも当然だ。

　四回目があるという保証はないし、黒クロ雪ユキ姫ヒメが言うとおり、この機会を無む駄だにするのは惜おしい。そう思い直したハルユキは、星ほし屑くずの海に目を凝こらした。

　探したものは、即そく座ざに見つかった。全てを吞のみ込むかのような漆しつ黒こくの渦うず──しかし。

「……あ、あれ？」

　ハルユキの呟つぶやきに、黒雪姫が反応した。

「ン、どうした？」

「いえ……あそこに、テスカトリポカのマーカーが見えますよね」

「もちろん。私も見ていたところだ……上うえ野の公こう園えんのあたりだな」

　黒雪姫が頷うなずくと、ハルユキは伸ばした右手を少しだけ左にずらした。

「テスカから一キロくらい離はなれたところに、小さいマーカーがいくつか固まってるの、解わかりますか……？」

「ム……ああ、本当だな。あれはバーストリンカーか？」

「ソーシャルカメラの白マーカーと色が少し違ちがうんでエネミーかバーストリンカーですけど、エネミーが集団を作ることってほとんどないですから、バーストリンカーでしょうね。テスカトリポカにあんなに近づいて、何してるんだろ……」

　半ば独り言のように呟つぶやく。テスカトリポカの基本索さく敵てき範はん囲いは約一キロメートル。つまりあと少し近づけば、彼らは終わりの神にターゲットされ、《七連矮星セブン・ドワーフス》級きゆうの手練てだれでもない限り瞬しゆん殺さつされてしまう。

「あれがどこの誰だれなのか、キミでも解わからないのか？」

　黒雪姫に問われ、ハルユキは首を横に振った。

「よく知ってるバーストリンカーなら、色合いとか雰ふん囲い気きで判別できる可能性もありますけど……」

「オシラトリの連中でもないんだな？」

「少なくとも《七連矮星セブン・ドワーフス》じゃないですね」

「ふむ。……怖こわい物見たさの野次馬か、それとも……」

　黒雪姫が指先をおとがいに当てた、その時。




「あれは、《エクセルキトゥス》の偵てい察さつ隊たいよ」




　頭上から何者かの声が降ってきて、ハルユキは弾はじかれたように顔を仰あお向むけた。

　星ひとつない天てん穹きゆうから、燐りん光こうに包まれたシルエットが音もなく舞まい降おりてくる。

　しなやかな腕うでを少しだけ広げ、長い髪かみを緩ゆるやかになびかせるその姿は、生身の女性に見える。一いつ瞬しゆんビーイングかと思ったが、ハルユキたちと同じく衣服も装そう飾しよく品ひんも身につけていないようだ。

「…………まさか」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが掠かすれ声ごえを漏もらしたのと、ほぼ同時に。

「えっ……もしかして……」

　ハルユキも大きく息を吞のんだ。万ばん物ぶつをひれ伏ふさせるが如ごとき、超ちよう然ぜんとしたオーラ。この気配、この存在感は──。

「…………白の王……？」

　その名を口にした一秒後、華きや奢しやな爪つま先さきが不可視の地面に触ふれた。

　羽のように広がっていた髪かみが、滑なめらかにまとまる。わずかに前ぜん傾けいした華きや奢しやな体が、ふわりと直立する。

　露あらわになった顔を、ハルユキは呆ぼう然ぜんと見み詰つめた。

　無む彩さい色しよくの世界でもまったく損そこなわれない、人にん間げん離ばなれした美び貌ぼう。わずかな既き視し感かんがなければ、やはりビーイングなのかと思ってしまったかもしれない。顔立ちはどこか黒雪姫に似ているが、黒雪姫の一点の曇くもりもなく研とぎ上げられた霜そう刃じんのような凜りん烈れつさはなく、代わりにフローレス・ダイヤモンドの如ごとき絶対的な清らかさを湛たたえている。

　頭の中が痺しびれきって、何も考えられないハルユキの隣となりで、黒雪姫が落ち着いた、しかし極限まで張はり詰つめた声を響ひびかせた。

「久しいな、コスモス──いや、エンジュ」

　呼びかけられた白の王は、慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべ、答えた。

[image: ]

「本当ね。元気そうでよかったわ、早サ雪ユキちゃん」

　そのやり取りを聞き、ようやく思考速度を半分ほど取とり戻もどしたハルユキは、エンジュという名前について訊きこうとした。だがそれを察したかのように、白の王がハルユキに視線を向け、再び微笑ほほえんだ。

「そういえばまだリアルネームを名乗っていなかったわね。黒クロ羽バ苑エン珠ジユよ。よろしく、有アリ田タ春ハル雪ユキくん」

「よ……よろしくお願いします」

　反射的に頭を下げてしまってから、ハルユキは懸けん命めいに思考を回転させた。

　現実世界で会ったことがない白の王が、ハルユキのリアルネームを知っている理由などいまはどうでもいい。問題は、なぜこの場所に現れたのかということだ。

　かつて、同じような現れ方をしたスノー・フェアリーは、ハルユキとメタトロンのリンクを切断しようとしたり、ハルユキを擬ぎ似じ的てきな窒ちつ息そく状態に陥おとしいれたりした。フェアリーにできることが、白の王にできないはずがない。黒クロ雪ユキ姫ヒメと二人同時にあの窒ちつ息そく攻こう撃げきを喰くらってしまったら、有田家には他に誰だれもいないし時限切断セーフティも設定していないのだから、静止した世界で無限に等しい時間苦しみ続けることになる。

　いますぐ黒雪姫と一いつ緒しよにバーストアウトするべきか。しかしそうすれば、先刻の《エクセルキトゥス》なる言葉の意味は解わからないままだ。

　ハルユキの逡しゆん巡じゆんを、余すところなく見抜いているかのように。

「そんなに怖こわがらないで？　あなたたちは私の可か愛わいい《子》と《孫》なんだから、わけもなく痛めつけたりしないわよ」

　甘あまく優やさしい声でそう告げると、白の王──黒羽苑珠はふわりと体を反転させ、ハルユキたちに背中を向けた。

　体の後ろで手を組み、一歩、二歩と前に進んで、白い銀河の一角で渦うず巻まくブラックホールを見下ろす。

「……あの、コスモスさん」

　お預け状態に耐たえきれなくなり、ハルユキは意を決して呼びかけた。

「さっきの、《エクセルキトゥス》って……」

「《軍隊》を意味するラテン語だ」

　と答えたのは黒雪姫だった。

　白の王は振り向くことなく頷うなずき、解説を加えた。

「もう少し注ちゆう釈しやくすると、古代ローマ軍に於おける軍レギ団オーの上位概がい念ねんね。大コホ隊ルスが集まって軍レギ団オーを作り、軍レギ団オーが集まって軍隊エクセルキトウスを作っていた。それを踏ふまえているのだとしたら、なかなか勇ましいネーミングよね」

「……つまり、加速世界で、レギオンの連合軍みたいなのができたってことですか……？」

「そういうこと。正式に発ほつ足そくしたのは今日のお昼ごろらしいから、あなたたちが知らなくても無理はないわ」

　いったん言葉を切ってから、思い出したように付け加える。

「ああ、連合軍といってもいわゆる王のレギオンは関わってないわよ。中心になっているのは《ナイトアウルズ》、《オーヴェスト》、《コールドブリュー》あたりの有力な中ちゆう堅けんレギオンで、小規模レギオンとソロリンカーも山ほど参加してるわ」

「山ほどとは？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの問いに、白の王は軽く首を傾かしげた。

「私も完全には把は握あくしてないけど、メンバーの総数は五百人を超こえてるみたい」

「ごひゃく!?」

　驚おどろきのあまり、ハルユキは大声で叫さけんでしまった。

　東京在住のバーストリンカーは約千人といわれている。五百というのは、実にその半分だ。七大レギオンのメンバーを全て足した人数よりも、明らかに多い。

「な……なんでいきなり、そんな大集団が……」

「いきなりっていうわけでもないわ。王のレギオンに対たい抗こうするべく連合を作ろうという動きは、かなり昔からあったのよ。でも機運が盛り上がるたびに、災さい禍かの　鎧よろいが暴れたりＩＳＳキットが出回ったりして、出鼻をくじかれてきたの」

「……裏で糸を引いていたのはお前だろう、コスモス」

　黒雪姫が、冷たく凍こおった声で指し摘てきした。

　当然だ。ハルユキが六代目クロム・ディザスターになったり、タクムや綸りんがＩＳＳキットに寄生されたりという危難の原因を作っただけでなく、白の王は初代赤の王レッド・ライダーを《反はん魂ごん》能力で支配するために、黒雪姫を使し嗾そうして不意打ちで全損させたのだ。

　しかし白の王は、自らの行いをまったく罪とも思っていないかのように、平然と頷うなずいた。

「そうよ。そして今回も、テスカトリポカという厄やく災さいが現れた。あれが《ザ・ルミナリー》の制せい御ぎよ下かにあるままなら、中ちゆう堅けんレギオンの子たちもターゲットにされるのを恐おそれて、連合計画を中止した可能性が高い。でも支配から解き放たれたテスカトリポカは、とんでもなく強いけど行動パターンはシンプルだから、むしろ連合を作る動きを加速させてしまったのね」

　その言葉を数秒かけて咀そ嚼しやくしてから、ハルユキは小声で問いかけた。

「なんだか……あなたは、バーストリンカーたちが一つにまとまるのを、望んでいないように聞こえるんですが……」

　機き嫌げんを損そこねることを覚かく悟ごした上での質問だったが、白の王は「ふふ」と楽しそうな笑い声を漏もらした。

「有あり体ていに言えばそのとおりね。まとめるほうはグランデがやってるから、私はまとまらないよう頑がん張ばってるの」

　グランデとは、グレート・ウォール頭首、緑の王グリーン・グランデのことだ。確かに彼は、エネミー狩がりで稼かせいだバーストポイントを下位レギオンにそれとなく分配するという手法で、加速世界の抗こう争そうが激化し、退場者が増えるのを防いでいる。

　ハルユキにはとても真ま似ねできないが、緑の王のその努力がなければ、バーストリンカーの数はいまよりもかなり減っていただろう。ブレイン・バーストそのものがとっくに終しゆう焉えんを迎むかえていた可能性すらある。白の王だってそれは望んでいないだろうに、なぜ──。

　そこまで考えた時、脳のう裏りにかつて白の王が口にしたフレーズがこだました。無意識のうちに、それを言葉に換かえる。

「アクセル・アサルト２０３８は過か剰じような闘とう争そうに、そしてコスモス・コラプト２０４０は過か剰じような融ゆう和わに満たされていた。だから滅ほろんだ……」

「そのとおりよ」

「じゃあ、あなたがしてきたことは全て、このブレイン・バースト２０３９に《過か剰じような融ゆう和わ》を生まないためだと……そういうことなんですか!?」

　ハルユキが、半ば叫さけぶように問とい質ただすと。

　白の王は、人形のように華きや奢しやな肩かたを軽くすくめた。

「否定はしないけど、決してそれだけじゃないわ。前にあなたたちの学校でその話をした時、早サ雪ユキちゃんに怒おこられちゃったし、ね。私がしてきたことを、ふざけた言い草で正当化しようとするなーって」

　くすくす笑う白の王の背中から、ハルユキは隣となりの黒クロ雪ユキ姫ヒメへと視線を移した。

　だが意外にも、黒の王の横顔は落ち着いていた。唇くちびるが動き、静かな声を響ひびかせる。

「コスモス……苑エン珠ジユ、ここでお前の目的を糺ただしても意味はない。何を語ろうと、それが真実である保証などないのだからな……。しかし、一つだけ言っておくぞ」

　姉の後ろ姿を見み据すえる瞳ひとみに凄せい絶ぜつな光を宿らせ、黒雪姫は宣言した。

「私は必ず、お前と加速研究会をこの世界から消し去る。たとえその結果、《過か剰じような融ゆう和わ》とやらが原因でブレイン・バーストが崩ほう壊かいしようともだ」

「…………」

　妹にして《子》の苛か烈れつな言葉を聞いても、白の王の背中は微び動どうだにしなかった。

　不意に、黒雪姫より少しだけ長い髪かみを翻ひるがえしてくるりと振り向く。無む垢くな美び貌ぼうに、聖女の如ごとき微笑ほほえみを浮うかべ──。

「できるかしら？　私とあなたが対たい峙じする未来が訪おとずれたとして、その時ハルユキくんが立っているのは、あなたではなく私の隣となりかもしれないのよ？」

「…………!!」

　ハルユキは鋭するどく息を吸い込んだ。

　否定したい。そんなわけない、と叫さけびたい。

　しかし、いまやハルユキは白の王に剣を捧ささげた、オシラトリ・ユニヴァースのメンバーだ。そうしろと命じられたら、白の王を守って黒クロ雪ユキ姫ヒメと戦わなくてはならない。《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》が怖こわいからではない。己おのれの剣を偽いつわりの色に染めたくないなら、そうするしかないのだ。

　顔を伏ふせて立たち尽つくすハルユキの右手を。

　黒雪姫が、ぎゅっと力強く握にぎった。

「だとしてもだよ、苑エン珠ジユ。だとしてもだ」

　凜りんとしたその言葉を聞いた白の王は、どこか愛いとおしそうにすら見える眼まな差ざしを黒雪姫に向け、囁ささやいた。

「本当に強くなったわね、早サ雪ユキちゃん。前にも言ったけど、あなたが私の前に立たち塞ふさがる時を楽しみにしてるわ」

　ふわりと一歩後ろに下がり──。

「それじゃ、私はそろそろ行くわね。ああ、そうだ……二人とも、仲良くするのはいいけど、学生らしい節度は保つのよ」

「なっ……お、大きなお世話だ！」

　いきり立つ黒雪姫を見て、あはははと楽しそうに笑うと、白の王は優美な動作で体を沈しずめた。不可視の地面を蹴けって飛び立つ、その寸前。

「あ……そ、そうだ、待って下さい！」

　ハルユキに呼び止められ、白の王は軽く跳ちよう躍やくしただけで再び同一平面に戻もどった。

「なあに？　エクセルキトゥスのことなら、知ってることは全部教えたわよ？」

「いえ、そうじゃなくて、テスカトリポカのことです。苑珠さん、メタトロンにあれの観察を指示したんですよね？　その報告ってもう受けました？」

　そう訊たずねると、白の王は再び肩かたをすくめた。

「いいえ、まだよ。……えー、あの子、マスターの私を飛ばしてあなたに報告してるわけ？」

　八千年も生きている最上位ビーイングに対して《あの子》とは……と戦せん慄りつしつつ、ハルユキは小刻みにかぶりを振った。

「い、いえ、そうじゃなくて、たまたま会ったんで……」

　──その原因を作ったのはおたくのキャバリアーさんですけどね！

　という文句は吞のみ込んでおいて、ハルユキは続けた。

「えーと、メタトロンはテスカトリポカの観察を、アマテラスや、あとバリ様……じゃなくて《巫ふ祖そ公こう主しゆバリ》っていうビーイングと協力してやってるんですけど、そのバリ様がおかしなことを言ってたんです」

「バリ……」

　白の王は一いつ瞬しゆん睫まつ毛げを伏ふせて呟つぶやいたが、すぐに顔を上げた。

「おかしなことって？」

「テスカトリポカはビーイングじゃない、って……」

「「は？」」

　という声が、白の王と黒クロ雪ユキ姫ヒメの口から同時にこぼれた。

「それはどういう意味だ、ハルユキ君？　ビーイングとはエネミーのことだろう？　あれほどエネミーと呼ぶに相応ふさわしいヤツもいないと思うが」

「はい……僕も同じことを思ったんですが、バリ様は、テスカトリポカの内側にはポータルがある、それがあいつの本質だ、って……」

「ポータルだと……？」

　黒雪姫が怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた、その時。

「…………どういうこと？」

　かすかな囁ささやき声ごえが聞こえ、ハルユキは顔を左に向けた。

　白の王は、左手を右みぎ肘ひじに、右手を口くち許もとに当てた格好で、顔を深く俯うつむけていた。

「前のテスカトリポカは、中にポータルなんか入ってなかった。確かめたわけじゃないけど……世界が閉じる瞬しゆん間かんも、そんなもの現れなかった……」

　言葉の意味を理解できず、ハルユキはぽかんと口を開けた。

　いや──以前にも、白の王は似たようなことを言っていた気がする。

　あれは確か、テスカトリポカがザ・ルミナリーの支配から解き放たれて暴走した時だった。白の王は、全バーストリンカーの中で私だけはあいつをもう一度停止させられるかもしれない、と言ったのだ。その理由は、ずっと昔あいつに喰くわれたからだ、と。

　白の王はかつて、《前のテスカトリポカ》に喰くい殺ころされたことがあるのだろうか？　ならば、加速世界にテスカトリポカが出現するのは、今回が初めてではない？　だがそれほどの大事件があったら、古参リンカーなら絶対に知っているはずだ。

　無数の疑問に翻ほん弄ろうされ、声も出せずにいると。

　白の王は突とつ然ぜん顔を上げ、正面からハルユキを見た。

「シルバー・クロウ、あなたの主あるじとして命じます。できるだけ早く他の最上位ビーイングともコンタクトし、可能なら契約リンクして下さい」

　口調と雰ふん囲い気きが一変した白の王を呆ぼう然ぜんと見み詰つめながら、ハルユキはどうにか喉のどから声を押し出した。

「は、はい……。でも、僕、いままでに会った三人以外のビーイングは居場所さえ知らないんです」

「その三人とは、大天使メタトロン、大おお日霊ひるめアマテラス、巫ふ祖そ公こう主しゆバリですね？」

「そ……そうです」

「ならば、残るは四体……暁ぎよう光こう姫きウシャス、太たい霊れい后こうシーワンムー、暴ぼう風ふう王おうルドラ、そして夜の女め神がみニュクス。ウシャスは新しん宿じゆく都と庁ちよう地ち下か迷めい宮きゆう、シーワンムーは東とう京きようドーム地ち下か迷めい宮きゆう、ルドラは東とう京きようビッグサイト地ち下か迷めい宮きゆう、ニュクスは代よ々よ木ぎ公こう園えん地ち下か大だい迷めい宮きゆうを居城としていますが、代々木は現在封ふう印いんされているので後回しで構いません」

「はい……いや、でも、都と庁ちよう地ち下かとかドーム地下って、つまり四大ダンジョンじゃないですか！　そこを僕一人で突とつ破ぱするんですか!?　絶対途と中ちゆうで死にますよ!?」

　両りよう腕うでを胸の前で交差させながらハルユキが必死に抗こう弁べんすると、白の王はひらりと右手を横に振った。

「フェアリーに言っておきますから、ドワーフスを含ふくむオシラトリのメンバーから必要なだけ選んで攻こう略りやく部隊を編成しなさい。連れん絡らくの必要がある時もフェアリー経由で。頼たのみましたよ」

　これまでの倍近いスピードでまくし立てると、白の王は再びジャンプしようとした。そこに、今度は黒クロ雪ユキ姫ヒメが呼びかける。

「苑エン珠ジユ、ちょっと待て！　確かにハルユキ君は現在お前の部下だが、そんな大作戦を命令するなら、せめて目的も説明したらどうなんだ！」

「説明できるならしています。いまは勘かんとしか言えないわ……早サ雪ユキ、ハルユキ君が心配なら、あなたも手伝ってくれていいのよ。じゃあね！」

　今度こそ勢いよく地面を蹴けると、白の王はもの凄すごいスピードで上じよう昇しようしていき、たちまち無限の暗くら闇やみに紛まぎれて見えなくなった。

　ハルユキはなおも呆ぼう然ぜんと見上げていたが、黒雪姫の呟つぶやき声ごえにハッと我に返った。

「なんなんだ、まったく……」

「本当に、なんなんでしょうね……」

　顔を見合わせ、同時に深々とため息をつく。

　ひとまず窒ちつ息そく攻こう撃げきはされずに済んだが、代わりに大変な任務を命じられてしまった。

　四大ダンジョン二つを含ふくむ三さん箇か所しよの地ち下か迷めい宮きゆうを攻こう略りやくし、ラスボスである最上位ビーイングの第一形態を撃げき破はして、本体を出現させる。とことん気難しいであろう彼らと友好関係を築き、リンクを結ぶ。いくらスノー・フェアリーたちが手伝ってくれるといっても、準備を含ふくめれば何日かかるのか予想もできない。

「……できるだけ早くって、どれくらい早くなんでしょう……」

　ハルユキがぽつりと呟つぶやくと、黒雪姫がもう一度ため息をついてから答えた。

「苑珠……いや、コスモスができるだけと言ったら、それは一分一秒でも早くということだ。だが今回は、部隊を編成しろと言っていたからな……。四大ダンジョンに挑いどむなら少なくとも三パーティー十八人は欲ほしいところだし、その人数の戦力バランスを検討してスケジュールを組むのに普ふ通つうなら一晩はかかる。キミの指揮力と調整力の見せ所だな」

「な、ないですよそんなもの……」

　小刻みにかぶりを振るハルユキの肩かたを、黒雪姫はぽんと叩たたいて言った。

「ま、フェアリーやビヒモスに頼たよれるところは頼たよればいいさ。いままで苦労させられた仕返しに、せいぜいこき使ってやれ」

「……ハ、ハイ」

「では、我々も戻もどろう。……というか、どうすれば戻もどれるんだったかな？」

「基本的にはイメージで、こう、パチッと……」

　口で説明するのは無理と判断し、ハルユキは右手を差し出した。黒クロ雪ユキ姫ヒメがその手を摑つかむと、頭の中で念じる。

　──バースト・アウト。
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　現実世界ロウエスト・レベルに戻もどったハルユキは、自分が置かれている状じよう況きようを咄とつ嗟さに把は握あくできず、目を閉じたままフリーズしてしまった。

　神経系に流れ込んでくる大量の情報──甘あまい香り、温かさ、しなやかさ、そして唇くちびるに触ふれる柔やわらかさ。それらをどうにか処理した結果、ようやく自分が黒雪姫とキスしていた、というかいままさにキスしているところなのだと思い出す。

　フルパワーで飛とび退のきそうになり、この体勢でそれをしたら黒雪姫に全体重を掛かけてしまうと危あやういところで気付く。鈍どん重じゆうな現げん実じつ身しん体たいを懸けん命めいに制せい御ぎよしつつ、ゆっくり、ゆっくりと上体を起こし──。

　三十センチほど体を持ち上げたところでようやく瞼まぶたを開けると、黒雪姫はすでに大きな瞳ひとみでじっとハルユキを見み詰つめていた。

　しばしの沈ちん黙もくを経て、桜色の唇くちびるが仄ほのかに綻ほころんだ。

「うーむ……。さしもの私も、生身でのファーストキスの最中にハイエスト・レベルに飛ばされるとは予想できなかったな……」

「あ、あの、なんか、すみません……」

「謝あやまることはない。これなら一生忘れることはないだろうしな」

　そう囁ささやくと、黒クロ雪ユキ姫ヒメは体を少しだけ後ろに滑すべらせた。ハルユキが差し出した手を摑つかみ、起き上がる。

　九十度回転してソファーの座面から両足を下ろすと、少し乱れた髪かみとワンピースの裾すそを整え、ふう……とひと息。その所作にぼんやり見入ってしまってから、ハルユキは急いで言った。

「あの、飲み物持ってきます！　お茶でいいですか？」




　新しいグラスに氷を入れ、冷たい緑茶を注いでリビングに戻もどると、黒雪姫はソファーに深く腰こし掛かけ、少し体を揺ゆらしながら何やら考え込んでいた。

　思考の邪じや魔まをするまいと、ローテーブルにそっとトレイを載のせ、セラミックのコースターとお茶のグラスを重ねて黒雪姫の前に置く。

　数秒後に気付いた黒雪姫は、「ありがとう、頂きます」と囁ささやいてグラスを取り、一口含ふくんでから言った。

「……テスカトリポカの中のポータル……いったい、どこに繫つながっているんだろうな……」

「はい……」

　黒雪姫の隣となりに座すわりながら、ハルユキもずっと考えていたことを言葉にした。

「ゲームのセオリーにのっとれば、テスカトリポカを倒たおすと中にあるポータルを使えるようになるってことなんでしょうけど……四神より強いエネミーに挑いどむリスクに見合う場所なんて、加速世界にあるのかどうか……」

　すると黒雪姫は、何かに気付いたように「ン……」と小さな声を漏もらした。

「その考えでいくと、ポータルの出口は帝てい城じようの中ということになるんじゃないか？　テスカトリポカを倒たおすことで、四神をスルーしていつでも帝てい城じよう内部に入れるようになる、とか？」

「あ……ああ、そうですね……。確かにそれなら、リスクとメリットがぎりぎり釣つり合あうかも……」

　互たがいに顔を見み交かわしてから、同時にため息をつく。

「……ま、現状では夢物語だがな。あれを倒たおせるイメージなど欠片かけらも湧わいてこないよ」

　黒雪姫の言葉に、ハルユキもこくりと頷うなずいた。

「僕もです……。──でも、ちょっと気になるのが……さっき苑エン珠ジユさん、じゃなくて白の王が言ってたエ……エクセル……」

「《エクセルキトゥス》」

「そ、それです。そのエクセルキトゥスですけど、テスカトリポカに偵てい察さつ隊たいを貼はり付つかせてるってことは、もしかしてあれの攻こう略りやくを計画してるんでしょうか……？」

「まさか、と言いたいがどうだろうな。本当にメンバーが五百人もいるのなら、無制限フィールドに入れるレベル４以上もその半分を超こえるだろうし、計画くらいは立てても不思議はないかもしれん」

　そう言うと、黒クロ雪ユキ姫ヒメは再び冷茶を口に含ふくんだ。

　ハルユキも喉のどの渇かわきを覚え、自分のグラスからごくごくと勢いよく飲む。口に転がり込んできた氷もがりがり嚙かみ砕くだいてから、ふうっと大きく息を吐はく。

「……基本的には、好ましいことだと思うよ」

　不意に黒雪姫がそう言ったので、ハルユキは左を見た。

「え、何がですか？」

「エクセルキトゥスさ。加速世界は長いあいだ、六大レギオンの支配のもとに停てい滞たいしてきた。私が去年の秋にネガ・ネビュラスを復活させた時は、その状じよう況きようをひっくり返してやろうと意気込んでいたものだが、純色の王の首を獲とるどころか、六大レギオン体制を七大レギオン体制に変えただけだったからな……」

「それは仕方ないですよ、今年の一月には五代目クロム・ディザスター事件があったし、四月からはずーっと加速研究会と戦ってきたんですから」

「まあ、な。ともかく……その停てい滞たい状じよう況きようを作っている七大レギオンを打だ倒とうするために、中小のレギオンが大連合を組んだなら、ここからまた加速世界は大きく動き出すだろう。それこそ、苑エン珠ジユの奴やつにもコントロールできないほどの激流が、我々を押し流そうと襲おそいかかってくるはずだ。私はそれが、少し楽しみでもあるんだよ……」

　最後は半ば独りごちるように呟つぶやくと、黒雪姫はグラスを目の高さまで持ち上げ、カランと氷を鳴らした。

　自分に挑いどまんとする者たちを祝福するかのようなその仕草を見み詰つめながら、ハルユキはまたしても胸の痛みを感じていた。

　もしもエクセルキトゥス傘さん下かのレギオンが杉すぎ並なみエリアを攻こう撃げきしてきたとしても、ハルユキは黒雪姫やチユリ、タクムたちと一いつ緒しよに立ち向かうことはできないのだ。それどころか、来週の土曜には今度こそ、港みなと区く第三エリアをネガ・ネビュラスから奪だつ還かんするための攻こう撃げきチームに加わることになる。

　いっそ、エクセルキトゥスが杉並区や港区に攻せめ込んできて、オシラトリ・ユニヴァースとネガ・ネビュラスの抗こう争そうが有う耶や無む耶やになってくれれば……と考えてしまってから、ハルユキは大きく頭を振ってその思考を振ふり払はらった。

「どうした、ハルユキ君？」

　優やさしい声でそう問われ、もう一度かぶりを振る。

「いえ、何でもないんです……。それより、ええと、苑珠さんって珍めずらしい名前ですね」

　我ながらわざとらしすぎる話題転てん換かんだと思ったが、黒雪姫は微笑ほほえみつつ頷うなずいた。

「確かに。私の早サ雪ユキという名前がありがちなぶん、なおさらそう感じるだろう」

「そ、そんなことないです！　先せん輩ぱいのお名前、僕は大好きです！」

「ふふ、ありがとう。いまは私も気に入っているよ、キミの名前と一文字共通しているしな」

　にこりと笑うと、黒クロ雪ユキ姫ヒメは瞳ひとみに淡あわい光を揺蕩たゆたわせながら続けた。

「──実は、姉と私の名前には由来があるんだ。私の母が、カムラ社創業家の出身であることは前に言ったよな」

「ええ……」

「神カ邑ムラ家けには昔から、奇き妙みようなしきたりがある。神邑の本家に生まれた女子には木もく本ほん植物に由来する名をつけ、分家に生まれた女子には草そう本ほん植物に由来する名をつける、という風習だ。母は神邑本家の出だが、分家の黒クロ羽バ家けに嫁とついだので、生まれた子供が女なら草本植物由来の名前を与あたえられることになる。私の早サ雪ユキという名前は、《アーリースノー》というヘメロカリスの一品種からつけられたんだ」

「ヘメロカリス……」

　ハルユキが呟つぶやくと、黒雪姫は空中に指を走らせ、ファイルをハルユキの仮想デスクトップに送ってきた。開くとそれは、雪のように白い花弁を広げる、可か憐れんな草花の写真だった。しばし見入ってから、ハルユキはおずおずと言った。

「……すごく綺き麗れいで、可か愛わいらしい花ですね。その……先せん輩ぱいによく似合ってます」

「ふふ、ありがとう。そしてこっちが、姉の名前の由来となった植物だ」

　再び送られてきた画像ファイルを開く。映っているのは、今度も雪のように白い花──だが、それを咲さかせているのは、大きく広がる枝葉を持つ立派な木だ。

「あれ……これ、草じゃなくて木ですよ」

「うん、それがエンジュの木だよ。漢字では、木き偏へんに鬼おにと書いて槐えんじゆ。育つと二十メートルにもなる、立派な木もく本ほん植物だ」

「で、でも……どうしてお姉さんだけ……」

「さあな……。私も神邑家のしきたりを知った時、自分が草の名前なのに姉が木の名前であることを不思議に思ったが、これだけはなぜか姉にも母にも訊きけなかった……」

　遠い目でそう呟つぶやく黒雪姫に、ハルユキは何か言葉を掛かけようとしたが、どう言えばいいのか解わからなかった。代わりに左手を伸ばし、何度か躊ちゆう躇ちよしてから黒雪姫の背中に触ふれさせる。

　すると黒雪姫はふわりと体を傾かたむけ、ハルユキの肩かたに寄りかかった。少しして、穏おだやかな声が響ひびく。

「……強くなったな、ハルユキ君」

「え……じ、自分ではぜんぜん、そんなふうに思えないですけど……」

「もっと自信を持て。私の彼氏になったんだろう？」

「………………」

　いやいやそんな滅めつ相そうもない！　と叫さけびそうになり、かろうじて堪こらえる。好きですと告白し、キスまでしたのなら、社会通念に照らせばそれはすなわち付き合う──彼氏彼女の関係になるということに他ならない。

「あの……よ、よろしくお願いします」

　どうにかそんな言葉を口にすると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは「ふふ」と笑い声を漏もらしてから、咳せき払ばらいして付け加えた。

「いや、済まない。こちらこそよろしく。だが、私と付き合うのなら、一つクリアしなくてはならないミッションがあるぞ」

「へっ!?　か、加速世界でですか？」

「いや、現実世界でだ」

　黒雪姫はハルユキの左ひだり肩かたに預けていた体を起こし、正面から軽く睨にらむような視線を照射してきた。

「あのな、ハルユキ君。私が見たところ、綸りん、ニコ、チユリ君の三人は自覚的にキミのことが好きだぞ。そして本人は自覚していないだろうが、フーコ、謡ウタイ、ショコあたりも非常に怪あやしい。ああ、それとメタトロンもだな……リード君はどうかな……」

「へあ!?」

　今度こそ耐たえきれずに素すっ頓とん狂きような声で叫さけぶと、ハルユキは冷茶のグラスをコースターの上に戻もどしてから、両手をわたわたと振り動かした。

「た、確かに綸りんさんにはその、告白的な言葉を頂きましたけど、ニコは相変わらずだしチユは最近口もきいてくれないし、フーコ師し匠しようや四シ埜ノ宮ミヤさんやショコはぜんぜんそんな気配ないし、メタトロンはビーイングだし、リードはそもそも男だし……」

[image: ]

「男だろうとＡＩだろうと、キミに恋こいする権利はあるだろう。皆みなの気持ちにしっかり向き合い、それぞれに答えを伝えなくてはいけないぞ」

「えと…………ハイ…………」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの言うことはまったくの正論であり、ハルユキとしては頷うなずくほかなかった。

　少なくとも、言葉で気持ちを伝えてくれた日クサ下カ部ベ綸リンに対しては、きちんと返事をしなくてはならない。

「……解わかりました。日下部さんには、明日連れん絡らくしてみます」

　ハルユキがそう言うと、黒雪姫はグラスを左手に持もち替かえてから、ハルユキの右みぎ肩かたをぽんと叩たたいた。

「頑がん張ばれよ。急せかすようで悪いが、こういうことは後回しにすればするほど難しくなっていくからな」

「……ハイ」

　再び頷うなずいたハルユキを元気づけるように微笑ほほえむと、黒雪姫は立ち上がった。

「では、私はそろそろ失礼するよ。キミがフェアリーとあれこれ相談するのを聞いているわけにはいかないしな」

「そう……ですね」

　寂さびしさを振ふり払はらい、ハルユキもソファーから立った。

　本当に長い一日だったが、すべきことはまだまだある。白の王に命じられた部隊編成もだが、ニコと謡ウタイに連れん絡らくしてホウの様子がどうだったか確かく認にんしたいし、玲レイ那ナと生徒会役員選挙の話もしなくてはならないし、夏休みの宿題も進めなくては。それに──エクセルキトゥスの動向も、どうにも気になる。

　今日のぶんの宿題は加速して終わらせよう、と考えながら、ハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメを見送るために玄げん関かんへと向かった。
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　小規模レギオン《ギャラントホークス》に所属するレベル６バーストリンカー、ゼルコバ・バージャーは、はやる心を抑おさえ込もうと、胸の前でしっかりと腕うでを組んだ。

　無制限中立フィールドの東ひがし池いけ袋ぶくろエリアにそびえる超高層ビル、としまエコミューゼタウンの屋上は、同じように待機する百人以上のバーストリンカーたちで埋うめ尽つくされている。北東に約三百メートル離はなれたサンシャイン60や、近くの高層ビルの屋上も同様。

　わずか一時間でこれほどの人数が集まったという事実が、発ほつ足そくしたばかりのレギオン連合軍、エクセルキトゥスへの期待の大きさを示している。ラテン語で《軍隊》を意味するというその名前を最初に聞いた時は「気取ってんなあ」と思わなくもなかったが、この場所に到とう着ちやくしたらそんな反発も消えてしまった。

　なぜならエクセルキトゥスの中ちゆう核かくメンバーたちは、いきなり途と方ほうもない大規模作戦を決行し、しかもそれに成功しつつあるからだ。

　高さ百八十九メートルのエコミューゼタウンから一望できる東池袋の街並みは、見み渡わたす限り真っ青な水に覆おおわれている。水面から突き出しているのは、サンシャイン60やその近くに建つタワーマンションのような、高さ百メートルを超こえる高層ビルだけ。なぜなら七月二十七日午後七時現在、無制限中立フィールドの属性は《大海》ステージだからだ。

　もちろん、レアな《大海》を見物するために、三百人以上ものバーストリンカーが集まったわけではない。

　全員が固かた唾ずを吞のんで見下ろす先では、水面が半径二百メートルにもわたって白しら々じらと凍こおり付つき、その中央に恐おそろしいほど巨きよ大だいな人型エネミーが拘こう束そくされている。

　胸まで氷こおり漬づけになった大だい巨きよ人じんこそ、三日間にわたって加速世界を圧あつ倒とう的てきな恐きよう怖ふに陥おとしいれてきた超ちよう級きゆうエネミー、終しゆう焉えん神しんテスカトリポカだ。

　エクセルキトゥスはそもそもからして、七大レギオンに頼たよることなくテスカトリポカを倒たおすという目的のために結成された組織だが、実際にこの状じよう況きようを作り出すまでに、中ちゆう核かくメンバーは大変な苦労をしたらしい。

　少しでも間合いを計り損そこねれば即そく死し確定な偵てい察さつ任務を、内部時間の累るい計けいで一年以上も続け。その傍かたわら、攻こう略りやく法ほうの検討をひたすら繰くり返かえし。テスカトリポカが反応する百キロ圏けんの遥はるか外にある名な古ご屋や市しまで遠えん征せい部隊を派は遣けんして、作戦に必要なポイントを貯ため──。ゼルコバは当初、エクセルキトゥスの結成を呼びかけた《コールドブリュー》、《オーヴェスト》、《ゴウエン》、《ナイトアウルズ》あたりの中ちゆう堅けんレギオンに対して、単に自分たちがいまある七大レギオンに取って代わりたいだけではないのかという懐かい疑ぎ的てきな見方をしていたが、ここまで頑がん張ばられたら認めざるを得ない。

　彼らは、名な古ご屋やでのエネミー狩がりで貯ためたポイントをほぼ全て消費して、まず《ショップ》で《雨乞い人形レインメーカー》というアイテムを大量に買い込み、それを使って水属性ステージの出現確率を引き上げ、直後の変へん遷せんで《大海》ステージを引き当てた。

　次に、東ひがし池いけ袋ぶくろのこの場所に何重もの仕し掛かけを施ほどこしてから、そこで小レツ獣サー級きゆうエネミーを攻こう撃げきし、テスカトリポカをおびき寄せた。

　ジェット噴ふん射しやで飛んできたテスカトリポカが、水深八十メートルの海に胸まで没ぼつした瞬しゆん間かん、事前に沈しずめてあった無数の氷こおり爆ばく弾だんを炸さく裂れつさせ、さらに二十人以上の凍とう結けつ能力持ちバーストリンカーが一いつ斉せい攻こう撃げきすることで大量の水を凍こおらせて、ついに巨きよ人じんの拘こう束そくに成功したのだ。

　分厚い氷の牢ろう獄ごくに閉じ込められたテスカトリポカは、大岩の如ごとき頭を時々左右に動かすが、脱だつ出しゆつできる気配はない。こうしているいまも、巨きよ人じんの側面と後方に配置された氷使いたちが、青白い光線や凍とう結けつ弾だん、雪ゆき嵐あらしを絶え間なく浴びせかけて牢ろう獄ごくを強化していく。

「……うまくいくかな……」

　隣となりで戦せん況きようを見守る小こ柄がらなバーストリンカーが不安げに呟つぶやいたので、ゼルコバ・バージャーは敢あえて軽い口調で答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ここまできたらもう勝かち確かくだろ」

「うん……」

　小さく頷うなずく女性Ｆ型の名は《トープＴａｕｐｅ・ケープＣａｐｅ》。ゼルコバにブレイン・バースト・プログラムをくれた《親》だが、現実世界では同じ中学校の一年後こう輩はいだ。ゼルコバは普ふ段だん、キャラ付けのためにですます調で喋しやべるようにしているが、トープ・ケープと話す時はどうしても素の口調に戻もどってしまう。

　ギャラントホークスの前リーダーだったトープ・ケープの《親》は、不運に不運が重なった無限ＥＫで去年全損退場してしまった。以来、トープはずっと塞ふさぎがちで、ゼルコバは何とか元気づけようとしているのだがなかなかうまくいかない。今朝などは、渋しぶるトープを無理やり誘さそって隣となりの杉すぎ並なみエリアまで遠えん征せいし、テスカトリポカ事件を引き起こした《裏切り者ビトレイヤー》シルバー・クロウに勝つところを見てもらおうと思ったのだが、逆に一いつ蹴しゆうされてしまった。

　加速世界には、たまにあんな奴やつが現れるのだ。幸運にもレアな色とアビリティを引き当て、まんまと大レギオンに潜もぐり込んで、大した苦労もせずにのし上がっていく奴やつが。大レギオンはポイントに余よ裕ゆうがあるので若手メンバーを強化ショップや強化外装でお手軽に鍛きたえられるし、情報力にも長たけている。ゼルコバが最近習得したばかりの《コーニック・スマイター》の弱点──発動中は動けないことと、真上にジャンプされると自分が槍やりを喰くらってしまうこと──を逆手に取られたのは、シルバー・クロウが事前にゼルコバの情報を買ったり、ベテランの仲間に攻こう略りやく法ほうを教えてもらったりしたからに違ちがいない。

　でも、今日で加速世界の状じよう況きようは変わる。

　近付きさえしなければほぼ無害だった太陽神インティに余計な手出しをして、中からテスカトリポカを引っ張り出してしまったのは七大レギオンだ。

　そのテスカトリポカをエクセルキトゥスが撃げき破はすれば、いままで我わが物もの顔がおでのさばってきた純色の王たちの権けん威いは地に墜おちる。賠ばい償しよう金きんとして莫ばく大だいなポイントを請せい求きゆうすることも、それどころか全領土の放ほう棄きを要求することさえできるだろう。当然、七大レギオンは脱だつ退たい者しやが続出するはずだし、その連中を吸収していけば、ギャラントホークスが三み鷹たかから杉すぎ並なみ、中なか野のあたりまで支配する巨きよ大だいレギオンに成長することも夢ではない。リーダーを引ひき継ついだトープ・ケープも、また以前のようにやる気を出してくれるに違ちがいない。

　ゼルコバは少し躊躇ためらってから、名前のとおり灰かい紫し色しよくのケープ型がた装そう甲こうをまとっているトープの肩かたをぽんと叩たたいた。

「ほら、そろそろフェイズ２が始まるぜ。俺たちは遠えん隔かく攻こう撃げき組ぐみだから危険は少ないけど、そのぶん与よダメ量は近接組のほうが有利だからな。がんばってテスカのゲージ削けずって、ポイントを稼かせがないと」

「うん」

　ようやく力が戻もどってきた声で応じると、トープも小さな拳こぶしでゼルコバの右みぎ脇わき腹ばらを軽く小こ突づいてきた。

「先せん輩ぱい……じゃなくてゼルくんも、調子に乗って近づき過ぎちゃダメだよ」

「解わかってるって」

　ゼルコバが苦く笑しようした時、立ち並ぶ高層ビルの谷間に、増ぞう幅ふくされた指揮音声が朗々とこだました。

『六十秒後にフェイズ２を開始する！　グループ２、グループ３、グループ４は配置についてカウントを待て！』

「よし、行こうぜ！」

　トープ・ケープと頷うなずき合あうと、ゼルコバ・バージャーは屋上から降下するために設置された無数のロープの一つに飛びついた。

　握あく力りよくを調節し、百メートル下の凍こおった水面へと滑すべり降おりていく。視線を少し東に動かすと、囚とらわれたテスカトリポカはすでに後頭部まで真っ白い霜しもに覆おおわれている。

　待機時間中に聞いた話によれば、中ちゆう核かくメンバーたちにこの凍とう結けつ作戦のヒントを与あたえたのは、裏切り者のシルバー・クロウが所属する白の王のレギオン、オシラトリ・ユニヴァースらしい。今日の午後、オシラトリは何をとち狂ぐるったか港みなと区くエリアの中でエネミーにちょっかいを出し、即そく座ざに飛んできたテスカトリポカに追い回されるという醜しゆう態たいを演じた。連中は、逃げる途と上じようでテスカを芝しば浦うらあたりの運河に誘ゆう導どうし、必ひつ殺さつ技わざで海水を凍こおらせて足止めしたのだが、その様子をエクセルキトゥスの偵てい察さつ隊たいがしっかり目もく撃げきしていたのだ。

　足首の上まで氷こおり漬づけにしただけで移動を遅おくらせられるなら、首まで沈しずめたうえで完全に凍とう結けつさせれば攻こう撃げき能力をほぼ封ふうじられるのでは──というアイデアは誰だれでも思いつけるとしても、それを実現するのは容易なことではない。中ちゆう核かくメンバーの中でもさらに中心的役割を果たしているのは、この池いけ袋ぶくろを根城にするナイトアウルズらしいが、彼らの実力はもう七大レギオンに伍ごするレベルと見ていいだろう。

　一つだけ気になるのは、板いた橋ばしエリアを拠きよ点てんとする中ちゆう堅けんレギオン《ヘリックス》が、この作戦にもエクセルキトゥスにも参加していないことだ。

　メンバーの数はナイトアウルズやオーヴェストと大差ないはずだし、リーダーの《ベリリウム・コイル》はなかなかの実力者と聞いているので当然加わっているものと思っていたのに……と考えてから、ゼルコバ・バージャーは「ふん」と鼻を鳴らした。

　所しよ詮せんは、練ねり馬まエリアのプロミネンスに馴なれ合あいじみた領土戦をふっかけては負け続けているエンジョイ勢だったということだろう。作戦に参加しても足手まといになっていたに決まっている。王のレギオンと一いつ緒しよに衰すい退たいする道を選びたいなら、好きにすればいい。

　直後、両足が硬かたい氷に触ふれた。

　わずかに遅おくれて、隣となりのロープからトープ・ケープが滑すべり降おりてくる。他のレギオンメンバーは能力の関係でサンシャイン60に配置されたが、彼らも同じタイミングで降下しているはずだ。

「どうする、ジムたちを探して合流するか？」

　ゼルコバが小声で訊きくと、トープはさっとかぶりを振った。

「ううん、ジムくんたちは近接型だから合流してもすぐ分かれちゃうし、あたしたちは二人でがんばろ」

「だな。……っと、ぐずぐずしてたらいいポジションがなくなっちゃうな。行こうぜ」

「うん」

　頷うなずき合あい、同時に走り出す。

　事前のブリーフィングでは、氷の足場は外周に近づくほど薄うすくなっているので乱暴に走ると割れる可能性があるという話だったが、伝わってくる感かん触しよくは想像より遥はるかにしっかりしている。グループ１の氷使いたちが、一いつ生しよう懸けん命めい足場を強化してくれたのだろう。

　テスカトリポカは、二本の大通りに挟はさまれた、現実世界では学校のグラウンドになっている場所に拘こう束そくされている。もちろん道路も建物も《大海》ステージの水に沈しずみ、いまは直径二百メートルもの純白のバトルグラウンドが広がるだけ。

　右側で盛せい大だいな鬨ときの声こえが轟とどろき、ちらりとそちらを見ると、サンシャイン60から降下してきた百数十人が一団となって疾しつ走そうしてくるところだった。ゼルコバたちも、負けじと叫さけぶ。

「うおおおおおお────ッ!!」

　行く手では、必ひつ殺さつ技わざゲージを使い果たした氷使いの一団が、ゼルコバたちに手を振りながら声せい援えんを送ってくる。

「頼たのんだぞ──ッ！」

「カマしてやれ──ッ！」

　すれ違ちがいざま、「任せなさい！」と叫さけび返かえし、さらに走る。

　テスカトリポカまでは、もう三十メートルもない。氷面から突き出した肩かたと頭部は、まるで小山のような巨きよ大だいさだ。

『カウント二十……十九……十八……』

　再び、指揮音声が響ひびき渡わたる。ゼルコバとトープは氷をザアーッと鳴らしてブレーキを掛かけ、テスカトリポカの真後ろ二十メートルのベストポジションに陣じん取どると、攻こう撃げき開始の合図を待った。

　巨きよ人じんの攻こう撃げき力りよくは凄すさまじいが、パターンは単純だ。蹴ける、殴なぐるの物理攻こう撃げきを除けば、右手から放たれる重力攻こう撃げきと左手から放たれる火球攻こう撃げき、そして口から放射されるブラストウェーブの三つだけ。

　右手と左手は氷で完全に封ふうじられているので、注意すべきはブラストウェーブだが、これも偵てい察さつ隊たいの努力で効果範はん囲いが明らかになっている。顔の前方には百メートルもの射程があるが、左右は三十メートル、後方は二十メートルしか届かない。つまり、テスカトリポカが顔の向きを変えない限り、ゼルコバとトープがいる場所は安全地帯だということになる。左右に並ぶバーストリンカーたちも、ブラストウェーブの射程にぎりぎりで入らない、滑なめらかな二次曲線を描えがいている。

『十二……十一……十……』

　カウントダウンを聞きながら、ゼルコバはその場にしゃがみ込み、右手を氷に押し当てた。

　必ひつ殺さつ技わざゲージはもちろん事前にフルチャージしてある。まずは《コーニック・スマイター》を十発全部命中させて、エコミューゼタウンから戦せん況きようを見守っているリーダーたちに存在感を示す。

『九……八……七……』

「……ゼルくん」

　突とつ然ぜん、トープ・ケープが囁ささやいた。

　攻こう撃げき開始まであと六秒なのに何を……と思いながらゼルコバは隣となりを見やり、次いでトープの視線を辿たどって足あし許もとの氷を見下ろした。

　暗く、赤い──光。分厚い氷の奥おく底そこが、血のような深しん紅くに輝かがやいている。

　突とつ然ぜん、すぐ後方で、ボシュウッ！　というような音が響ひびいた。右でも、左でも、立て続けに同じ音が生まれる。

　顔を上げたゼルコバ・バージャーが見たのは、氷に開いた大きな穴から噴ふき出す、真っ白い蒸気だった。

　カウントダウンは続いているが、周囲から途と惑まどいの声が上がる。氷の足場がぐらぐらと揺ゆれ、縦横に無数のひび割れが走る。

　深しん紅くの輝かがやきが、急激に近づいてくる。あれは……ただの光ではない。超高温の炎ほのおだ。

「先せん輩ぱい！」

　トープが悲鳴のような声で叫さけんだ。

　ゼルコバは氷から引ひき剝はがした右手を伸ばし、無む我が夢む中ちゆうでトープの左手を握にぎった。

　直後、視界が真っ赤な光で満たされた。
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「ほら、早く早く早く早く！」

　そんな声とともに背中をぐいぐい押され、ハルユキは小走りに廊ろう下かを進みながら叫さけんだ。

「解わかった、解わかったから押すなって！」

「は～～や～～く!!」

　とまったく聞く耳持たないのは、幼おさな馴な染じみの倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リだ。

　三日ぶりに連れん絡らくがあったのは、午後八時少し前。ノルマ分の宿題を、結局バーストリンクに頼たよらずに終わらせ、謡ウタイ、玲レイ那ナ、ニコ、佳カ央オとのダイブチャットでホウの様子を教えてもらって、いよいよスノー・フェアリーに連れん絡らくするか……と思ったところで、チユリからメールが届いたのだ。

　文面は、「ゴハン持ってく」の一行のみ。これは怒おこっているのか、そうでもないのかと悩なやんでいると早さつ速そくチャイムが鳴ったので、恐おそる恐おそる玄げん関かんドアを開けた途と端たん、「早く」しか言わないチユリが飛び込んできたというわけだ。

　背中を押されながらリビングに戻もどったハルユキは、ダッシュでチユリを引ひき離はなしてから振り向き、叫さけんだ。

「早く早くって、何を早くなんだよ！」

「これ！」

　とチユリがキュロットスカートのポケットから引っ張り出したのは、二本のＸＳＢケーブルだった。

「え……ち、直結するの？」

「ちーがーう！　ハルもさっさとそこ座すわって、ニューロリンカーをホームサーバーに繫つないで！　切断時間は……三十秒でいいや」

　それを聞いてようやく、一いつ緒しよに無制限中立フィールドにダイブするつもりなのだと理解する。しかし目的はまだ不明だし、それより何より──。

「え……ゴハンは？」

　チユリが左手に提さげている、頼たのもしく膨ふくらんだトートバッグを指差しながら訊きいたが、答えは明快だった。

「ダイブの後！　もう、時間がないんだってば！」

「わ……解わかったよ」

　どうやらただ事ではなさそうだと思ったハルユキは、チユリが差し出すケーブルを受け取り、ソファーに座すわった。片方のプラグを自分のニューロリンカーに、片方をローテーブルの側面に埋うめ込まれているホームサーバー接続用のポートに繫つなぐ。自動切断タイマーを三十秒に設定し、ちらりと隣となりを見る。

　チユリにも、言わなくてはならないことがたくさんある。白のレギオンへ移い籍せきしてしまったこと、その件でメールを貰もらったのに返事ができなかったこと、そして黒クロ雪ユキ姫ヒメと付き合うことになった件も。

　しかし、いまはチユリの用事が先だ。

「カウント行くぞ。２、１……」

　ハルユキのカウントダウンで、二人は叫さけんだ。

「「アンリミテッド・バースト!!」」




　今日二回目の無制限中立フィールドは、乾かわいた風が吹ふき渡わたる《荒こう野や》ステージだった。

　建物は全て中身が詰つまった岩に変化してしまうので、二人が出現したのは現実世界のタワーマンションとほぼ同じ形、同じ高さの巨きよ岩がんのてっぺんだった。

「……で、何をあんなに急いでたんだよ？」

　ハルユキが改めてそう訊たずねると、チユリ──《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》ライム・ベルは、鮮あざやかな緑色のとんがり帽ぼう子しを傾かたむけ、答えた。

「えっとね……。あたし、西にし東とう京きようの《オーヴェスト》に友達がいるんだけど……」

「えっ、そうなの!?」

「そんなに驚おどろくことないでしょ」

　と言われればそのとおりだ。チユリがタクムの《子》としてバーストリンカーになってから、早くも三ヶ月以上が経過する。それだけの時間があれば、ハルユキの知らない人間関係を構築していてもまったく不思議はない。

「そ、そっすね。ちなみになんてヒト……？」

「《コットンＣｏｔｔｏｎ・マーテンＭａｒｔｅｎ》って女の子。その子から今日の六時半頃にメールがきたんだけど、なんだか要領を得ないっていうか……。これから無制限中立フィールドの池いけ袋ぶくろで秘密の作戦があって、行きたくないけど行かなきゃいけないから、八時になっても連れん絡らくがなかったら探しに来て、って内容でさ」

「作戦……？　ってどんな？」

　ハルユキの質問に、チユリはつぶらなアイレンズを瞬またたかせた。

「あたしもそう思ったからすぐ返信したんだけど、そこからずっと連れん絡らくなしなの。どうしようって迷ってるうちに八時になっちゃって、でも一人で行くのはまずいかなって思ったから……ごめんね、巻き込んじゃって」

「いや、オレと一いつ緒しよに来て正解だよ。もしかしたらそれ、エクセルキトゥス絡がらみの話かも」

「エクセル……？　ってなに？」

「あとで説明する。とりあえず、必ひつ殺さつ技わざゲージ溜ためないと」

「うん」

　こくりと頷うなずき交かわすと、二人は手近な岩を片かたっ端ぱしから砕くだき始めた。

　その作業をするあいだも、ハルユキは懸けん命めいに思考を回転させた。

　ハイエスト・レベルで遭そう遇ぐうした白の王は、今日発ほつ足そくしたエクセルキトゥスの中ちゆう核かくレギオンとして、確かにオーヴェストの名前も挙げていたはずだ。そしてエクセルキトゥスは、テスカトリポカに偵てい察さつ隊たいを貼はり付つかせていた。それらの事実と、コットン・マーテンのメールにあったという《秘密の作戦》という言葉を足し合わせると、思おもい浮うかぶ答えは一つ。

　もしかすると、エクセルキトゥスは発ほつ足そくしたその日の夜に、早くもテスカトリポカの攻こう略りやくに挑いどんだのではないだろうか。攻こう略りやく作戦が成功すれば、コットン・マーテンからチユリに連れん絡らくがきたはずだ。それがこないということは──。

　作戦開始が七時だったとしても、いまはもう八時。現実世界での一時間は、無制限中立フィールドでは一千時間、すなわち四十一日と十六時間にもなる。

　不安を押し殺しながら十何個目の岩を蹴けり砕くだくと、必ひつ殺さつ技わざゲージが満タンになった。急いでチユリのところまで走り、呼びかける。

「こっちはＯＫだ！　そっちは？」

「これで……満タン！」

　左ひだり腕うでの強化外装《クワイアー・チャイム》で巨きよ大だいな岩を粉々に粉ふん砕さいすると、チユリはさっと振り向き、ハルユキに向けてジャンプした。

「っと……」

　慌あわてて横よこ抱だきに受け止め、背中の翼つばさを展開する。少し考え、薄うす黄き色いろの空を見上げて音声コマンドを唱える。

「着装、メタトロン・ウイング」

　空から純白の光が降り注ぎ、シルバー・クロウの背中に凝ぎよう集しゆうして、新たな翼つばさを生み出した。大天使メタトロンから与あたえられたこの翼つばさがあれば、飛行速度と飛行時間が大おお幅はばにアップする。普ふ段だんはなるべく使わないようにしているが、この状じよう況きようなら許されるだろう。

「行くぞ」

「よろしく！」

　チユリの返事を聞くや否いなや、ハルユキは地面を蹴けって離り陸りくした。

　自宅マンションから池いけ袋ぶくろまでは、東北東に約六キロメートルの距きよ離りだ。

　半年前に起きた五代目クロム・ディザスター事件の折も、ハルユキは同じコースで池袋まで飛行した。あの時は右みぎ腕うでに黒クロ雪ユキ姫ヒメ、左ひだり腕うでにニコを抱かかえ、両足にタクムをぶら下げていたせいもあるが、確か十分以上かかったはずだ。

　でも、いまなら。

　自分の翼つばさとメタトロン・ウイングを、五十パーセントほどのパワーで振しん動どうさせる。それでもアバターは大たい砲ほうから撃うち出されたかの如ごとく加速し、ほんの数十秒で中なか野の区くを横断して豊と島しま区くに入る。

《荒こう野や》ステージでも巨きよ大だいな峡きよう谷こくとして再現されている山やま手て通どおりと、細長い岩山に変化したＪＲの高こう架か線せんを越こえると、行く手に凄すさまじく高い二つの岩山が見えてくる。

　左がサンシャイン60、右がとしまエコミューゼタウン。そしてそのあいだで、ゆっくりと蠢うごめく巨きよ大だいな影かげ──。

「ハルっ……！」

　腕うでに抱だいたチユリが、悲鳴のような声を漏もらしたのとほぼ同時に。

　ゴアアアアアッ！　という、以前にも聞いた地鳴りのような怒ど声せいが轟とどろき渡わたった。

　まだ一キロ以上も離はなれているのに、大気中を伝でん播ぱしてきた衝しよう撃げき波はがハルユキの体を揺ゆらした。減速しつつ右にターンし、エコミューゼタウンをあいだに挟はさむコースで南から慎しん重ちように接近していく。

「……降りるぞ！」

　囁ささやくと、ハルユキは翼つばさの推力をカットし、滑かつ空くうでエコミューゼタウンの屋上へと舞まい降おりた。最後に少しだけ逆進を掛かけ、ふわりと着地する。チユリを立たせ、アイコンタクトしてから、身を屈かがめて屋上の端はしを目指す。

　岩山に変化していても、端はしにはパラペット状の壁かべが立ち上がっていた。その内側にいったん身を隠かくしてから、慎しん重ちように頭を出し、地上を見下ろす。

　高さ二百メートル近いエコミューゼタウンの上から見ても、それは途と轍てつもなく巨きよ大だいだった。

　のっぺりとした赤黒い体たい軀く。異様に長い両りよう腕うで。無む貌ぼうの頭。

　終わりの神、テスカトリポカ。

　ハルユキたちが声もなく見守る先で、巨きよ人じんは右足を高々と持ち上げ、赤茶けた大地に突き下ろした。

　ズズーン……と地じ震しんめいた衝しよう撃げきが広がり、エコミューゼタウンをびりびりと震ふるわせる。

　そして、ハルユキは見た。巨きよ人じんの足あし許もとで、色とりどりの閃せん光こうがいくつも立て続けに瞬またたき、消えるのを。

「……あれは……」

　と呟つぶやいた直後、耳にかすかな音、いや声が届く。絶望に満ちた──悲鳴。

　あの光は、デュエルアバターの死亡エフェクトだ。

「ハル……あれ……」

　チユリが震ふるえ声で囁ささやいた。同時に、ハルユキも気付いた。

　高層ビル群の影かげに沈しずむテスカトリポカの足あし許もとに、無数の光が弱々しく揺ゆれている。その数、実に百以上。

「あれ、全部……死亡マーカー……？」

　チユリの声に頷うなずこうとして、ハルユキは全身を戦慄おののかせた。

　百というのも恐おそるべき数だ。しかし、白の王は言っていた。エクセルキトゥスには、五百人ものバーストリンカーが参加していると。

　ならば、テスカトリポカ攻こう略りやく作戦に招集されたのが、たった百人であるはずがない。レベル４以上のメンバー全員、多ければ三百人前後が参加していたのではないか。

　それだけの大軍勢をもってしても、終わりの神には勝てなかった。恐おそらくは一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつし、三百人全てが死亡マーカーに変わり。

　そして、一千時間ものあいだ蘇そ生せいと死亡を繰くり返かえしたのだ。加速世界でも過去に類を見ないであろう、圧あつ倒とう的てき規模の無限ＥＫ。

　ことによると、あの場所で、百人から二百人にも及およぶバーストリンカーが全損退場した可能性がある。

「…………なんで……！」

　両りよう拳こぶしを限界まで握にぎり締しめながら、ハルユキはひび割れた声を漏もらした。

　ずっと偵てい察さつしていたなら、テスカトリポカがどうにもならない相手であることは解わかっていたはずだ。それなのに、なぜ。

　眼下で、しばし静止していた巨きよ人じんが再び動き出す。左手を伸ばし、死亡マーカーが密集している場所へと向ける。

　巨きよ大だいな掌てのひらに、白く光る同心円が浮うき出す。七つ、八つ、九つと重なった瞬しゆん間かん、同心円が深しん紅くに輝かがやく。

　直後、二十人以上のバーストリンカーが一気に蘇そ生せいした。

　同時に、テスカトリポカの手から巨きよ大だいな火球が発射された。殲せん滅めつ攻こう撃げき、《第九の月ミカイルイトントリ》。

　地面に命中した火球は、渦うず巻まきながら膨ふくれ上がり、ハルユキがこれまで加速世界で見た中で間ま違ちがいなく最大の爆ばく発はつを引き起こした。炎ほのおはエコミューゼタウンの中腹にまで到とう達たつし、轟ごう音おんとともに岩山を激しく揺ゆり動うごかす。

　蘇そ生せいしたバーストリンカーたちは全員、炎ほのおの中でひとたまりもなく即そく死しし。

　そのうち二人が、死亡マーカーではなく、無数のリボンへと分解し、空へと上っていった。まさにいま、全てのバーストポイントを失って加速世界から退場したのだ。

「……やだ……やだよ……！」

　チユリがか細い泣き声を漏もらした。ハルユキは握にぎっていた左手を広げ、チユリの右手を強く摑つかんだ。

　まだ全損していない百人を、なんとか助けたい。しかしどれほど考えてもその方法がない。ハルユキもチユリも、岩山から降りてテスカトリポカに近づけば何らかの攻こう撃げきに巻き込まれて即そく死しし、死亡マーカーの群れに加わってしまう。

　いったんバーストアウトして、集められる限りの人数を集めることも考えたが、仮に十分で準備できたとしてもこちら側では百六十時間以上が経過する。恐おそらくそのあいだに残る百人のほとんどが全損してしまうだろうし、救助隊も同じ運命を辿たどる可能性が高い。

　バーストリンカーが何百人集まっても、どれだけ知ち恵えと勇気を振ふり絞しぼってもどうにもならない、まさしく終わりの神。そして、それをこの世界に解き放ったのはハルユキなのだ。

　──ごめんなさい。

　──ごめんなさい。

　──ごめんなさい。

　アイレンズに涙なみだを滲にじませ、心の中でひたすらにそう繰くり返かえしながら見守る先で、またしても巨きよ人じんが動いた。

　洞どう窟くつのような口しかない顔を、ゆっくりと空に向ける。そこから、地じ響ひびきにも似た声を長く、深く轟とどろかせる。




　ゴ　オ　オ　オ　オ　オ────ン…………。




　その声は、しかし、これまでのような殺さつ戮りくへの欲望を帯びてはいなかった。それどころか、満ち足りた高唱のようにすら聞こえた。

　突とつ然ぜん。

　テスカトリポカの全身に、無数のひび割れが走った。

　動きを止めた巨きよ人じんの体が、赤黒い色しき彩さいを失っていく。艶つやのない漆しつ黒こくの岩石と化した部分から次々と崩ほう壊かいし、地面に落下する。

「え……ど、どうしたの……？」

　チユリの囁ささやき声ごえに、ハルユキは小さくかぶりを振ることしかできない。

　本当に満足したのか？　百人か二百人のバーストリンカーを全損させただけで役目を終え、消しよう滅めつするのか？

　そんな都合のいいことが起きるとは思えないが、テスカトリポカの崩ほう壊かいは止まらない。もう頭部は完全に失われ、破は壊かいが肩かたにまで及およぶと、二つの腕うでが切きり離はなされて落下する。あれほどの破は壊かいをもたらした右手と左手が、地面に激げき突とつしてあっけなく砕くだけ散ちる。

　胴どう体たいの崩ほう壊かいも首から胸へと進行する。巨きよ人じんの足あし許もとでは、このあいだに蘇そ生せいした数人のバーストリンカーたちが、降り注ぐ岩がん塊かいを避さけようともせず呆ぼう然ぜんと見上げている。

　やがて崩ほう壊かいが胸から腹に及およんだ、その時。

　破は壊かい面めんに走る無数の亀き裂れつの奥おくから、真っ赤な光が迸ほとばしった。

　岩がん塊かいが落ちていくにつれ、光の正体が少しずつ露あらわになっていく。エネミーでも、アイテムでもない。赤い光がゆっくりと渦うず巻まく、実体なき楕だ円えん形けいのオブジェクト。

「……ポータル……？」

　チユリが呟つぶやく。ハルユキの目にもそうとしか見えないが、しかし無制限中立フィールドの各所に設置されたポータルは、例外なく青かったはずだ。

　テスカトリポカの崩ほう壊かいは、腹部の中央──ポータルの下か端たんまで達したところで止まった。

　直後、さらなる未知の現象が発生した。

《荒こう野や》ステージの薄うす黄き色いろの空を、謎なぞのポータルと同じ色の、巨きよ大だいな六角形が埋うめ尽つくしていく。その全てには、飾かざり気けのない書体で【ＷＡＲＮＩＮＧ】の七文字が刻まれている。

　北の地平線から南の水平線までが深しん紅くのヘキサゴナルパターンで塗ぬり潰つぶされるのに、わずか五、六秒しかかからなかった。

　これで終わりのはずがない。次に起きることが、この現象のクライマックスだ。

　そう確信したハルユキは、真っ赤に染まった空から、半分になってしまったテスカトリポカの上で光るポータルへと視線を戻もどした。

　渦うず巻まく光の中から、ず……と何かが現れた。

　足だ。ついで腕うで。そして体。

　ハルユキたちとほとんど変わらないサイズの何者かが、ポータルの向こう側からこの世界に出現しようとしている。

　瞬しゆん間かん、ハルユキは悟さとった。

　巫ふ祖そ公こう主しゆバリがその存在を予告した、テスカトリポカの中のポータル。それは、帝てい城じようや他の場所にハルユキたちを導く入り口ではなかった。

　その逆だ。未知の世界から加速世界へと、誰だれかを運ぶための出口。

　何者かが完全にポータルの外に出ると、すぐに新たな人ひと影かげが現れた。

　三人目。四人目。出現は続く。

　全員が、明らかにデュエルアバターではない。特とく徴ちよう的てきな半はん透とう過か装そう甲こうも、フェイスマスクも、アイレンズも持っていない。

　最初に出てきた一人目は、ほとんど生身の人間に見える。男のようだが長い髪かみをなびかせ、さほど大きくないが逞たくましい体を、ぴったりとした赤いスーツに包んでいる。

　二人目は打って変わって巨きよ体たいだ。しかも、全身をロボットめいた金属装そう甲こうに包み、顔面には三つのレンズが青白く光る。

　三人目は女性。驚おどろくほど細い体を黒いドレスに包み、頭には魔ま女じよのような三さん角かく帽ぼう子しを被かぶり、右手にねじくれた長い杖つえを携たずさえている。

　四人目も、五人目も、外見にまったく統一感がない。それぞれが異なる世界からやってきたかのように、何もかもがバラバラ──。

　いや、違ちがう。一人目の左右に次々と並んでいく彼らは、デザイン上の共通点は皆かい無むなのに、同一のコンセプトに基もとづいていることがありありと感じられる。このコンセプトは──

　ヒーロー。

　いわゆる、スーパーヒーローだ。

　八人目、九人目、そして十人目でようやくポータルからの湧ゆう出しゆつは止まった。

　崩くずれ落おちたテスカトリポカの腹の上、六角形に引ひき裂さかれた空の下で、ヒーローたちは横一列にずらりと並んだ。

　列の右側に陣じん取どる、顔全体を隠かくす真っ青なマスクをつけた小こ柄がらな一人が、地上から声もなく見上げるバーストリンカーたちを睥へい睨げいし、よく通る声で言った。

「八年も踏ふん張ばってただけあって、中々の面つら構がまえ……って言いてーけど、ツラが見えねーじゃねーのさ」

「あなた、ヒトのこと言えないわよ」

　と突っ込んだのは、三さん角かく帽ぼう子しの魔ま女じよだ。よく見ると、足が少しだけ浮ういている。

　そちらをちらりと見た青マスクは、芝しば居いがかった仕草で肩かたをすくめた。

「しゃーねーでしょ、ヒーローの王道はマスクマンだからな。つーわけで……おまえら、よく聞け！」

　五十メートル近い高さを恐おそれる様子もなく、へりから大きく上体を乗り出した青マスクは、エクセルキトゥスの生存者たちに向けて高らかに宣言した。

「トライアル・ナンバーツーは、今日でサービス終しゆう了りようだ！　消えたいヤツは消えればいいし、しがみつくヤツにはオレたちが引導を渡わたしてやる……このゲームの正式バージョン、その名も《ドレッド・ドライブ２０４７》がな!!」





（続く）
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　あとがき




　アクセル・ワールド第26巻、『裂れつ天てんの征せい服ふく者しや』をお読み下さってありがとうございます。

　ここのところ毎巻あとがきが謝罪で始まっている気がしますが、今巻は過去最大級に刊行が遅れてしまい、ギガ申し訳ありませんでした！　もうちょっと早くお届けできる予定だったんですが、二〇二一年の八月から九月にかけて体調を崩くずしまして、その後もなかなか執しつ筆ぴつ作業の感覚を取り戻せず、スケジュールが遅ち延えんしてしまいました。これを書いている二〇二二年一月現在はもうほぼ本ほん復ぷくしていますので、今年はバリバリ頑がん張ばります！




（以下、本編の内容に深く触ふれておりますので未読の方はご注意下さい！）

　前巻のあとがきで、《白のレギオン編》は25巻でひとまず終しゆう了りよう、26巻からは《第七の神器編》が開始される予定……と書きましたが、なんだか内容的にはむしろこの巻からが白レギ編なんじゃないの!?　という感じになりましたね。第七の神器ことＴＦＬちゃんも名前しか出てきてないし。でも、現実世界の《七連矮星セブン・ドワーフス》たちは書いていて実に楽しかったです。残念ながらホワイト・コスモスこと黒クロ羽バ苑エン珠ジユさんはリアルでの登場ならずでしたが、ハルユキがもう一度エテルナ女子学院中等科の生徒会室を訪おとずれることがあればその時は……という予感がします。

　ここでちょっと注ちゆう釈しやくしておきますと、ルナ女中等科生徒会はサイプレス・リーパーこと鷺サギ洲スあいりが副会長、ローズ・ミレディーこと越コシ賀カ莟ツボミが会計、スノー・フェアリーことユーホルト七ナ々ナ子コが書記を務めておりまして、そうなるといかにもコスモスが会長っぽいんですが彼女は高等科の一年生なので、中等科の生徒会長職は別の人物が担になっております。次巻ではその人も登場する予定ですのでお楽しみに！

　今巻では、白の王の本名だけでなく、妹である黒の王こと黒クロ雪ユキ姫ヒメの本名が《黒羽早サ雪ユキ》であることも明かされましたね。といってもハルユキは１巻のラストで聞いていますし、黒雪姫を「サッちゃん」と呼ぶ楓フウ子コや「サッちん」と呼ぶ謡ウタイ、「サッチ」と呼ぶあきらもすでに知っているわけですが……。黒雪姫は早雪という名前を「気に入っている」と発言していましたが、にもかかわらずＳＳＳオーダーを使ってまで認にん証しようネームタグを書き換えている理由は、母親の生せい家かである神カ邑ムラ家けと関係しています。そのあたりのことも、次巻以降でもっと詳しく語れればと思っています。

　あとは……やはり、今巻ラストで加速世界に登場、というか侵しん攻こうしてきた人たちにも触ふれておかないとですね。前巻で、ハルユキがスノー・フェアリーの窒ちつ息そく攻こう撃げきから脱出しようとした時に、《とても小さいがとても活動的な新しい世界》の存在を知ち覚かくしたことを憶おぼえておられる方もいらっしゃると思いますが、そのＡＡ２０３８、ＢＢ２０３９、ＣＣ２０４０に続く第四の世界こそが《ドレッド・ドライブＤＤ２０４７》です。Ｄｒｅａｄは「恐るべき」、Ｄｒｉｖｅは「進しん撃げき」という意味ですが、そのゲーム名が指し示すのはハルユキたちのＢＢ世界なのか、それとも……というあたりも楽しみにして頂ければと思います。

　と書いたところで、いつものあとがきの見開き２ページぶんを超過してしまったので、ここで三つ改め四つのゲームの開始年と黒クロ雪ユキ姫ヒメたちの年ねん齢れいを整せい理りしておきます。




■２０３１年９月　ニューロリンカー市し販はん開始

■２０３１年12月　黒クロ羽バ苑エン珠ジユ誕生

■２０３２年９月　黒羽早サ雪ユキ誕生

■２０３３年４月　有アリ田タ春ハル雪ユキ誕生

■２０３８年４月　アクセル・アサルト２０３８のプログラム配布

　配布対象オリジネーターは同月に入学した小学一年生百名（２０３１年４月～２０３２年３月生まれ）

■２０３９年４月　ブレイン・バースト２０３９のプログラム配布

　配布対象は同月に入学した小学一年生百名（２０３２年４月～２０３３年３月生まれ）

■２０４０年４月　コスモス・コラプト２０４０のプログラム配布

　配布対象は同月に入学した小学一年生百名（２０３３年４月～２０３４年３月生まれ）

■２０４７年？月　ドレッド・ドライブ２０４７のプログラム配布

　配布対象不明

　……という感じなのですが、今巻以降このへんの時じ間かん軸じくがちょこっと重要になってきますので、頭の片かた隅すみに置いておいて頂けるとお話をスムーズにご理解頂けるのではないかな、と思います。そして皆みな様さまの記憶が薄れてしまう前に27巻をお届けできるよう頑がん張ばります！




　時間軸の話に関連して、一つお詫びしなくてはならない件がありました。

　二〇一六年に劇場公開されたＯＶＡ『アクセル・ワールド　ＩＮＦＩＮＩＴＥ∞ＢＵＲＳＴ』（以下ＩＢ）のプロットを作成した時、いずれ原作を合流させるつもりでタイムスケジュールを組んだのですが、今巻でとうとうＩＢの作中時間に追いついてしまいました。具体的には、ＩＢのヒロインである月ツキ折オリリサが大会中の事故で昏こん睡すい状態に陥ったのが七月二十一日（この出来事は22巻『絶ぜつ焰えんの太たい陽よう神しん』で触れています）で、加速世界に《ダーククラウド》が発生したのが一週間後の二十七日だったのですが、その日までにテスカトリポカ関係が片付かず……。リサの再登場を期待して下さっている方々には申し訳ないのですが、原作の時間軸はＩＢから一週間ほど（たぶん）ずれることになりそうです。まあ、あれやこれやの状況はＯＶＡ本編や特典小説（『無む限げんへの跳ちよう躍やく』『永えい遠えんへの帰き還かん』）と原作ですでにかなり乖かい離りしてきているので、いまさらな話ではあるんですが、どうあれリサとニュクスはちゃんと物語のクライマックスに合流してくる予定ですのでいましばしお待ちください！




　……なんと、またしても見開きが終わってしまったのであと二ページ書きます。

　電でん撃げき文庫で『アクセル・ワールド』の刊行が始まってから今年で十三年目になるわけですが（ネットで連載していた『超ちよう絶ぜつ加か速そくバースト・リンカー』から数えると十五年目）、社会構造の変化や科学技術の進歩に関する予想は大して当たらないような気がしてきましたね（笑）。そんな中、今年（二〇二二年）の四月に成人年齢が二十歳から十八歳に引き下げられることになりまして、その理由として《若者の積極的な社会参加を促すこと》が挙げられているのには色々と考えさせられました。

　それって平たく言えば納税者を増やしたいということなんだと思いますが、二〇一〇年に刊行された６巻に「二〇四〇年代の日本は、際さい限げんなき少しよう子し高こう齢れい化かによって、社会保障システムが崩ほう壊かいの瀬せ戸と際ぎわに立たされている。そこで、運転免許に代表される各種資格の取得年齢を引き下げることで、働ける若者の数を増やそうという意図が政府にはあるようだ」という文章がありまして、これを書いた時は「実際にはそんなことにはならんだろう」と思っていたんですが、どうもこのまま行くとそんなことになりそうな気け配はいが漂ただよって参りましたね。私は、学生時代もその後もアニメ観てマンガ読んでゲームしてばっかりの超ちよう級きゆうモラトリアム人間で、そのおかげでいまライトノベル作家をしていられるようなものですから、若い人に早くから労働を求める社会になってしまうのは残念というか、大人の一員として忸じく怩じたるものがあります。せめて、読者の皆みな様さまが学生のあいだも、社会人になっても変わらず楽しめる物語をお届けできるよう、これからも頑張っていく所存です。







　といったところで、恒こう例れいの近況コーナーですが……。二〇二〇年七月に書かれた前巻のあとがきで、「生活が完全にコロナ前に戻ることは当分、へたをすると永えい遠えんにないんじゃないかと思う」と述べていますが、これを書いている二〇二二年一月現在もコロナ禍かの出口はまったく見えていない状況ですね。当然、私もファミレス作業スタイルには復帰できず、自じ宅たくや仕し事ごと場ばでどうにかこうにか原稿を書いています。前巻の頃よりはいくらか環かん境きように慣れてきて、作さ業ぎようのギアも頑がん張ばれば五速まで入るようになってきたんですが、ドリンクバーがないのと、ノルマ分を書いたご褒美のデザートを注文できないのが実になんとも味あじ気けないですね！　皆みな様さまも色々な困こん難なんに直ちよく面めんしておられることと思いますが、それを乗り越えていくためのエネルギーをこの本から補給して頂ければ幸いでございます。

　最後に、リスケジュールの連続でご迷惑をおかけしてしまったイラストのＨＩＭＡさんと、担当の三み木きさんと安あ達だちさんに心からの感謝を。次巻でまたお会いしましょう。





二〇二二年一月某ぼう日じつ　川かわ原はら 礫れき
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